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序

鈴鹿や布引• 紀伊の山々から発する大小の河川は、肥沃な伊勢平野を潤し伊

勢湾に注いでいます。その平野では古来より人々の生活が連綿と営まれ、数多

くの遺跡が今日に残されています。中でも津市を流れる安濃川流域には、弥生

時代の中心集落である納所遺跡や、 6世紀から 7世紀の古墳400甚以上からな

る県内有数の群集墳などがあり、当時の文化の一端を見ることができます。

さて、今回報告する位田遺跡は、一般国道23号中勢道路建設に先立って調査

されたものです。遺跡は、安濃川左岸の沖積地に立地する弥生時代後期から鎌

倉時代までの長期にわたる複合遺跡です。とりわけ、 24個まとまって出土した

平安時代の碁石は、研究者だけでなく広く県民の間でも注目を集めました。

調査を終えたところには、やがて新しい道路が開通し地域活動の新しい動脈

となることでしょう。そのいわば代償として発掘された遺跡の膨大な記録を整

理し報告書として世に公開していくことが、私どもに課せられた重大な責務で

あると考えております。本報告書が地域の歴史を解明する一助となることを念

願するところであります。

最後になりましたが、調査にあたって御協力いただきました関係諸機関およ

び地元の皆様に心からお礼申し上げるとともに、今後とも県民の皆様の文化財

保護への一層の御理解と御協力をお願い申し上げる次第です。

平成11年 3月

三重県埋蔵文化財センター

所長 大井典生



例 言

1 . 本書は、

である。

二．重県津市北河路町字位田・木ノ下・出ロ・寺後・桓内に所在する位田（いんでん）遺跡の報告書

2. 本書は、平成 9・10度に三重県教育委員会が建設省中部地方建設局から委託を受け実施した一般国道23号中

勢道路 (10工区）建設予定地に所在する埋蔵文化財発掘調査（整理・報告書業務）にかかる報告書である（）

3. 位田遺跡の発掘調査は、平成8年度に実施した。

発掘調在の体制は、以下の通りである。

・調杏主体 三重県教育委員会

・調査担当 三重県埋蔵文化財センター

・調査協力 津市教育委員会

・現場作業 社団法人中部建設協会

4. 位田遺跡の現地調査は、平成尤年度の範囲確認調査を浅生悦生・竹内英昭が、平成 8年度の本調査を山本義

浩・米山浩之がそれぞれ担当した。

5. 本書の執筆・編集は、米山浩之が担当した0

6. 遺構写真は、 山本義浩・米山浩之が、遺物写真は米山浩之が撮影した。

7. 室内での報告書作成業務は、市川嘉子・太田浩子・森川絹代・鈴木妙・黒川敬子・蒔田やよい・新田智子の

ほか資料普及グループ（管理指導課）の協力を得た。

また、調在補助員として、川崎志Jり・杉崎淳+・ 田中美穂・坂下真弓• 井早智代・池野香代・下畑典正・酒

井巳紀子が現地調査もしくは整理作業に携わった。

8. 発掘調査ならびにその後の整理過程において、以下の方々のご指導・ご教示を得ました。記して感謝の意を

表します。 （順不同・敬称略・所属は当時）

青木哲哉（立命館大学）・八賀晋（三重大学） • 平尾政幸 小森俊寛 上村憲章（財団法人東都市埋蔵文化

財研究所） ・尾野善裕（京都国立博物館） • 福田明美（財団法人千葉県文化財センター） ・三好美穂（奈良市

埋蔵文化財調在センター） ・加藤真琴（多度町教育委員会） ・横田賢次郎（九州歴史資料館） • 岡田登（皇根

館大學） ・小坂宜広（津市立南が丘中学校） ・磯部克（松阪高校）浅生悦生（津市立橋北中学校） ・増川宏-. 

久志本鉄也（菰野町立八風中学校）

8. 本遺跡については、すでに『一般国道23号

告しているが、本書をもって正式報告とする。

中勢道路 埋蔵文化財調査概報IXJIとして、 その調査概要を報

9. 本書で報告した遺跡の位置は、国土座標第VI系に属している。挿図の方位は全て座標北で示している。

なお、真北は座標北のNOO 21'W、磁北は座標北のN6°41'Wである。

10. 本書で使用した遺構の名称・番号は、調査時点の呼称を踏襲せず、新たに改称したものである。

11. 本書で使用した遺構表示略記号は下記による。

SA: 柱ダlj・垣根状遺構 SB: 掘立柱建物 SD: 溝• 河道 SE: 井戸

坑 SK: 土坑 SR: 道路・通路状遺構 sx: 方形周溝縞 p: 小穴
SF: 炉・焼上炭化物・焼土

12. 本書で報告した記録及び出土遺物は、三重県埋蔵文化財センターにおいて管理・保管している。

13. 本書で使用した士層および遺物の色調は、小山・竹原編『新版標準土色帖』 (9版1989)を用いたが、緑釉

陶器の釉の色調はマンセル方式 (JI S)による。

14. スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、 スケールバーを参照ください。
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ー 前 言

調査に至る経過

中勢道路は、鈴鹿市玉垣町から一志郡三雲町に至

る延長33.8kmの一般国道23号のバイパスである。こ

の道路は、鈴鹿市・河芸町・津市・久居市・嬉野町・

三雲町を通り、国道23号の交通緩和とバイパス周辺

の適切な上地利用の誘導を測り、中勢地区の経済発

展に寄与することを目的に計画されたものである。

この計画地内に所在する埋蔵文化財については、

昭和58年に計画路線内の分布調在を行い、建設省中

部地方建設局と三重県教育委員会が埋蔵文化財の取

扱いについて協議を行った結果、現状保存が困難な

遺跡については事前発掘調査を実施し、記録保存を

図ることとなった。

調壺は、建設省中部地方建設局から三重県が委託

を受け、昭和63年度は三重県教育委員会文化課、平

成元年度からは三重県埋蔵文化財センターが調査を

担当している。調査にあたっては、 「県教育委員会・

市町村教育委員会職員人事交流要綱」に基づき、津

市教育委員会から 2名、鈴鹿市教育委員会から 1名

（平成 7-------9年度）の派遣職員を得ている。また、

現地作業は調査の円滑化を期して、建設省中部建設

局が社団法人中部建設協会に委託している。そして、

調査事業の実施にあたっては、建設省中部地方建設

局・三重県・中部建設協会の三者で「協定書」を締

結し事業を推進している。

中勢道路の発掘調査は、津市大里窪田町の主要地

方道津関線から津市納所町の主要地方幹線道津芸濃

大山田線までの 9エ区から開始した。途中、鈴鹿市

内の 6エ区・河芸町から津市内の 8エ区が、工事計

画の関係で急逮調査が実施されたが、平成 8年度ま

でに調査は完了した。

津市納所町の主要地方幹線道津芸濃大山田線から

津市神戸までの10工区の調査は、平成6年度に蔵田

遺跡から開始された。平成7年度には樽形追や韓式

系土器模倣土器を含む士坑が検出され、試掘調査で

遺跡範囲はさらに南側に広がることが確認された。

また、平成8年度には注口付きの小型丸底壺が出士

して、注目された。

2
 
調査の経過

位田遺跡は、分布調査の結果を受けて平成元年度

1月に範囲確認調在が行われた。 21箇所の試掘坑の

内、安濃川左岸の自然堤防上の 5箇所で遺構・遺物

が確認された。中でもNo.1001C試掘坑からは緑釉陶

器・宝珠硯などといった特殊な遺物が出土し、平安

時代の注目される遺跡となった。また、合わせてプ

ラント・オパール分析が行われ、一部で稲作の可能

性が高いとの結果が出た。

mについて本調査が必要との結果を得た。

本調査は、平成8年度に山本義浩・米山浩之を担

当者として実施された。調査は、排土搬出の関係か

らB地区から開始し、 A地区.C地区の順で進めた。

B地区の西から南側は現水田と 2m近い比高がある

が、

これらのことから5,500

これは昭和12年の堤防決壊後にその土砂を積み

上げたものである。また、調査区は二級河川安濃川

の堤防に隣接することから河川法によって堤防付近

の掘削規制が実施されている。このため土砂法面の

保護の必要もあり調査区は制約された。また、 C地

区の排土搬出用通路部分は、遺構密度を考慮して調

査を行わなかった。最終的な調査面積は4,600面で

ある。

現地調査は、試掘調査の行われていなかったB地

区と A地区の基本士層を確認するために改めて予備

調査を行い、 7月から本格的な掘削に入った。調査

は順調に進み、奈良時代の道路遺構や平安時代の掘

立柱建物、緑釉陶器・碁石など注目すべき遺構・遺

物が確認された。 10月には空中写真測量を行い、 11

月には現地説明会を開催し、 1'0名の参加を得た。

その後、古墳時代後期以降の遺構を検出した面よ

り下層にも遺物が包含するため、 トレンチを設定し

て下層の調査を行った。下層では弥生時代から古墳

時代にかけての河道や方形周溝墓群が確認され、朱

付着の擦石・石皿が出土するなど貴重な成果が得ら

れた。また、さらに下位の青灰色粘質土層に畦畔状

の高まりが認められたために一部面的に調査したが、

自然の起伏と判明した。最終的には 2月に現地調査

が終了した。
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範囲確認調査

本調査合計

7, 直）i
： 
＇ 

il33, ⑮ 
＇ ＇ 

2, 謳 1,図叫 1ooj 糊 1,研 oo! 748! 1,0'24! ms! 
： 

7,550! a:l,700! 22,450! 8,655! 5, 向 8,屈 15,100!14,640! 14,780! 8,240! 4邸

立：立合調査範：範囲確認調査 〔 〕一部調査済 （ ）未調査 本調査面積に下層含まず(1999.3) 
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3 調査の方法

調脊区の設定に関して、平成元年度以来中勢道路

の調査では、第VI系国土座標軸を集準に大地区・小地

区を設定していた。ところが、現地調査時の遺構略

測などに支障があったり、その表記が煩雑であった。

そこで、これを見直し、より現場作業に適した基準

を平成 8年度から採用することとした。それは、道

路建設用のセンター杭（中勢道路の起点から20mピッ

チで設置）の任意の2点を基準として4m四方の小地

区を設定するもので、東西方向を西からアルファベッ

トで、南北方向を北からアラビア数字で表記する。

位田遺跡の場合、 No.997杭とNo.1002杭を基準した。

南北方向は北側への拡張の可能性を考慮し余裕を持

たせ、調査区内は11,....__,43、東西方向はG,..____,iとした。

調査にあたっては、表土除去は基本的に重機（バッ

クホー）で行った。しかし、試掘調査の結果から緑

釉陶器など特殊遺物が包含すると考えられたA地区・

B地区の一部は人力で除去を行った。

遺構カード (S=1/40)は、小地区毎に作成し、

略図・土質・切合いなどを記入した。

遺構名は、ピットのみ小地区毎の通し番号を与え

たが、その他の溝・土坑などは調査区全体の中で通

し番号を付した。

実測は、土層図や遺物出土状況図など必要に応じ

て1/10や1/20で作成した。遺跡全体の実測は、 A・

B地区に関しては1/50の航空写真測量を実施した

が、遺構の全く認められなかったC地区は平板測量

とした。また、航空測量後に検出された下層の河道・

方形周溝墓などは、平板測量と手書実測 (S=1/20) 

を併用した。

遺構写真は基本的に 4X 5 in判（ウィスタ s p) 

で撮影し、補助的に 6x 9 cm判（同上） • 35mm判

（ニコン F 401・F 3)を使用した。フィルムは

モノクロネガとカラーリバーサルの両方の記録を行っ

た。遺物写真は 6x 7 cm判（同上）を使用した。

4 調査日誌（抄）

1996年

6/27 土層確認のための予備調査実施。

6/28 表土除去開始。地区杭設定。

7/ 4 B地区掘削開始。

7/18 包含層を切る河道SDll検出。
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7 /24 S B 16柱穴から無釉陶器小椀の完形品が4

点出土。

7 /30 S E 1検出。土層断面図作成。

7/31 B地区全景・掘立柱建物などの写真撮影。

8/ 5 高田高校地歴部体験発掘。

8/ 7 A地区遺構検出、掘立柱建物となる。

8/19 SR 1の南北側溝を検出。

8/21 S F 4掘削。炭化物多く、壁面が焼けてい

る。竃であろうか。

8/23 SD 4から碁石24個出士。

9/ 4 SD 4西部から土師器皿完形品多く出土。

SK3底部から黒色土器椀ほぼ完形品出土。

9/12 A地区遺構検出ほぼ終了。北東部遺構ほと

んどなし。

9/20 A地区南部の掘立柱建物確認のため拡張。

北西部で炭化米検出。

10/ 3 C地区調在開始。

10/17 A地区掘立柱建物など写真撮影。

10/18 高所作業車を使って全景写真など撮影。

10/24 空中写真測量実施。三重大学八賀教授碁石

の調査指導

10/25 C地区約半分検出終了。遺構全くなし。

11/ 1 松阪高校磯部先生に碁石の石材鑑定

11/15 北宋銭「祥符通宝」出土。

11/21 C地区写真撮影。

11/27 県庁で記者発表。

11/30 現地説明会実施。約150名の参加あり。

12/ 3 下層確認のためのトレンチ設定。

12/10 河道SD1を掘削、遺物量多い。

12/12 焼土・枕石検出。竪穴住居か。

12/13 国児学園生徒体験発掘。

12/18 噴砂を確認。

1997年

1/10 SD 1完掘。

1/14 A地区下層確認トレンチ設定。

1/20 方形周溝墓 (SX 8)検出。 SR2確認。

1/27 SX6から朱付着擦石・石皿出土。

1/29 下層面全景・方形周溝墓の写真撮影。

1/30 方形周溝墓実測。

2/12 最下層調査調査、自然の起伏と判明。

2/14 現場作業完了。



II 位置と環境

1 位置

紀伊半島の東部に位置する三重県は、南北に長く

約180kmに及ぶ。伊勢湾に面した伊勢・志摩地方は、

西を布引山地・鈴鹿山脈が画し、近江地方・伊賀地

方との境界をなす。東の海岸部には伊勢平野が南北

に広がり、津市はその平野のほぼ中央部に位置する。

津市は主に北部の志登茂川流域、中央部の安濃川

流域、南部の雲出川流域からなる。それらは、見当

山（長岡）丘陵・半田丘陵といった標高50m程の第

三紀世鮮新世からなる丘陵によって画されている。

安濃川は、鈴鹿山系の一つ錫丈ヶ岳（標高627m)

にその源を発し、途中支流の穴倉川・美濃屋川と合

流し、伊剪湾に注ぐ。

位田遺跡(1)は、安濃川中流域左岸の自然堤防上

にあり、標高は 7m前後である。調査区は行政上、

津市北河路町字木ノ下に属する。

2 歴史的環境

次に、安濃川流域を中心に位田遺跡周辺の遺跡の

消長・変遷を概観してみたい。

旧石器時代 この時代は大古曽遺跡(2)のみで、

旧石器時代後期のナイフ型石器が確認されている。

縄文時代 前期から後期の遺跡は、現在のところ

上・中流域の段丘上で多くが確認されている。主な

ものとしては美里村西出遺跡や同町大石遺跡などが

ある。晩期になると沖積地への進出が確認でき、松

ノ木遺跡(3)では同時期の河道と竪穴住居が検出さ

れている。しかし、殿村遺跡(4)・城坂遺跡(5)の

ように依然として丘陵状に立地する遺跡も散見され

る。このように稲作を含めた過渡期である当該時期

には、その立地に二相が認められる。

弥生時代 前期に出現した納所遺跡(6)が、この

地域の拠点的集落として成立する。中期の集落は、

替田遺跡(7)や蔵田遺跡(8)、辻の内遺跡(9)など

で確認されている。中でも長遺跡(10)は丘陵上の大

集落で、中期後葉の200棟もの竪穴住居が検出され

ている。この頃を境に、集落の立地は丘陵上に移動

する傾向が強くなっていく。後期の遺跡には、大城遺

跡(11)や高松C遺跡(12)、野田遺跡(13)などがある。
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これらは太田遺跡(14)にみられるように、支流が網

目状に流れるような気候度化もその立地を規制する

一つの要因と考えられる。

墳墓では、松ノ木遺跡で、中期前葉あるいは前期

に遡る可能性のある方形周溝墓が確認されている。

倉谷遺跡(15)では中期中葉の台状墓が築造されてい

る(1)。後期のものでは前田遺跡2¥16)や高松弥生墳墓

(3) (17)・大ヶ瀬墳丘墓(1)(18)・殿村遺跡・大城遺跡

(19)などがある。いずれも丘陵上に立地し、集団墓

から脱却した墳丘墓である。また、亀井遺跡(20)で

も土坑墓の可能性が指摘されている。

古墳時代 前期古墳としては、車輪石が出土した

日野丘 1号墳(21)がある。これに続く首長墓として

は、一辺60mほどの大方墳の明合古墳(22)がある。

若干時期は遅れるが、池の谷古墳は全長80mと推定

される前方後円墳である。後期にはこのクラスの規

模を有する古墳はなくなり、殿村 1号墳(23)・鎌切

3 号墳 (24)• 岡南古墳(25)・御屋敷跡13号墳(26)の

ように全長30m級の前方後円墳が流域に分散して展

開する。また、当流域では最古の坂本山 6号墳(27)

をはじめ方形墳の系譜のものが多く、方墳のみで構

成されるメクサ古墳群(28)もある。後期から終末期

の群集墳の時期には方墳・木棺直葬、円墳・横穴式

石室とういう図式が平田古墳群(29)で確認されてい

る。なお、比較的初期の横穴式石室が中大谷古墳群

(30)• 平田古墳群・大塚古墳群(31)中にある。

古墳時代の集落は確認例が少ないが、新畑遺跡

(32)や蔵田遺跡で住居跡が確認されている。また、

替田遺跡では、集落内から石釧片が出土しており注

目される。

飛鳥・奈良時代 律令国家の形成・完成するこの

時期、安濃川流域は上流の一部の地域を除いて安濃

郡と呼ばれ、建部・村主・内田・跡部・英太・長屋

石田・駅家・片県の各郷が知られている。

基本的な土地施策である条里制に関しては、この

時期に確実に遡る遺構は確認されていないが、松山

遺跡(33)では、その可能性のある溝が検出されてい

る(5)。当流域には条里プランの方画地割りが良好に



第2図周辺遺跡位置図 (1: 50,000) 
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第3図 明治27年陸地測量部地形図 (1: 50,000) 
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遺存しており、海岸部から数えて23条の条里プラン

が想定されている (6)。官道は、東海道が鈴鹿関で分

岐し伊勢・志摩国府を指向する伊勢道が通過してい

ることが文献上から確認できるが、そのルートや安

澳郡に設置された「市村駅」については諸説7ある

が、考古学的には確認されていない。

この時期の集落は、北浦遺跡(34)や天野山遺跡

(35)では竪穴住居が中心であるが、宮ノ前遺跡(36)

では掘立柱建物と混在し、内田馬場遺跡(37)では奈

良時代に掘立柱建物に移行している。これに対し、

志登茂川流域の窪田遺跡群とも言うべき古代窪田郷

の中心と考えられる六大B遺跡叫38)や橋垣内遺跡・

大古曽遺跡では、飛鳥時代の段階で既にほとんど全

てが掘立柱建物となっている。六大A遺跡(39)では、

蹄脚硯や土管などが出土している。このような中央

直輸入的遺物の存在は、祭祀遺構のみならず国家的

規模の動きを感じさせるものである。

古代寺院は、その伽藍の確認されたものはないが、

広明町瓦窯 (40) や津市渋見町(41)• 津市大里窪田町、

安濃町浄土寺(42)で天平期の瓦が出土・採集されて

いる。また、烏居古墳(43)の横穴式石室内からは金

銅製押出仏が10面出土している。

平安時代 律令国家体制の成熟・衰退期にあたり、

この時期には当流域でも土地制度や社会情勢に変化

がみられる。安濃郡は、遅くとも11世紀後半には安

東・安西両郡に分割されている。

平安時代初期の状況を表しているとされる「民部

田所勘注状」からは、当流域のほとんどが四天王寺

領となっていることが判る。当時、南勢地方では、

天下の貴社と呼ばれた伊勢神宮が多気郡・度会郡・

飯野郡を御神地と定めて神三郡（道後）を呼び、独

自の地位を固めていた。その中で、津市神戸は神宮

領として神田 3町があったことが知られる。その後、

所領の神領化が進み、天録四年 (973) に安濃郡は

村上天皇から神宮に寄進され、御薗・御厨が多数成

立していたと考えられている。また、安東・安西の

分割や各郡への専当・権専当の派遣・政所の設置は、

高い生産性を視野に入れた神宮の支配が強化された

結果と考えられている。

官道に関しては、平安初期に鈴鹿峠越えの阿須波

新道が開削され、東海道の変更があったが、伊勢道

―-8 -

の変化は文献上からは不明である。また、 「江家次

第」や「権気」から11世紀初頭には安濃郡内を通過

していたことが窺われるが、市村駅はみられない。

なお、松山遺跡では幅員約4.5mの道路遺構が、部

分的に約300mに渡って検出されている。

条里制の開始は奈良時代とされるが、実際の遺構

が検出できるのは平安時代中期以降であり、末期以

降に多くみられるようになる。弐ノ坪遺跡(45)では

中～後期の条里に方向を揃え、規格性をもった建物

群が確認されている。蔵田遺跡では、末期の散村的

な屋敷地が確認されている。これに対して浄土寺南

(46)・米買遺跡(47)では、前期に北を指向する大形

建物群や円面硯といった遺物が出土し、末期に条里

方向に沿った建物が築かれる。北浦遺跡では小規模

な建物からなる集落が検出されている。またこの時

期、窪田遺跡群内の六大B遺跡では下級官術あるい

は富豪層の居宅と考えられる建物群が検出されてい

る。

ところで、 「延喜式神名帳」には式内社が、安濃

郡内に十座記載されているが、論社が多く確実視で

きるのは小川内神社（芸濃町河内）ぐらいである。

この中で、置染神社は日本書紀や続日本紀に現れる

豪族置始連の氏神、大市神社は帰化氏族大市氏の氏

神と言われている。

また、奈良時代の仏教文化とは対極にある山嶽信

仰も長谷山（標高320m) ・経ヶ峰（標高819m)で

認められる。長谷山には大和の長谷山を模した寺院

が建てられ、経ヶ峰には埋経が行われ、この名があ

るとされている。



III 地形と層序

周辺地形の概要

安濃川の両岸には自然堤防が発達し、位田遺跡は

下流左岸の自然堤防上に立地している。この安濃川

の旧流路は不明確な部分が多いが、納所出屋や河辺

店の集落付近には断片的に自然堤防がみられ、旧河

道が存在していたものと思われる。また三洒川は、

江戸時代に出水時、安濃川この部分を意図的に切り、

城下への洪水の流入を未然に防いだとされている。

岩田川との合流点に位置する里前遺跡では、鎌倉時

代の旧河道が検出されている。

安濃川右岸と左岸を比較すると、左岸は比較的安

定した土地で20数年前まで条里制の遺構が明瞭に残っ

ていた。これに対して右岸は、津市内では条里制遺

構は比較的よく残っているのに対して、安濃町内で

はその名残をほとんど止めていない。この付近では、

小字に「00川原」・「00砂」など、安濃川の氾

濫に伴うと思われるものが散見される。また、現在

の水田の利水状況は左岸では安濃川に排水され、左

岸では岩田川に排水される。基本的に北高南低の地

形である。以上により安濃川左岸は、右岸に比べて

比較的安定した地形と考えることができ、これは第

第4図
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4図の等高線からも読み取ることができる。

中勢道路の調査は、この安濃川流域を南北に横断

するように行われ、平成9年度までに 5遺跡で実施

された。調査区内では、支流に相当すると考えられ

が日河道は太田遺跡（弥生時代後期～古墳時代後期）．

松ノ木遺跡（縄文時代晩期）や蔵田遺跡（古墳時代

中期） ・替田遺跡（平安時代中期）などで確認され

ている。一方、少なくとも旧安濃川本流と思われる

ものは、位田遺跡で確認された 2条の旧河道（弥生

時代末～古墳時代初頭・室町時代以降）のみである。

このことは、安濃川が若干の流路変更や分流の可能

性はあるものの少なくとも有史以来、ほぼ現位置で

流れていたものと考えられる。

2 遺跡周辺の微地形

次に、位田遺跡周辺の微地形をみてみたい。位田

遺跡の乗る自然堤防は、調査区で標高 7m前後であ

る。遺跡周辺では東西方向に延び、東は納所遺跡付

近まで、西は穴倉川との合流付近まで連続し、宅地・

畑地として利用されている。調査区の東側にある現

北河路集落は、この自然堤防に合わせた地割りが認

められ、対岸の南河路集落でも同様のことが言える。

1ニ



現在、南河路集落の南側には 2条の水路（第 5図

A・B)があるが、替田遺跡の発掘調査の結果、

これらは平安時代以降の旧河道とほぼ重複していた

ことが判明した。

また、位田遺跡A地区では明確でないが、 C地区

付近では等高線は若干西側に湾曲し、その北側は東

側に張り出している（第7図）。 C地区は自然堤防

の北側に展開する後背湿地であり、その北側は微高

地と考えられる。 No.995W20試掘坑では、人工遺物

を全く含まない南方向に流れる自然流路を検出して

おり、 C地区付近の後背湿地に流れ込むものと考え

られる。さらに北側のNo.988W試掘坑からは砂利層

が確認され、谷状の地形と思われる。さらにこの北

側は微高地となり、蔵田遺跡が存在する。

また、西側では、後世の削平で一部の等高線が密

になって、地形が判然としなくなっているが、同様

の地形が連続するものと推定される。

3 基本層序

調査区内の地目は、 B地区東部が畑地、それ以外

＼ 

第5図 遺跡周辺地形図 (1: 10,000、 トーンは遺跡範囲）
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が水田であるが、層序は大きく異なる。 B地区東部

では、 I 層耕作土、畑地部分は0.6~1.0mの盛土・

II層がある。 III層遺物包含層は層厚約20cmである。

A地区では、遺物包含層以下まで後世の水田造成で

削平され、耕作上直下が古墳時代後期以降の遺構検

出面となっている。また、方形周溝墓や旧河道は基

本的に同一の検出面から切り込んでいたことが土層

観察で確認したが、その面での検出は困難であった。

また、検出面以下にも確実に遺物を含む褐色系砂質

上層が存在し、その層位は確認できなかったが、お

そらく旧安濃川に伴う堆積と考えられる。

C地区では、 A地区と同じ面で遺構検出を試みた

が、全く遺構は検出されなかった。また、 C地区で

は、耕作土との間に灰色系の砂質土があり、平安時

代末期から鎌倉時代を中心とする遺物が出土してい

る。この灰色系の砂質土は北側ほど厚く堆積し、北

に傾斜する地形と考えられ、それ以下は灰色系粘質

土が厚く堆積している。

さらにA地区の現地表下約1.4mにある青灰色粘

5陀



質士の一部は畦畔状の盛り上がりをみせるが、面的

に確認した結果、自然の起伏であることが判明した。

また、この青灰色粘質土は南部で落ち込み、そこに

泥炭層が確認された。この泥炭層はc14分析の結果、
B.P.2,880(+860 -770)年、青灰色粘質土は同じ

< B.P.3,010(+520 -490)年とされ、縄文時代晩
期前後の形成と考えられる。また、現表士下0.9m

前後では、褐色粘質土層が塊状に散在する様子（第

9図18層）も観察できた。人為的なものの可能性も

あるが、その形成過程は明確にできなかった。

ところで、層序とは直接関係はないが、 A地区南

西部は昭和12年の洪水で堤防が決壊した場所であり、

部分的に砂層が遺構を破壊していた。また、この付

近では検出面が青灰色に変色しており、遺構検出が

行い難かった。これは、上記の洪水で一瞬の内にパッ

クされ、還元状態となったためと考えられる。

ぃ`
＼ぃ
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第6図調査地区割図 (1: 2,500) 

第7図 遺跡周辺微地形図 (1:4,000、 トーンは調査区）

-11-



A
 I 

B
1
 

C
I
 

げ
ー F

I
 8. 00n 

a 7.00. 

13 

I 2 

l. (水田）精作土

2. 灰色砂質土
3. 暗灰色砂質士

4. (燿地）籍作土

5. 黄褐色砂質土

6. Iこぶい黄褐色砂質士

7. 遺物包含層

8. 黄褐色砂質土

9. 灰色系粘質土

10. 泥炭層

11. 青灰色粘質土

12. SD 1埋土

13. SD 10埋土

a. 溝等遺構理土

6. 暉

II 

゜
40m 

第8図 基本土層模式図（水平方向 1:1,000、垂直方向 1: 30) 

I 2 

I 

L------------------------- --_4 _____ 3 _____ --------
7.00m 

7.00m 
-----------= --------------:__--_ ----------------------I -----------------------------------

4 

← ~·~ 

一王亡一正三--, 7. 曲

------------ --l --1- -------------------------------------ー¥---
24 22 23 

10 

7.00m 

6.00n 

28 --------

゜
5m 

l 精作土 7. 灰黄色粘質土 12. 灰色粘質土 18. 褐色粘質土 24. 青灰色砂 a. 杭痕鯵 e. 淡黒色粘質土

2. 灰色砂質土 8. 黄褐色砂質土 13. 灰黄色粘質土 19. 明青灰色粘土 25. 暗青灰色粘土 b. 褐灰色砂質土 (SD 6埋土）
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第9図 土層断面図 (1: 100、実測位置は第6図）
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N 弥生・古墳時代

この時期の遺構には河道 1条、方形周溝墓10基、

炉（竪穴住居） 1基、溝2条、土坑2基がある。遺

構の大半は、弥生時代末期から古墳時代前期のもの

で、須恵器を伴う古墳時代後期と思われる溝と土坑

が若干ある。

1 河道

SD 1 (第12,..____.,17図 PL6•7 、 30,..____.,33)

B地区西部で、河道の左岸肩部を約llm検出した。

その流水方向に対して調査区が斜行していたため規

模などは明確でないが、幅は40m以上と推定され、

深さは2.2mまで確認した。その堆積状況に関して、

調査区内で確認できたものは、概ね下位の黄褐色粗

砂層 (I層）、中位の黄褐色砂質土層 (II層）、上

位の黄褐色粘質土層 (III層）に分けることができる。

しかし、各層の境界は判然とせず、堆積・削平を繰

り返し複雑になっている。当初は水の流れが相当活

発であったが、次第に流量が低下し、最終的には湿

地のような状態であったと考えられる。

遺物の取り上げは、上記の層位によって行ったが、 _A_ 

各層出土遺物の示す時期は、必ずしもこれに対応し

A' 
／ 

I 

/{ 

6.50 

sot 

ない。 III層からは欠山式期の遺物と弥生時代V様式

の遺物が混在しているが、遺物量は少ない。 II層・

I層からは欠山式期の遺物が大半を占めている。遺

物の出土量は I層からが最も多く、完形品も多く含

む。これらは、河道がその機能を停止した後に投棄

されたものと考えられる。弥生時代後期の遺物は量

的にも少なく、さらに下層の堆積か 2次堆積による

ものと思われる。また、東部の埋土上で検出された

炉跡は元屋敷式期と考えられ、遅くともこの頃まで

には河道は完全に埋没していたと考えられる。

SD 1は、その規模・出土遺物から調査区の南側

を東流する旧安濃川の本流で、その流路が一時的に

北に寄ったものと考えられる。

遺物 SD 1の出土遺物は、弥生時代後期から古

墳時代前期の土器がその大部分を占め、若干の石製

品を含む。なお、木製品は掘削が保水層まで達しな

かったためか未確認である。

前述のように遺物は欠山式期(9)の土器が大半であ

~ 

＼
 

/[、

ぶ k
 

． 
゜

5m 

第12図 SDl実測図 (1: 100) 
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り、特に層位的な特徴を抽出することができないた

め、層位に拠らず一括して扱うこととする。ただし

若干時期の新しいものもある（おそらく竪穴住居な

どの遺構に伴うと思われるが、確認できなかった。）

が、明確に分離できなかったのでここに含める。以

下、土器の記述に関しては、主に口縁部の形態的特

徴を重視した分類に従って行うことにする。なお、

個々の遺物の出上位置・法量・調整技法の特徴など

については、遺物一覧表を参考にしていただきたい。

壺 広口壺が大半を占めるが、受口壺・ヒサゴ形

壺・台付直口壺も少量ある。

壺A (広口壺； 1,,....., 18) 広口の口縁部をもつも

のを壺を壺Aとした。壺Aには、口縁部が外反する

ものA1 (1 ,...___, 9·11·12• 16,...___, 18)、直線的に延び

るものA2 (13,...___,15)がある。

Alは端面をもつもの(1,...___, 6• 11• 16• 18)が多

く、その大半が施文する(1,...___, 6・11・16)。文様は

単斜の剌突列文で、 2は棒状浮文も付き、頸部の突

帯に刻み目を施す。体部の文様は肩部に集中し、 10・

11で櫛描直線文・同波状文・円形浮文が確認できる。

16は、いわゆる柳ヶ坪形土器である。口縁端部には

断面三角形の貼り付けがみられ、内外面に羽状剌突

列文を施す。

A2の15は、頸部が直立し、口縁部が直線的に開

く。肩部には櫛描直線文・波状文・羽状剌突列文が

施され、塗朱されている。胎土も精良で乳茶色であ

る。 13・14は、薄い器壁で直線的に延びる口縁部を

もつ。 13は口縁端部に垂下する突帯を貼り付けた端

面をもつ。いずれも端面に羽状の刺突列文・円形浮

文を付す。 14にはさらに棒状浮文、 13には口縁部内

面に波状文を施す。

壺B(19• 20) 受口状の口縁をもつものを壺Bと

した。 19の口縁部の屈曲は弱いが、頸部に櫛描直線

文がある。 20は器壁が厚く、下膨れの体部である。

ロ縁部・肩部には貝殻剌突列文や櫛描直線文を施す。

壺C(21) 短く直立する口縁部をもつものを壺C

とした。球形の体部に内湾気味の脚が付く。ハケ調

整が主体と思われる。

壺D(25) いわゆるヒサゴ形壺である。口縁部の

内湾は弱い。ヘラ磨き調整が主体である。

壺体部 (22,...___,24• 26,...___,28) 中小形のもの(24,,.....,26)

―-17-

と大形のもの(28)がある。

28は頸部から肩部にかけて塗朱されているが、施

文は認められない。 26• 27も塗朱された体部片であ

るが、櫛描直線文などの文様がみられ、 28とは別個

体である。

甕 甕は受口状口縁甕.s字状口縁台付甕．＜字

状口縁甕が大半を占める。

甕A(29,,......,38) 受口状の口縁をもつものを甕Aと

した。甕Aには、顎部が強く屈曲するA1 (29• 30)、

顎部の屈曲がやや弱く端部に面をもつA2 (33,,......,36)、

顎部の屈曲が弱く口縁端部をつまみ上げるA3 (31・

32)、 顎部の屈曲が弱く口縁端部が外傾するものを

A 4 (37,,......,39)がある。

ロ縁部外面は、ほとんどに剌突列文を施すが、 29

だけが顎部に刻目文を施す。頸部の櫛描直線文はA

1に限られ、肩部上部に剌突列文を施すものが多い。

全形の判明するA2 (35• 36)は体部最大径が口径を

上回るもので、底部はやや上げ底状である。

A4は、甕Aと甕Bの中問的な形態のものである。

ロ縁部がS字状でない点以外は甕Bとの共通項が多

いが、肩部に剌突列文をもつもの(37)や肩部のヨコ

ハケが定型化していないもの(38)、口縁端部に内傾

面をもつもの(39)、などの違いがある。

甕B(40,,......,45) S字状口縁台付甕（以下「S字甕」

とする。）を甕Bとした。甕Bには、口縁部が短く

屈曲する B1 (40,,......,44)、口縁部の屈曲の弱い B2 

(45)がある。

B 1は口縁部外面に剌突押引文を施すが、 44は波

状文化している。肩部外面はタテハケ後、幅広ある

いは 2帯以上のヨコハケを施す。頸部内面はヨコハ

ケ調整する。 45の口縁部外面は無文で、頸部内面の

ヨコハケも欠落している。

甕C(46,,......,49) 口縁部が直線的に短く外上方に延

びるものを甕Cとした。中・小形のもの(46,-..._,48)と、

大形のもの(49)がある。ハケ調整が主体であるが、

46は底部外面をヘラ削り調整する。 48は器壁が薄く、

高台が付く。

甕D(50,,......,56) 口縁部がく字状になるものを甕D

とした。口縁部は厚手のものが多く、体部は56が倒

卵形となる。内外面はハケ調整が主体であるが、 56

は内面をヘラ削り調整する。 51は器壁が薄く、口縁
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端部に刻みを施す。 50の口縁部は内湾気味で端部を

折り返し、体部は球形である。

脚台部(57,......__,59) 確認された個体数は多いが、図

示したものは 3点である。いずれも直線的かわずか

に内湾するもので、端部の折り返しはない。内外面

ともハケ調整が主体である。この時期はいずれの甕

にも台付のものがあり、対応関係は不明である。し

かし、胎土などから57や58はS字甕に伴うものと思

われる。 59は端部に櫛描刺突文を密に施す。

高杯 個体数は多いが、全形の判明する個体はほ

とんどない。

高杯A(60,......__,65• 70,......__,73) 大型の杯部をもつもの

を高杯Aとした。口縁部が短く外反する弥生時代後

B1 -= L 手l 

幻。4
ー△

.;,~ 恐

,，硲 ~;f'j/• J<. 
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心
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6.珈
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4
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9
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゜
20cm 

期のものから、口縁部が長く内湾し内傾面をもつ欠

山式期のものまで連続して認められる。いずれも内

外面に縦方向のヘラ磨きを密に施している。 65はロ

縁端部の内傾面が消失する元屋敷式期のものである。

脚部は柱状部を残すもの(70)から、端部が大きく

内湾するもの(73)まである。 70は柱状部の櫛描直線

文が欠落している。

高杯B(66~69) 小形で椀状の杯部をもつものを

高杯Bとした。 67は深い杯部で弥生時代後期のもの

である。 68・69の杯部は内外面ともヘラ磨き調整さ

れ、口縁端部に内傾面をもつ。 66は大形の杯部をも

つもので、大きく内湾する脚部が付く。

手焙形土器 (74~76) いずれも口縁部はS字甕と

類似し、外面に剌突列文がある。 76は体部に櫛描直

線文・刺突列文がある。

鉢(77・78) 鉢には平底で丁寧なヘラ磨きを施す

78と口縁部直下で屈曲する77がある。

ミニチュア土器(79~81) 79• 80は脚付壺、 81は

甕を模したものであろう。

土錘(82) 直径2.5cmの球形のもので、重さは

12.4gである。

凹石(73) 長径10.6cmの自然石の両面中央を敲打

している。

2 炉

S F 1 (第18図 PL8・33) 

B地区の南東部、 SD1上で検出された。径約30

cmの範囲に焼土があり、その南側に東西方向に長さ

25cmの枕石が埋め込まれていた。枕石ば焼土側だけ

が被熱している。炉跡は竪穴住居床面に設けられた

ものと考えられるが、その平面形は確認できなかっ

た。他にも狭い範囲に焼土が認められ、複数の竪穴

住居が存在していた可能性がある。

遺物 炉の検出された面からやや浮いた状態であ

るが、焼土の周囲から高杯(84)が出土している。 84

の口縁部はわずかに内湾するが、端部は面をもたな

い。杯部は浅く、杯底部と口縁部の稜も不明確であ

る。杯部内外面をヘラミガキ調整している。河道

SDI出土遺物より時期的に新しい元屋敷式のもの

で、この炉の設置された竪穴住居に伴うものと考え

られる。

第18図 SF 1実測図(1:40)、遺物実測固(1:4) 
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第 2表遺物一覧表 1 (SDl) 

No(報告）

（登録）
出土位置 I器種 整形・調整技法の特徴 胎土 燃成 I色調 残存度 備考

1 B X38 土師器
001-02 SDIIII層壺 A 1 

2 B X:'ti 上師器
002-02 SD I I層壺 AI 

3 B X38 土師器
010-02 SDI I層壺 Al

4 B a:J:l 土師器
009-02 SDI I層壺 A1 

5 B b:J:l 土師器
004-01 SDI I層壺 Al

6 B g41 土師器
003-03 SDlII層壺 Al

7 B c沿 土師器

009-03 SDI I層壺 A1 

8 B b沿 土師器
010-04 SDI I層壺 AI 

9 B b沿 土師器
011-02 SDI I層壺 AI 

10 B b38 土師器
006-03 SDlTr 壺 A

11 B X初 土師器
001-03 SDlII層壺 Al

12 B a沿 土師器
011-01 SDI I層壺 AI 

13 B a:J:l 土師器
007-04 SDI I層壺 A2

14 B Y38 土師器
005-03 SD III層壺 B

15 B a'& 土師器
006-01 SDlTr 壺 A2

16 B b:J:J 土師器
008-03 S01 I層壺 A2

17 B Y'S/ 土師器
010-01 SDI I層壺 Al

18 B b38 土師器
012-01 SDI I層壺 A1 

19 B b沿 士師器
007-02 SDI I層壺 B

20 B X38 土師器
013-01 SDlII層壺 B

21 B d:J:J 士師器
004-03 SD 1 I層壺 C

22 B b38 土師器
008-05 S01 I層壺

23 B Y沿 土師器
014-01 SD 1 II層壺

24 B g42 土師器
014-02 SD I II層壺

25 B a38 土師器
010-03 SD I I層壺 D

26 B Y38 土師器
054-05 SD III層壺

27 B W. 町 土師器
033-05 SD I II層壺

28 B X町 土師器
015-01 SDlIII層壺

29 B W刃 土師器
016-03 SDlIII層甕 Al

30 B V:'ti 土師器
017-05 SD III層甕 Al

31 B c沿 土師器
009-01 SDI I層甕 A2

32 B W'S/ 土師器
017-04 SDlII層甕 A2

33 B g41 土師器
021-01 SDlIII層甕 A3

34 B a沿 土師器
023-06 SDI I層甕 A3

3 5 B f 41 土師器
020-02 SDIIII層甕 A3

36 B f42 土師器
022-01 SDlIII層甕 A3

37 B a38 土師器
019-02 SD 1 Tr 甕A4

38 B b沿 土師器
018-02 SD'l I層甕 A4

39 B a沿 土師器
072-07 SDlTr 甕 A4

40 B c:J:l 上師器
023-05 S01 I層甕 B1 

41 B b沿 土師器
023-04 SD 1 I層甕 B1 

42 B h42 土師器
024-02 SDlTr 甕 B1 

計測値 (cm• g) 

ロ径 1底径 1 器高
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ロ縁端面に単斜の刺突列文。口縁部内外面に縦方密 微砂粒含
良
浅黄橙

向のヘラ磨き。 む 黒褐

ロ縁部端面に単斜の刺突列文・棒状浮文。頸部突やや粗 ~1 
帯に刻み。肩部に櫛描疸線文。 mmの砂粒含む

並橙

一 口縁端面に単斜の刺突列文。口縁部外面ハケ目、 やや粗 ~2  
並橙

＇内面ヨコナデ。 mmの砂粒含む

ー ロ縁端面に単斜の刺突列文。口緑部内外面をヘラ やや密 2~ やや
浅黄橙

磨き。 3 mmの砂粒含不良

15.4 I ロ縁端面に単斜の刺突列文。口縁部内外面・体部やや粗 ~4 
外面にヘラ磨き。体部内面に指オサ工。 mmの砂粒含む

並橙

ー ロ縁端面に単斜の刺突列文。外面ヨコナデ・ナデ。 やや粗 1 mm 橙
並

＇内面ヘラ磨き。 程の砂粒含む 明黄褐

菜；橙
ー ，口縁部外面ハケ。

ロ縁部ヨコナデ。頸部板ナデ後ヨコナデ。内面は

ハケ後ヨコナデ。 1密

やや粗 ~2 
mmの砂粒含

I並 I浅黄橙

ロ縁端部～内面ヨコナデ、外面ハケ後ヨコナデ。 やや密 ~1 やや
ー ，体部内面オサエ後ナデ。接合痕あり" I mm(7)l麻立を含むI不良 I橙

やや粗 ~4 にぶい黄 7 x 9cm 
並

mmの砂粒含む 橙 の破片

ロ縁端面に単斜刺突列文、内面波状文。肩部に櫛やや粗 ~3  
描直線文・波状文。ヘラ磨き・ナデ 血の砂粒を含む

並 浅黄橙 口縁完存

ロ縁部外面板ナデ、内面ハケ後ヨコナデ。頸部ハ密 1 ~ 2 mm ややにぶい黄 口縁完存
ケ後ナデ。体部外面ヘラ磨き。 の砂粒を含む不良橙・橙 体部1/2

ー ロ縁端面に羽状刺突列文・密な円形浮文。内面にやや密 ~1.5
波状文、ナデ。 mmの砂粒含

良橙 口縁1/6

ロ縁端面に羽状剌突列文、円形浮文、棒状浮文。

ロ縁内面ヘラ磨き。
密 並橙

ロ縁部内外面ヘラ磨き。頸部に突帯。体部外面に やや粗 ~2  
櫛描直線文・波状文、内面ナデ。 mmの砂粒含む

並橙

ロ縁端部、断面三角形。端面羽状の刺突列文。内粗 ~ 3 mmの
面も 2帯の羽状刺突列文。 石多く含む

並 浅黄橙 1口縁1/4

ー ，肩部外面に櫛描直線文・波状文・円形浮文。

粗 -2.5mm
(11.0) - I ― I口縁部ヨコナデ。体部外面ヘラ磨き、内面オサエ゜ の砂粒多く含 I並 I橙

n俎碑蔀コ→十ギ凡面ハケ
I 

17.3 
I 

(12. 5) , — 

0

7

 

．
．
 

5

9

 

ー 7.1 

10.6 

29.9 I~--口µ~ ~ ノ／、ハ四・ノ後ヘラ磨き、内面ハやや粗 ~2  並 にぶい黄
ヶ。体部外面ハケ後磨き、内面ハヶ。 mmの石• 砂粒 橙

ロ縁3/4

ロ縁部ヨコナデ。頸部に櫛描直線文。口縁部外面密 ~ 1 mmの
ヘラ磨き、内面ナデ。 砂粒含む

並 にぶい橙口縁1/4

ロ縁端部に羽状刺突列文。肩部に櫛描直線文・刺 やや密 1 mm 口縁1/2
21.0 
突列文。体部外面ハケ後ヘラ磨き。 の砂粒を含む

並 黄橙・橙
底部完存

ロ縁部～体部内面・脚部内面はヨコハケ後ナデ。 やや粗 砂粒やや
19.6 
体部～脚部外面ハケ後ヘラ磨き。 を多く含む 不良

橙 ほぽ完形 1磨耗多く外面
の調整不明瞭

2.41 - I体部外面ヘラ磨き、内面ナデ
やや密 ~2  
mmの石含む

並 浅黄橙 底部1/2

6.5 

4.4 ¥ - I体部外面ヘラ磨き・板ナデ。内面ナデ

4.5, -

(12.8) , — 
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1s.1 I口縁部～体部外面ヘラ磨き。体部内面ナデ。

並
橙
浅黄橙

外面ヨコハケ後ヘラ磨き。内面ナナメないし放射やや粗 1 mm 黄橙

状のハケ・ナデ。粘土接合痕。 1の砂粒を含む並 黒

やや粗 ~1.5 置

mmの砂粒を含 置

並 浅貪

やや密 並橙ー ，外面に櫛描直線文、朱塗り。内面ナデ。

やや密

一 』外面に櫛描疸線文・刺突列文。内面ハケ。朱塗り
やや密 ~2  
mmの石含む

並

体部外面にハケ後ヘラ磨き。内面ハケ。頸部直立。 やや密 ~3  
田部に塗朱、紐状圧痕? mmの石含む

並

口縁顎部に刻み。体部外面ハケ後櫛描直線文、内粗 2.5mmの
並

面ハケ後ナデ。 小石多く含む

ロ縁部ヨコナデ、外面に刺突列文。体部外面に剌粗 3 mmの石
＇突列文、内面ヨコハケ。 含む

並

ロ縁部外面に刺突列文。体部外面ハケ、内面ハケ やや密 4 mm 
良

後オサ工。 大の小石含む

口縁部ヨコナデ、外面に刺突列文。体部内外面ハやや粗 2 mm 
並

ヶ。 の石含む

浅黄橙

橙

橙
浅黄橙

浅黄橙

28.1 I 口縁部・肩部に刺突列文。外面ハケ・内面ハケ•
ナデ。上げ底。

やや粗

ー ロ縁部外面に刺突列文。頸部内外面ヨコハヶ。内粗 ~ 3 mmの
並 淡黄

＇面ナデ。 小石砂粒を含

ロ縁部ヨコナデ、外面に刺突列文。体部外面ハケ やや密 ~2  
後刺突列文、内面ハケ。 mmの石を含む

並 淡黄

31.9 I ロ縁部・肩部に刺突列文。口縁部ヨコナデ。体部
内外面ハケ。上げ底。

やや粗

ー ，口縁部ヨコナデ、外面に刺突列文。体部外面、刺やや粗 ~4 
良

突列文後ヨコハケ、内面ナデ。 mmの砂粒含む

ロ縁部ナデ、外面刺突列文、頸部内外面ハケ・体粗 ~2.5mm 
並

部ハケ。 の小石含む

ー ，口縁部外面押引文。体部内外面タテハケ後ヨコハやや粗 ~2  
並

ヶ。 mmの砂粒多い

ー ロ縁部外面に刺突列文。頸部内面ヨコハケ。体部粗 ~ 1.5mm 
並

＇外面タテハケ・後ヨコハケ。 の小石多く含む

ー ，口縁部外面に刺突列文。体部外面タテハケ後ヨコ 粗 ~ 2 mmの
ハヶ。頸部内面ヨコハヶ。体部内面ナデ。 小石多く含む

並

ー ロ縁部外面に押引文。頸部内面ヨコハケ。体部外やや粗 ~2  
並

＇面タテハケ後ヨコハケ、内面ナデ・オサ工。 mmの砂粒含む

ロ縁1/5

ロ縁3/8

口縁1/6

ロ縁1/6

完形

ロ縁1/3

ロ縁1/2

ロ縁1/6

ロ縁完存

ロ縁1/3

ロ縁完存

ロ縁1/4

体部完存

体部1/2I黒痕あり
ロ縁1/2
体部完存

6 x 4 cm 
の破片

7 x 7 cm 
の破片

頸部完存

ロ縁3/8

ロ縁1/5

にぶい褐

黒褐
口縁1/8

にぶい橙

浅黄橙
ロ縁7/8

並 I灰白 底部完存

褐灰 以外1/3

並 I灰白
灰黄褐

浅黄橙

ロ縁1/4

ロ縁1/8

ロ縁5/6

ロ縁1/7

淡黄に

ぶい黄橙
1口縁1/10

にぶい黄

橙
ロ縁1/10

浅黄橙

白灰
ロ縁1/2

浅黄橙

白灰
ロ縁1/7

浅黄橙 口縁1/6
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第 3表遺物一覧表 2 (SDl•SFl) 

No(報告） 計測値 (cm• g) 
出土位骰 器種 整形・調整技法の特徴 胎 f: 燃成 色調 残存度 備考

（登録） ロ径 底径 器高

43 B C没 土師器 (14 1) ロ縁部外面に押引文。体部外面タテハケ後ヨコハ やや粗 ~1.5 
;}/i 
浅黄橙

口緑7/8023-01 SD 1 I層 甕 B1 ケ、内面ナデ・オサ工。頸部内面ヨコハケ。 mmの小石含む にぶい橙

44 B c39 土師器
(18.0) 

ロ縁部外面に押引文。体部外面タテハケ後ヨコハ やや粗 ，、 3
並 灰白 ロ緑1/4023-02 SD 1 I層 甕 B1 ケu 頸部内面ヨコハヶ。体部内面ナデ。 mmの小石含む

45 B d投 土師器 (15 6) 口縁部ヨコナデ、体部内外面タテハケ後ヨコハケ。
やや粗 ~15 

良
淡黄

ロ縁1/8019-01 SDI Tr 甕 B1 mmの砂粒を含 浅黄橙

46 B b没 土師器 (11.5) ロ縁部ナデ、体部外面上半ハケ、下半ヘラ削り、 やや粗 -3 5 
並
浅黄橙

ロ縁1/4018-01 SD 1 I層 甕c 内面ナデ。 mm の石• 砂粒 にぶい黄

47 B e40 土師器
(13.0) 

［」縁部ヨコナデ，体部外面ヘラ磨き後ハケ、内1tii やや粗 1 -
良
にぶい橙

[J縁1/4009-04 SD 1 I層 甕 C 板ナデ。 2 5mmの砂粒 褐灰

48 B C没 土師器 (13.1) 6.8 18 4 
ロ縁部ヨコナデ。体部外面タテハケ、内面ヨコハ

密 良 にぶい橙
口縁1/1

031-01 SD 1 I層 甕 C ケ、板ナデ。脚台部ハケ・ヨコナデ。 脚部完存

49 B c没 土師器 (16 0) ［］縁部ヨコナデ。体部内外Ill!ヨコハケ。内面に接 やや粗 ~4 
並
灰白

ロ縁完＃029-01 SD 1 I層 甕 C 合痕あり。 mmの小石含む 浅黄橙

50 B c38 土師器
(16 0) 

ロ縁部端部折り返す（，口縁部ヨコナデ，体部外面 やや粗 -2 
良 浅黄橙

ロ縁～体 体部外面煤付
030~01 SD 1 Tr. 甕 D ハケ。体部内面に接合痕あり mmの石含む 部1/3 着

51 B b沿 土師器 (19 7) ロ縁部ナデ、端部刻み。頸部以下ハケ後ナデ
やや粗 -4 

並
浅黄橙

ロ縁1/8018-03 SD 1 I層 甕c mmの小石含む にぶい橙

52 B c39 土師器 (20 8) ロ縁部ヨコナデ。体部外面タテハケ、内面ナデ。 やや密 並
浅黄橙

ロ縁1/6071-02 SD 1 I層 甕 D 橙

53 By~ 土師器
(20.9) 

ロ縁部ヨコナデ、内面ヨコハケ。体部外面ハケ、 やや粗 3 mm 
並 浅黄褐 ロ縁1/7020-01 SDlIII層 甕 D 内面ナデ。 の石含む

54 B g41 土師器
15.8 

ロ縁部ヨコナデ。体部外面ハケ後ヘラ削り後ヘラ 密 2.5mmの
並
浅黄橙

ロ縁1/2016-01 SDIIII層 甕 D 磨き、内面ハケ。 石・微砂粒含 淡橙

55 B V~ 土師器
(18.9) 口縁部ナデ。体部内外面ハケり

密 ~25mm 
並
にぶい橙

ロ縁1/4016-04 SDlIII層 甕 D の小石含む 浅黄橙

56 B a38 上師器
16 6 

ロ縁部ヨコナデ、ヘラ磨き。体部外面タテハケ、
密 良 にぶい橙

ロ縁完存
045-01 SDlIII層 甕 D 内面ヘラ削り。 体部2/3

57 B e40 土師器
7.5 

外面タテハケ。体部内面・脚台部内面ハケ、端部 やや粗 ~4 
並 にぶい橙

脚部ほぼ
027-02 SDlll層 甕 ヨコナデ。 mmの石含む 完存

58 B b38 土師器
7.6 

外面タテハヶ。体部内面ハケ。脚台部内面ナデ・
やや密 並 にぶい橙

脚台部完
028-01 SD 1 I層 甕 オサ工。 存

59 B 如 土師器 底部外面ハケ、内面ナデ。脚台部外面ハケ・刺突 やや粗 ~2 ,)P. 灰白 脚台1/2020-03 SDlIJJ層 甕 列文、内面ナデ・ヨコナデ。 mmの石含む

60 B y沃 弥高 生土器 (24 1) ロ縁端部ヨコナデ。杯部内外面ハケ後ヘラ磨き。
やや密 -15 

並
にぶい橙

ロ縁1/3034-01 SDITr 杯 A mmの砂粒含む 淡橙

61 B e40 弥高 生土器 (23 5) 口縁部内外面ヘラ磨き。
やや粗 ~4 

並 橙 ロ縁1/4
磨耗が激しく

033-02 SD 1 II層 杯 A mmの石含む 調整不明瞭

62 B C沿 弥生士器 (23.5) ロ縁部ヨコナデ。杯部内外面ヘラ磨き。
やや密 -2 

並 浅黄橙 口縁1/15033~01 8D111層 高杯 A mmの石含む

63 B Y38 土師器 (25.2) 
杯部内外面タテハケ後ヘラ磨き。脚部外面に櫛描 密 ~3 mmの

良 浅黄橙 杯部1/8051~01 SDlII層 高杯 A 直線文.3方透孔・ヘラ磨き、内面ハケ。 小石含む

64 B C沿 士師器 (24 8) 
ロ縁端部ヘラ磨き後ヨコナデ。杯部内外面ヘラ磨

密 良 橙 ロ縁1/2036-04 SD 1 I層 高杯 A き。

65 B C沿 土師器
26 3 ロ縁部内外面ともにヘラ磨き。

やや粗 ~1 
並 培 ロ縁1/2008-04 SD 1 I層 高杯 A mmの石含む

66 B 幅 土師杯 器 (13.8) 
杯部内外面ヘラ磨き。脚部外面に櫛描直線文.3 やや粗 ~5 

並 にぶい橙 脚部1/3037-01 SDlII層 高 B 方透孔・ヘラ磨き、内面ハヶ。 mmの砂粒含む

67 B a38 土師器
(8.8) 

杯部外面下半ヘラ磨き、内面ナデ。杯部上半磨耗 やや密 -1 
良 浅黄橙 ロ縁1/5019-07 SDlTr 高杯 B のため不明。 mmの砂粒多い

68 B V33 土師杯 器 (14 2) ロ縁端部ヨコナデ。杯部内外面ヘラ磨き。
やや密 ~2 

良 橙 ロ縁1/5035-01 SD 1 II層 高 B 疇の砂粒含む

69 B e40 土師器
12.4 

ロ縁端部ヨコナデ。杯部内外面ヘラ磨き。脚部櫛 やや密 ~3 
並 橙 ロ縁完存038-01 SDlll層 高杯 B 描直線文.3方透孔、ヘラ磨き。 mmの石含む

70 B d40 土師器 杯部内外面ヘラ磨き。脚部外面ヘラ磨き、 3方透 やや密 ~25 
並 にぶい褐

柱状部
038-03 SDlll層 高杯 A 孔。内面オサエ、絞り痕。 mmの石含む 完存

71 B d:IJ 土師器 柱状部に櫛描直線文断続的に 6帯。中位に 3方透 やや粗 ~4 
並 橙

柱状部
002-05 SD 1 I層 高杯 A 孔。外面ヘラ磨き、内面ナデ。 mmの石含む 完存

72 B e40 土師器 (11.3) 
脚部外面に 3帯の櫛描直線文、 3方透孔・ヘラ磨 やや密 ~3 

並 浅黄橙 脚部1/8038-02 SDlII層 高杯 A き、内面ナデ・ハヶ。端部ヨコナデ。 mmの石含む

73 B g41 土杯師器 (15.5) 外面ハケ後ヘラ磨き.3方透孔、内面ハケ。
密~1.5mm 

並
橙

脚部1/4040-04 SDIIII層 高 A の小石• 砂粒 浅黄橙

74 B a投 土師焙 器 (20.4) 
ロ縁部ヨコナデ、刺突列文、棒状浮文。体部外面

やや密
やや
にぶい橙 ロ縁1/7009-05 SD 1 I層 手形 ナデ、内面板ナデ。 不良

75 B c40 土師器 (21.0) 
ロ縁部外面に刺突列文。体部外面ハヶ、ヘラ削り、 やや粗 ~3 

並 灰白 ロ縁1/7038-04 SDIII層 手焙形 内面ヨコハケ。 mmの石含む

76 B a没 士焙師器 (17.0) (4 0) 17.0 
笠部内外面ハケ。体部外面に櫛描直線文・直線文・ 密~1 mmの

良 橙 全体1/7039-01 SDlII層 手形 刺突に刻み。体部ハケ。 小石含む

77 B b39 土師器
(16.6) 

ロ縁部外面ナデ、内面ハケ。体部外面ヘラ削り・
やや密 並 褐灰 ロ縁1/4017-03 SD 1 I層 鉢 オサ工、内面ヨコナデ。

78 B a没 士師器 5.6 体部内外面ハケ後ヘラ磨き。平底。
やや密 ~I 

良 橙 体部1/4019-05 SDI Tr 鉢 mmの砂粒微量

79 B y切 土師器 頸部外面に櫛描直線文。体部外面ヘラ磨き、内面
やや密 並 浅黄橙 頸部1/3027-06 SD 1 II層 ミヽ ーー ⇒ 空 ナデ。

80 B b38 土師器 体部ヨコハケ、ナデ。脚部外面櫛描直線文・刺突 密~2 mmの
並 浅黄橙 体部3/4040-02 SDlIII層 ミ、-ー 'lll!'.⇒ 列文、内面ハケ・絞り痕。 小石砂粒含

81 B d投
土ミ 師ニ器甕 体部外面に櫛描直線文・刺突列文。他はナデ。

粗 -4mmの
並 橙 体部1/4

体部最大径
008-02 SD 1 I層 石含む 9.9cm 

82 B yお 土製品 長 2.5
幅2.4 孔径0.3 ナデ。

密微砂粒を
並 にぶい橙 完形062-05 SDlTr 士錘 重12.4 含む

83 B f 41 
凹石 長10.6 幅9.5 両面中央に敲打痕あり。 完形040-01 SD111曝

84 B f 41 士師器 (26.2) ロ縁端部ヨコナデ。杯部内外面に縦方向のヘラ磨
やや粗 ~/.: 橙 ロ緑1/2

004-02 SFl周辺 高杯 A き。 杯部1/4
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3 方形周溝墓

方形周溝募は推定を含めて10基確認された。これ

らはA地区の南部に集中し、さらに調査区の南側に

広がるものと考えられる。

土層断面によれば、周溝は後世の遺構と同一面か

ら掘り込まれていたが、その埋土は検出面と判別が

非常に困難であったため、結局本来の検出面より20

cm程下げた部分で検出した。したがって、各方形周

溝墓は周溝底をわずかに検出したに過ぎず、中には

士層断面にのみ確認し得た周溝もあった。なお、規

模は周溝底の墳丘側傾斜変換点線で計測した。

S X 1 (第19図 PL8・34) 

B地区の南西部で確認されたが、その大半は調査

区外である。また、検出できたのは東周溝の一部だ

けで、他は土層断面によってその形状を推定した。

規模は南北4.3m以上で、東西は不明である。周

溝は北溝で幅0.45,..___.,0.6m、深さ0.2mである。埋土

は黄色砂が若干混じる灰色粘質土である。

遺物出土状況 東周溝出土遺物は細片のみで図化

できるものはないが、上部掘削時、北周溝中央付近

から比較的まとまって出土した85は、 SX 1に伴う

可能性が高い。

遺物 85は高杯Aの杯部である。内湾気味の口縁

部は端部で肥厚し、内領面をもつ。内外面ともタテ

方向のヘラ磨き調整である。

S X 2 (第20図 PL 10• 34• 35) 

S X 1の約2m東で確認されたものであるが、検

出できたのは東周溝の一部だけである。遺物のまと

まって出土した J31小地区付近を周溝と仮定すれば、

やや歪んだ東西約5m、南北約6mの規模と推定で

きる。

東周溝は、検出面で幅0.2,..___.,0.4m、深さO.lm、

長さ4.7mほど確認された。埋土は灰色砂質土であ

る。周溝の切合い関係から SX4より新しい。

遺物出土状況 J 31小地区付近からは、 39,..___.,95が

出土した。完形近くに復元できるものが多く、他の

部分ではこのような状況は認められなかったことか

ら、墳丘から転落した一群の可能性が高い。なお、

東周溝からは細片が出土しているが、図示できるも

のはない。

遺物 壺D(89)は直立する短い口縁をもつもので、
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体部中位を穿孔する。高杯A(90,....__,92)の内、 90と91

は内湾する長い口縁部の端部に内頻面をもつ。脚部

は匝線的で端部近くでわずかに内湾する。 3方向透

孔と幅の狭い櫛描直線文帯は上位に集中する。 92は

脚部の櫛描直線文が欠落し、端部は内湾する。甕A

4 (93)の口縁部は S字甕と類似するが、肩部外面に

刺突列文があり、頸部内面のヨコハケがない点が異

なる。甕B2 (94)は典型的なS字甕Al類で、頸部

は屈曲せずに丸みを帯びる。体部には単斜のハケが

施される。 95は台付甕の脚台部と思われる。

S X 3 (第19図 PL 10・11・34) 

SX2の約4m東で確認したもので、今回検出し

た方形周溝墓の中では最も規模の小さなものである。

南東隅部は検出できなかったが、東西4.3m、南

北5.4mと推定できる。平面形は長方形に近いが、

北西部が外側に張出し気味である。少なくとも検出

した部分では周溝の途切れる部分はなく、周溝は全

周するか 1隅が切れるものと考えられる。

周溝は幅0.4,....__,0.65m、深さ0.05,....__,0.lmで、埋土

は、灰色粘質土に若干の黄色粘質土が混じる。

遺物出土状況 北周溝の中央やや西よりで、周溝

底から86と88が出土した。 88は横倒しの状態である。

86は口縁部の一部を欠く以外は完形で、供献土器の

可能性がある。

遺物 甕B1 (88)は、口縁部が直立し端部には内

傾面をもち、外面には刺突文を施す。頸部は強く屈

曲し、内面には粗いヨコハケが残る。肩部外面には

2帯のヨコハケを施す。脚台部は短く、端部内面の

折返しは見られない。内外面ともハケ調整が主体で、

脚台部には羽状のハケメが残る。壺D(86)は内湾す

る口縁部と下膨れの体部からなる。体部内面をハケ

調整する以外は、ヘラ磨きを施す。

S X 4 (第20図 PL9) 

SX2の南西部と一部重複する位置で周溝の北東

隅付近が検出された。規模・形状は、ほとんどが調

査区外のため不明である。周溝は幅0.6,....__,0.9m、深

さ0.3mで、埋土は灰色粘質土である。土層断面に

みられる周溝の切合い関係から、 SX2より古い。

遺物出土状況 東周溝から96が出土しているが、

北周溝は遺物は出土しなかった。

遺物 96は高杯Aの脚台部である。脚部に櫛描直
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線文と透孔が確認できる。

S X 5 (第21図 PL9• 35) 

SX4の約 3m東で検出された。北半の周溝は断

続的に検出されたが、南周溝は検出面以下20,....__,30cm

が青色に変色していたために確認できなかった。平

面形は南北が若干長い長方形と考えられ、北西隅が

張り出す。形態は明確でないが、少なくとも東・北・

西各辺中央には陸橋部をもつことはない。規模は、

東西5.0m、南北5.5m以上である。周溝は、最も残

りの良い北周溝で幅l.Om、深さ0.2mである。

遺物出土状況 各周溝から出土した遺物は、細片

がほとんどで図示できるものはない。しかし、上部

掘削中にM34小地区から出土した97は、その位置関

係から SX5に伴う可能性が高い。

遺物 97は高杯Aの脚部で、端部は内湾する。透

孔は千鳥状に 2段あり、上半に櫛描直線文を断続的

施す。やや古い様相を残すものである。

S X 6 (第22図 PL 12• 35• 36) 

SX5の約4m東で検出されたもので、周溝のほ

ぼ全容を確認できた。平面形は方形を基調とするが、

北西隅がやや外側に張り出す。形態は東周溝の中央

が途切れて陸橋部となり、外側に拡張傾向を示す。

周溝内側ラインは直線的であるのに対して外側ライ

ンは外側に膨らんでいる。規模は、東西5.lm、南

北5.0mである。周溝は幅0.5,....__,l.2m、深さは残り

の良い部分で0.2m、埋土は褐色砂質土である。

遺物出土状況 北東周溝底から102が横倒しの状

態で、南周溝からは、 4.2m離れて擦石(103)と石皿

(104)が周溝底から若干浮いた状態で出土している。

また、 99,....__,101は南東周溝部付近で上部掘削中に出

土したもので、 SX8に伴う可能性が高い。

遺物 壺C(101)は頸部のくびれは弱い。口縁部

には 2条、体部には 2条の二枚貝腹縁による連弧文

がある。 99• 100は小形鉢で内外面とも丁寧にヘラ

磨き調整されている。 99には片口が付く。壺A(102) 

は、短く延びる口縁部と中位に最大径をもつ体部か

らなる。体部外面はヘラ磨き調整、内面下位にはハ

ケメが、上位には粘土巻上げ痕が残る。

103は長さ12cm、幅6.8cmの自然石（チャート）を

利用した擦石で、一方の端部には朱が付着している。

104は103とセットになると考えられる石皿で、安山
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岩である。上面は平滑に整えているが、側面や底面

は粗割りのままである。上面には径約11cmの範囲に

朱が付着し、中央は擦り減って窪んでいる。

S X 7 (第21図 PL11・35) 

SX6の約 3m南東で検出されたが、南半は調査

区外で不明である。確認された周溝は、西周溝の一

部と北周溝の西半部だけであるが、南壁の士層断面

で認められた落込みを東周溝と考えるならば、東西

6.8m、南北5.4m以上の規模となる。

周溝北西隅部は、他の部分より浅くかつ細くなる。

周溝の内側ラインは直線的で、外側ラインは外に膨

らみ気味である。周溝は残りの良い部分で幅0.8m、

深さ0.3m、埋土はにぶい褐色砂質土である。

遺物出土状況 SX7に確実に伴う遺物は出土し

ていないが、上部掘削中に S36小地区から出土した

98は、 SX9に伴う可能性が高い。

遺物 壺A(98)は、口縁端部に直立する面をもち、

頸部に断面三角形の突帯がある。体部は球形で、外

面をヘラ磨き調整する。

S X 8 (第23図 PL 12・13・36) 

SX7の約3m北東で検出されたもので、ほぼ全

容を確認できる。規模は、東西5.5,....._,6.0m、南北

5.5mで、周溝は幅0.6,....__,1.2m、残りの良い部分で

深さ0.2mである。平面形は方形だが、北西隅部が

やや外側に張り出す。東周溝の中央が途切れ、幅

1.5mの陸橋部を有するが、 SX6のように拡張頼

向はみられない。

周溝北西隅部は、南西隅部とともに他より浅くか

つ狭くなっている。周溝埋土は、ほとんどが灰褐色

砂質土であるが、北周溝の中央部では上部に黄褐色

粘質土が認められた。

遺物出土状況 南西周溝中央の底から105が出土

しているが、現位置を保つものではなく、転落し割

れたものと考えられる。また、これ以外でも各周溝

から遺物が出土しているが、いづれも細片で図示で

きるものはない。

遺物 壺A3 (105)は直立する頸部と水平方向に

延びる口縁部からなり、端部をつまみ上げ、口縁端

部外面に櫛描刺突文がある。体部最大径は下位にあ

り、文様は肩部上半に集中し、櫛描直線文・羽状刺

突文・ニ枚貝腹縁による連弧文などを施す。
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S X 9 (第24図 PL13) 

SX8のすぐ東側で検出されたものであるが、東

半部が調査区外となり、全体の形状は不明である。

周溝も部分的に確認されたに過ぎないが、その位置

関係から、 SXlOの北周溝を利用し北側に連続して

築造されたものと考えられる。規模は東西5.lm以

上、南北4.8m、西周溝で幅0.7m、深さ0.3mである。

遺物出土状況 周溝からの遺物の出土は少なく、

図示できるものでは、 106が西周溝から出土してい

るに過ぎない。

遺物 106は小形壺の体部である。肩部に櫛描直

線文・剌突列文がある。

S X 10 (第24図）

SX9の南側で検出されたが、東半部は調在区外

となる。規模は、東西5.3m以上、南北8.5mであり、

今回検出した方形周溝墓の中では最も規模の大きな

ものである。形態は明らかでないが、少なくとも調

査区内では陸橋部は存在しない。各周溝はほぼ正方

位を向き、幅0.6,....__,1.5m、深さ0.l,....__,0.4mである。

周溝南西隅部は他より浅くかつ細くなり、南周溝西

寄りは一段低くなる。また、切合い関係から河道

SD 1より新しい。

遺物出土状況 周溝からの遺物の出土は非常に少

なくかつ細片がほとんどであり、図示できるものは

ないが、手焙形土器などがある。

4 下層出土遺物（第25図 P 137) 

古墳時代後期以降の遺構を検出した面以下（以下

「下層」とする。）にも遺物を含むことから、この

部分についても調在を行った（結果的に方形周溝墓

を確認）。そこからの出土遺物の多くは、前述の方

形周溝墓に伴うものと考えられ、限定された位置で

完形近くに復元できるものは、方形周溝墓出土とし

て扱ったが、それ以外はその帰属を特定することが

困難なため、ここに含めた。また、下層からは明ら

かに時期の遡る弥生時代中期後葉から後期前半の遺

物も出土しており、河道の二次堆積に伴うものと考

えられる。ここではこれらを一括して記述する。

壺 壺A1 (110・111)の内、 110はいわゆる宮廷

式土器で、口縁部外面に櫛描横線文が、内面には羽

状剌突列文と竹管文がある。頸部には断面三角形の

突帯が付き、肩部に櫛描直線文を施すが、朱彩は認
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められない。 111は口縁端部に 2個一対の円形浮文

が付く。肩部外面には櫛描直線文帯の間に波状文と

剌突文を施す。壺A2 (109)の口縁端面には単斜の

剌突列文と円形浮文がある。壺C(112・113)の内、

112は口縁部内外面をヘラ磨き調整する。 113は卵形

の体部で、ハケ調整が主体である。壺D(107• 108) 

の口縁端部に内傾面をもち、内外面をヘラ磨き調整

する。 107の頸部には櫛描直線文を施す。

甕 甕A2 (114)は、口縁部外面に剌突列文、頸

部外面に櫛描直線文がある。甕B1 (115)は、口縁

部外面には押引剌突列文があり、頸部内面にヨコハ

ケ目が残る。 116• 117は台付甕の脚台部で、 117は

甕Bの脚台部と思われる。

鉢(118)口縁端部外面に突帯が付き、廉状文と 6

本一組の棒状浮文 (8方向か）を施す。磨耗は少

なく、弥生時代中期後葉に比定できる。

高杯高杯A(119,...___,124·127~129) の杯部は、ロ

縁部の直線的な119と内湾する 120,...___,12~があり、い

ずれも口縁端部には内傾面をもつ。脚部では、直線

的に開き縦位の透孔列のある127は後期初頭に位置

付けられる。他には、裾部が開くもの(128)、内湾

するもの (129) などがある。低平な125• 126は、脚

付壺の脚部の可能性がある。高杯Bの130は、杯部

の破片で、内外面ともヘラ磨き調整する。

ミニチュア土器(131,...___,133) 131は脚付壺、 132は

高杯、 133は甕を模したものであろう。

土錘(134) 匝径3.2cmの球形の土錘で、孔径0.9

cm、重さ28.4gである。

5 溝

S D 2• 3 (第26図）

いずれもA地区の南東部で検出された。 8D2は

小規模の自然流路と思われる。埋土は灰白色シルト

で、同様の埋土の 8D3も位置関係から一連のもの

と思われる。

遺物は土師器の小片が多いが、須恵器を含むこと

から古墳時代後期以降のものと考えられる。

6 土坑

S K 1• 2 (第26図）

土坑としたが、 8D2に伴う落ち込みと考えた方

が良いかもしれない。埋土は 8D2・3と同様で、

須恵器と土師器が出土した。



第 4表 方形周溝墓一覧表

規 模
遺構名 形態 遺 物 時 期 切り合い 備 考

墳 丘 周 溝

S X 1 不明 南北 43m以上、東西不明 幅0.45~0.6m、深さ 0.2m 扁杯 欠山式中段階

SX2 不明 東西約Sm、南北約 6m 幅 02~ 0.4m、深さ Olm 壺・高杯・甕 欠山式中～新段階
S X 4・5周溝

を切る

SX3 不明 東西 43m、南北 5.4m
幅 04-----0.6.'im、深さ 005 

壺・高杯・甕 欠山式新段階
-------0.lm 

SX4 不明 不明 幅 0.6-0.9m、深さ 03m 高杯 欠山式中段階？
S X 2周溝に切

られる

SX5 不明 東西 5.0m、南北 5.5m以上 幅 1Om、深さ 0.2m 高杯 欠山式中段階
S X 2周溝に切 南部検出面の笈色で検

られる 出できず

SX6 
東辺中央に

東西 5.lm、南北 5.0m 幅 05~ 1 2m、 0.2m
壺・鉢・擦石・

欠山式
陸橋部 石皿

SX7 不明 東西 6.8m、南北 5.4m以上 幅 0.8m、深さ 03m 空~ 欠山式

SX8 
東辺中央に

東西 55~6 Om、南北 5.5m 幅 06~ 1.2m、深さ 02m 空土 欠山式
陸橋部

SX9 不明 東西 5.lm以上、南北 4.8m 幅 0.7m、深さ 0.3m 空一 欠山式
S XlOの北溝を利用し

て築造

S XlO 不明 東西 5.3m以上、南北 8.5m
幅 0.6~1 5m、深さ 01~

手焙形 欠山式
SD 1埋士を切

0.4m る

第 5表 遺物一覧表 3 (方形周溝墓）

No(報告） 計測値 (cm• g) 
出土位置 器種 整形・調整技法の特徴 胎土 燃成 色調 残存度 備考

（登録） ロ径 底径 器高

85 A 131 土師器 (23.7) ロ縁端部ヨコナデ。杯部内外面ヘラ磨き。 やや粗 並 橙 ロ縁1/2
044-01 下部SXl 高杯 A

86 A N31 土師器
5.3 

口縁部内外面ヘラ磨き。体部外面ヘラ磨き。体部 密~1 mmの
良 橙

体部完存

049-01 SX3垢薯 壺 D 内面ハケ・ナデ。 小石含む ロ縁1/2

87 A 031 土師器 杯部内外面ヘラ磨き。脚部外面に 2帯以上の櫛描 やや粗 ~2 
並 淡橙 杯部1/4

056-01 SX3東溝 高杯 A 直線文.3方透孔、内面ナデ。 mmの砂粒含む

88 A N31 士師器 18.4 8 1 28.0 
口縁部外面に刺内突列文。体部外面タテハケ後2帯 やや粗 ~4 

良 灰白 ほぼ完存
050-01 SX3~1::i得 甕 B1 のヨコハヶ、 面ヨコハヶ。脚部内面ナデ。 mmの砂粒多い

89 A K32 土師器 (10.5) 5.0 18.0 
口縁部ハケ後ヨコナデ。体部外面ハケ後ヘラ磨き。 やや粗 ~I 

並
明褐灰

底ロ縁部完1/3存 胴部穿孔
047-03 下部SX2 壺 C 内面板ナデ、ハケ。 mmの砂粒含む 褐灰

90 A K32 上師器
19 5 12.1 21.9 

口縁端部ヨコナデ、杯部ヘラ磨き。脚部外面ヘラ やや粗 ~1.5 
並 橙淡赤橙 脚ロ縁部完1/2存

046-01 下部SX2 高杯 A 磨き・櫛描直線文.3方透孔、内面ハケ。 mmの砂粒含む

91 A K泣 土師器 24.1 14.0 24 4 ロ縁櫛端部ヨコナデ、杯部内外内面ヘ
ラ磨き。脚部外 やや密 良

橙
ロ縁2/3

045-02 下 SX2 高杯 A 面描直線文.3方透孔、 面ハヶ。 灰白

92 A K31 土師器
14.2 

杯部内外面ヘラ磨き。脚部外面ヘラ磨き.3方透 粗~5 mmの
並 橙浅黄橙 脚部1/2

046-02 下部SX2 高杯 A 孔、内面ハケ・ナデ。端部ヨコナデ。 小石• 砂粒含

93 A K32 土師器 (18. 9) 口縁部ヨコナデ。体部外面ハケ後刺突列文。内面 やや粗 ~1.5 
並 橙 ロ縁1/4

048-01 下部SX2 甕 A4 磨耗のため不明。 mmの砂粒含む

94 A K32 土師器 14.1 ロ縁端部に押引文。 体体部部外タ面テタハテケハ後ケナ後デヨコハケ、 やや粗 ~2 並 儡 ロ縁2/3
047-01 下部SX2 甕 B1 内面頸部ヨコハケ、 mmの石• 砂粒

95 A K32 土師器 (6.9) 外面ハケ。内面ハケ後ナデ。端部ヨコナデ。
やや粗 ~2 

並
灰白 脚台部

047-02 下部SX2 甕 mmの石・砂粒 褐灰 1/4 

96 A K33 士師器 面外面3帯の櫛痕描直線文・刺突列文・ヘラ磨き、内 密砂粒含む 良 淡橙 脚部1/3
036-02 SX4」頃 高杯 A ナデ・絞り 。

97 A M34 土師器 (15.5) 
外面に4帯の櫛描直線文・ 2段 3方透孔・ヘラ磨

やや密 並 浅黄橙 脚部1/2
044-02 下部SX5 高杯 A き、内面ハケ・ナデ。端部ヨコナデ。

98 A S:li 士師器 11.8 5.0 26.1 
ロ縁部ヨコナデ。頸部に突帯有り体部外面ヘラ磨 やや密 ~I 

良
橙

底ロ縁部完1/2存
057-01 隅 SX7 壺 A き、内面板ナデ・ナデ。 mmの砂粒を含 淡橙

99 A pあ 土師器 13.4 4.8 8.5 
ロ縁部片ヨコナデ。外面ハケ後ヘラ磨き内面ヘラ磨 やや密 ~1 

良
橙

ロ縁1/2
051-03 下部SX6 鉢 き。 口有り。 mmの小石含む 淡橙

100 A P34 土師器 (12.5) 4 5 7.8 内外面ハケ後ヘラ磨き。 密砂 ~ 1 m m の 並 橙 ロ縁1/4
054-02 下部SX6 鉢 粒含む

101 A P3.5 土師器 7.8 12.0 
磨耗で調整不明瞭。口縁部・体部外面に二枚貝腹

密 良 橙 全体1/2
051-02 下部SX6 壺 D 縁連弧文。体部外面ヘラ磨き、内部ハケ

102 A P32 土師器
14.1 6.6 29.2 

ロ縁後部外面タテハケ、内面ヘラ磨き。体部外面ハ やや密 ~I 
良
橙

ほぼ完形
052-01 下部SX6 壺 Al ケ ヘラ磨き、内面ハケ・ナデ。 mmの小石含む 褐灰

103 A pあ 不製品
長12.0 幅6.8 腫 485 チャート。一方の端部に朱付着。 完形

053-01 SX6東溝 擦石

104 A 0ぁ 不製品
長19.5 幅21.7 六角範形に粗割り。着上面は平滑になり、中央径約11 完形

053-02 SX6南書 石 llil cmの囲に朱付

105 A S33 土師器 17.3 6.0 29 0 ロ縁状部刺外面に刺突列文。文体部外後面に櫛描直線文・
やや密 ~2 

良 橙～褐 ほぼ完形
058-01 SX8東溝 壺 B 羽 突文・貝殻連弧 ・ハケヘラ磨き。 mmの砂粒含む

106 A T34 土師器 外面上位ヨコハケ後デ刺突列文、中位ハケ後ヘラ磨 粗 ~4 mmの
並 橙・黒褐 体部1/3

056-04 SX9西得 空土 き。内面ハケ、ナ 。 小石• 砂粒含
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第 6表 遺物一覧表 4 (下層出土遺物）

No(報告） 計測値 (cm• g) 
出士位置 器種 整形・調整技法の特徴 胎土 燃成 色調 残存度 備考

（登録） ロ径 底径 器高

107 A J31 士師器 (13. 2) ロ縁部内外面ヘラ磨き、端部ヨコナデ。頸部外面
やや粗 並 にぶい橙 ロ縁1/8

059-06 下部 壺 D に櫛描直線文。

108 下A部Q34 土師器 10.3 
内湾する口縁。端部に内傾面。口縁端部ヨコナデ。 やや密 ~1.5 

並 にぶい橙 ロ縁1/3
001-01 壺 D ロ縁部内外面ヘラ磨き。 mmの砂粒を含

109 A N31 土師器 (21 3) 
口縁端面に刺突列文・円形浮文。口縁部内外面へ やや密微砂

並
灰白

ロ緑1/6
059-01 下部Tr 壺 A2 ラ磨き。 粒含む 橙

110 A l¥m 土師器 (16. 2) ロ縁部外面横線文、内面に羽状刺突列文・竹管文。 やや粗 ~3 
良 橙 ロ縁1/3

019-04 隅 壺 Al 頸部ハケ、突帯。体部外面に櫛描直線文。 mmの砂粒含む

111 A R32 士師器 10.6 2.6 
ロ縁端面に円形浮文。肩部に櫛描直線文・波状文・ 粗-3 mmの砂

並
にぶい赤 ロ縁完存

001-04 下部 壺 Al 刺突列文。 粒を多く含む 褐・褐灰 底部完存

112 A 032 土師器 (10.5) 
ロ縁部内外面ヘラ磨き、端部ヨコナデ。体部外面

やや密 並
にぶい橙

ロ縁1/6
059-04 隅 壺 C タテハケ、内面ナデ。 明褐灰

113 A J32 土師器
(9  2) 

ロ縁部ハケ後ナデ。体部外面ハケ、内面オサエ後 やや粗 ~3 やや にぶい橙
ロ縁1/3

060-01 下部 壺 C ナデ。 mmの砂粒含む 不良 黒褐

114 A 132 上師器 (17.1) 
ロ縁端部外面に刺突列文。頸部内外面ナデ・ヨコ やや密~1 mm やや にぶい橙

ロ縁1/4
017-01 下部 甕 A3 ハケ。 の石微量含 不良 黒褐

115 A J32 土師器 (14.9) 
ロ縁部ヨコナデ、外面に刺突列文。体部内外面ハ 粗~3 mmの石

並 明褐灰 ロ縁1/6
017-06 下部 甕 Bl ヶ。 含む

116 A N32 土師器 (6.9) 体部内外面ハケ。脚部内外面ナデ、オサ工。
やや密~1 mm 

並 灰白 脚部1/2
064-04 下部 甕 の小石含む

11 7 A K32 土師器 (8.1) 底部内面ヨコナデ。脚部外面ハケ、内面オサエ・ やや密~Imm
並 灰白 脚部1/4

064-01 下部 甍 ナデ。 の小石含む

118 A S34 弥生士器 (34.8) ロ縁部に康状文.6本一組の棒状浮文8方向、内
密 良

にぶい黄
ロ縁1/4

平成元年度

061-01 下部 鉢 部ヘラ磨き。 橙 試掘坑

119 A K31 土師器 (26.8) ロ縁端部ヨコナデ、杯部内外面ヘラ磨き。 やや密 並 にぶい橙 ロ縁1/8
065-01 下部 高杯 A

120 A J31 土師杯 器 (24.2) ロ縁端部ヨコナデ。杯部内外面ハケ後ヘラ磨き。 やや密 並 浅黄橙 ロ縁1/8
066-02 下部 高 A

121 A K32 土師器 (24.6) ロ縁端部ヨコナデ。杯部内外面ヘラ磨き。 密 良 にぶい橙 ロ縁1/5
036-03 下部 高杯 A

122 A 032 士師器 (21. 0) ロ縁端部ヨコナデ。杯部内外面ヘラ磨き。 やや密 並
灰白

ロ縁1/7
066-01 下部 高杯 A 浅黄橙

123 A 131 土師器 杯部内外面ヘラ磨き。脚部外面に櫛描直線文・ 2 並 良 淡橙 杯部1/3
036-01 直 高杯 A 段3方透孔・ヘラ磨き、内面ハケ後ナデ。

124 A P33 上師器 外面4帯以上の櫛描直線文.3方透孔・ヘラ磨き、 やや粗 I~ 
並 にぶい橙

柱状部

067-06 下部 高杯 A 内面ナデ・絞り痕。 3 mmの砂粒多 上半完存

125 A M34 土師器
10.2 

外面に櫛描直線文.3方透孔・タテハケ、内面ナ やや密 ~2 
良
にぶい黄

脚部1/3
035-02 下部 高杯 B プ一＊o mmの砂粒含む 橙

126 A M33 土師器 10.0 外面ヘラ磨き.3方透孔、内面ハケ。
やや粗 ~3 

並 橙 脚部1/2
072-01 下部 Tr 高杯 A mmの砂粒多い

127 A TOO 弥高杯生士器 (10.6) 外面ヘラ磨き、縦位に 7孔5方向に透孔。内面ナ やや粗 ~3 
並 にぶい橙 脚部1/3

062-06 下部 Tr デ、端部ヨコナデ。 mmの砂粒を含

128 A S:li 土師器 (14.6) 
外面に 2帯の櫛描直線文、 2段3方透孔、ヘラ磨 やや粗 ~2 

並 橙 脚部1/2
037-03 下部 高杯 A き。内面ナデ、ハケ。 mmの砂粒含む

129 A J32 土師杯 器 (14 0) 
外面に櫛描直線文、 3方透孔、ヘラ磨き。内面ハ

密
やや
にぶい橙 脚部1/3

060-02 下部 高 A ヶ、端部ヨコナデ。 不良

130 A H31他 土杯師器 (11.0) 杯部内外面ヘラ磨き。
密~1 mmの

並
明赤褐色

ロ縁1/4
067-04 下部 高 B 砂粒少し含む 橙

131 A P32 土師器 壺部磨耗で調整不明。脚部外面櫛描直線文、貝殻 やや密微砂
並 浅黄橙 ロ縁3/4

059-03 下部 ミヽ ーー 空ゴ 刺突列文、 3方透孔。内面ナデ。 粒含む

132 A Iお 土師器
ナデ。

やや密 ~1 
並 にぶい橙

杯底部

067-03 下部 ミニ高杯 mmの砂粒含む 完存

133 A T31 上師器 2.9 内外面ナデ。黒斑あり。
密微砂粒を

並 浅黄橙 底部完存
062-03 Tr ミヽ ーー空⇒ゴ 含む

134 A J31 土土錘製品 長重 2 . 7 幅3.2 孔径09 ナデ。 やや粗 並 にぶい橙 完形
066-04 下部 28.4 
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v 飛鳥・奈良時代

この時期の遺構には、道路状遺構2条・焼上炭化

物集積（推定竪穴住居）が 2基ある。

1 道路状遺構

SR 1 (第29図 PL 14• 15・18) 

A地区の南部から東部で、南側溝の全面と北側溝

の東半部が検出できた。検出時の埋土は白色砂質土

の単層で、これは同時期と考えられる SR2の埋土

の下層に相当する。上層は検出面に酷似する黄褐色

砂質士と思われ、相対的に高位にある南側は埋土下

層まで削平あるいは掘削され確認できたが、以北で

はその検出が容易でなっかたためと考えられる。

残りの良い東半部では、両側溝の心々距離は6.0

,..__,7_omで、約2丈に相当する。側溝幅0.2,..__,0.4m、

深さ0.1,..__,0.15mである。両側溝は、若干湾曲する

ものの、ほぼ東西方向に延びる。南側溝は西部で掘

り直しが確認されており、北側が新しい。また、北

側溝でもその西部で幅が広がっており、切り合いは

確認できなかったが掘り直しと考えられる。

切り合い関係は、古墳時代後期の溝SD2より新し

く、平安時代中期から後期の土坑・掘立柱建物のどれ

よりも古い。なお、路面整形の痕跡は確認されていない。

遺物 側溝からの出土遺物には土師器・須恵器が

あるが細片が多く、図示できるものは135のみであ

る。 135は土師器の甕である。時期決定は難しいが、

ロ縁部内面の肥厚が顕著でない点、頸部の屈曲が弱

い点、などから奈良時代後期であろうか。

SR 2 (第29• 30図 PL15) 

A地区の西部で確認された。埋土上層が検出面と

酷似し（自然堆積で埋没したものと考えられる。）、

SR 1と同一の検出面で確認することができなかっ

た。しかし、埋土下層が灰白色シルト層でSRl埋

土と同質のものであることと、 SR2の南延長が

SR 1と直交関係になると推定されることから、一

連の遺構と考えられる。

SR2はS字状に湾曲しながら約18m確認された。

両側溝の心々距離は2.9,,____,3.lmで、約 1丈に相当す

る。側溝は残りの良い部分で幅0.3,..__,0.6m、深さ

0.4,..__,0.5mである。なお、切合い関係は不明であり、
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路面整形の痕跡も確認されていない。

遺物には、土師器と須恵器の細片があるが、ほと

んどは混入と思われ、図化できるものはない。

2 焼土・炭化物集積

B地区で下部遺構掘削中に飛鳥・奈良時代の遺物

とともに焼士・炭化物の集中する地点を 2箇所

(SF2•3) 確認した。遺物や状況からこの時期

の竪穴住居に伴う竃と推定されるが、平面形を確認

することはできなかった。

SF 2 (第31• 32図）

B地区の中央部で確認された。 トレンチ断面に周

囲とは若干異なる焼土と黒色粘質土が認められたが、

この層は周辺への広がりがほとんどなかった。

遺物 黒色粘土層から出土した141は、接合しな

かったが、同一個体と思われる体部片から、長胴甕

と考えられる。

SF 3 (第31• 32図）

B地区の東部で検出された。東西1.5m以上、南

北 5m以上の範囲で炭化物層が広がり、その上に焼

土層がみられた。

遺物 土師器甕(142)は焼土層からの出士で、ロ

縁部は短く外反し、端面をもつ。須恵器杯A蓋(146)

は口縁部が強く屈曲し、天井部は直線的である。

3 下部出土遺物（第32図 P L38) 

平安時代遺構の掘削後の、下部掘削中に出土した

遺物 (136"---'140• 143,.____, 145• 147 ,.____, 154)は、飛鳥・奈

良時代のものが大半であるが、一部は平安時代に下

るものも含まれる可能性がある。これらは平安時代

の遺構などに伴うものと考えられるが、その検出が

できなかったため、ここでは一括して記述する。

土師器 杯(136"---'138)には、口縁部が直線的に延

びるもの(136・137)と、内湾し端部で外反するもの

(138)がある。 138の底部はヘラ磨き調整である。

137の内面には暗文がある。皿(139)の底部は、ヘラ

削りの後ナデ調整する。

甕(140)は、口縁部の肥厚が顕著でなく、奈良時

代頃と考えられる。

須恵器 杯H蓋(143)の天井部はヘラ切り未調整
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である。杯G蓋(144)のかえりは短い。杯G(147)の

底部はヘラ切り未調整である。杯A蓋(145)の口縁

端部の屈曲は弱く、天井部は平坦である。杯A(149) 

は口縁部が直線的で、底部はロクロ削り調整する。

杯B(150)の高台は外端で接地する。 Ni(151)は、注

口部が剖離している以外は完存である。壺(152)・

鉢(153)は、いずれも底部外面をロクロ削り調整す

るものである。

製塩土器(154) 口縁部の器壁は 6~8mmで、指

オサエ痕が顕著に残る。
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第30図 SR  1• 2断面図 (1: 100)、遺物実測図 (1: 4) 

~36 

口ー~

二;.,

~ 
144 

~'a::2 
-—二：ーds

ここーー
145 149 

三三三三

り
り
／
〗

二―― ＿＿ 

,, 
， 

｀ 

゜
20cm 

第31図 S F 2・3他遺物実測図 (1: 4) 

-41-



第 7表 遺物一覧表 5 (飛鳥・奈良時代）

No(報告） 計測値 (cm• g)  
色調 残存度 備考出士位置 器種 整形・調整技法の特徴 胎士． 燃成

（暉） ロ径 底径 器高

135 A R32 土師器 (21.4) 
ロ縁部ハケ後ヨコナデ。体部外面タテハケ、内面 粗~5 mmの

並 灰白 ロ縁1/3
027-09 下部 甕 板ナデ・オサ工。 小石含む

136 B e40 士師器 12.5 3.3 ロ縁部ヨコナデ、底部工具ナデ。
やや粗 ~2 

並 橙 ロ縁7/8
070-04 下部 杯 mm の石• 砂粒

137 B X切 土師器 (17 .0) 3 9 ロ縁部ヨコナデ、底部ナデ。内面暗文。 やや密 並 橙 ロ縁1/9
068-03 下部 杯

138 B Y38 土師器
13.8 3.2 ロ縁部ヨコナデ、底部ヘラ磨き。内面ナデ。 やや密 並 にぶい橙 ロ縁1/2

068-04 下部 杯

139 B a39 土師器 (15.3) 1 6 ロ縁部ヨコナデ、底部ヘラ削り後ナデ。 やや密 並 にぶい橙 ロ縁1/5
070-05 下部 皿

140 B b汲 土師器 (22.6) ロ縁部ヨコナデ、体部外面タテハケ後内面ヨコハ やや粗 ~1.5 
並 にぶい橙 ロ縁1/5

071-03 下部 甕 ヶ。 mmの砂粒含む

141 B y汲 土師器 (25.0) ロ縁部ヨコナデ。体部外面タテハケ、内面ヨコハ やや粗 ~1 
並 にぶい褐 ロ縁1/6

005-02 SF2 甕 ヶ。 mmの砂粒含む

142 B d40 士師器 (30.5) ロ縁部ヨコナデ。体部外面タテハケ後内面ヨコハ やや粗微砂
並 浅黄橙 ロ縁1/4071~01 SF3 甕 ヶ。 粒含む

143 B C沿 須恵器
9 3 3 6 ロクロナデ、天井部ナデ。

やや粗 -3 
並 灰白 ロ縁1/2

069-01 糧 杯 H蓋 mmの小石含む

144 B a沿 須恵器 (10.0) ロクロナデ、天井部ロクロ削り。
密 ~1 mmの

良 灰 ロ縁1/6
072-06 fl'ltlT r. 杯 G蓋 砂粒微量含む

145 B C汲 須恵器 (17.3) 3.2 天井部ロクロ削り、ロクロナデ。
やや粗 ~3 

並 灰白 ロ縁1/2
079-05 下部 杯蓋 mmの砂粒

146 B d40 
須杯恵蓋 器 (16.0) ロクロナデ。 やや密 並 黄灰 ロ縁1/6

068-02 下部

147 B C投
須杯恵H器 (11 8) (3.8) ロクロナデ、天井部未調整。

密 ~4 mmの
良 灰 天ロ縁井1/10 

072-09 下部Tr. 砂粒含む 1/3 

148 B b投
杯須恵A器 (11 1) 2.8 ロクロナデ。

やや密 ~8  
並~ 灰 ロ縁1/6

069-02 SF3 mmの石含む

149 B Y38 須恵器 (15.0) 2.7 ロクロナデ。底部外面ロクロ削り。 やや密
やや
浅黄 ロ縁1/5

003-01 下部 杯 A 不良

150 B d40 
須杯恵B器 (12.0) ロクロナデ、貼付け高台。底部外面ナデ。

やや密 ~2 
並 灰黄 裔台1/6

069-04 下部 mmの石含む

151 B f 41 須恵器
10.3 12.2 ロクロナデ、底部外面ロクロ削り。注口剣離。

やや粗 ~4 
並 灰 ほぼ完形

073-03 下部 逍 mmの石含む

152 B c40 壺須恵器 7.5 
体部外面ロクロ削り、内面ロクロナデ。底部ナデ、 やや密 ~4 

並
にぶい黄

底部完形
073-01 下部 ロクロナデ。 mmの石含む 橙

153 B c40 須鉢 恵器 (13.1) 外面ロクロ削り、内面ロクロナデ。
やや密 ~3 

並 灰褐 底部1/7
073-02 下部 mmの砂粒含む

154 B W~ 
製塩土器 17.4 17.4 5.3 

ロ縁端部ヨコナデ。体面外部ナデ・オサエ、内面 粗 1~ 3 mm 
並 橙 ロ縁1/2 志摩式

013-02 隅 ナデ。 の砂粒多い
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VI 平安時代

この時期の遺構には、掘立柱建物16棟、柱列また

は垣根状遺構12条、井戸 1基、溝 7条、土坑31基な

どがある。

1 掘立柱建物

A地区の掘立柱建物は11棟 (SB 1 ,,____, 11)あり、

北西部・南西部・南部の 3カ所に集中する。平安時

代中期から後期のものと考えられる。 B地区の掘立

柱建物は 5棟あり、中央部から東部に多い。柱掘形

は小さく、総柱建物である。

S B 1 (第33図 PL16• 38) 

A地区の北西部で検出された桁行 3間、梁行 2間

の東西棟 (E22°S)の側柱建物である。桁行6.3

m、梁行4.2mで、柱問2.lm (7尺）の等問とし

◎＼誓
E

_
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6.虹圃

だが、南東隅柱穴の柱通りは悪い。

柱掘形は径35-------50cmで、北東隅柱穴には柱根と礎

板と思われる木質が残存していた。また、南西隅柱

穴には30cm大のやや扁平な石材があったが、斜めに

なっていて根石と考えるには疑問が残る。

遺物 土師器皿(156• 157)はいずれも強いヨコナ

デで外反する口縁部からなるが、器高は低い。平瓦

(158)は凹面に布目、凸面に縄目が残り、側面をヘ

ラ削りする。

S B 2・3 (第33図 PL17・39) 

S B 1の南側に隣接して検出された。ほぼ同一地

点・同一規模で、 SB2から SB3への建替えと考

えられる。いずれも桁行2間、梁行 l間の側柱建物

~ 
, ....................... , 

5m 

▽ーロロニ?56
~7c::_二三、;'

吋
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゜
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゜
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゜
20cm 

第33図 S81~3実測図 (1: 100)、遺物出土状況図 (1: 20)、遺物実測図 (1: 4、158は1: 6) 
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で、棟方向はE22°S前後を示す東西棟である。桁

行は5.4mから5.7m、梁行は3.9mから4.2mとわず

かに拡張している。

柱掘形は、桁行中央柱穴がやや小さく浅い以外、

径30cm前後である。 SB3北東隅柱穴から出土した

155は、柱痕跡との位置関係から柱抜取り後の埋納

と考えられる。

遺物 士師器皿(155)はほぼ完形で、器壁が厚く外

面には粘土接合痕が、内面にはハケ目が残る。斎宮

跡の士師器叫こ対応させれば、 「平安時代後 I期」、

東山72号窯式期可こ相当する。

SB 4 (第34• 35図 PL18) 

A地区南西部の比較的しっかりしたピット 4個を

建物の北東部と考えたが、大半が調査区外のために、

規模などは確定できず、隣接する SA1• 2または

SB 5の一部あるいは付属部分の可能性もある。

確認できた規模は東西・南北とも 1間分で、東西

が2.lm、南北が2.4mである。棟方向も不確定だが、

あえて東西方向で表せばE19°Sである。

柱掘形は径40,.._,__,70cmであるが、柱痕跡は確認でき

なかった。柱穴出士遺物は細片のみで図化できるも

のはない。

SB 5 (第34• 35図 PL19) 

SB4の東側で検出された。建物南西部は調査区

外でもあり、後世の攪乱などで不明確であるが、桁

行 5間、梁行5間の総柱建物である。 3間X2間の

身舎に西面を除く三面廂、さらに北面には孫廂が取

り付く。規模は、桁行・梁行ともに11.7m (39尺）

である。身舎桁行は9.6mで2.4m(8尺）の等間、

同梁行は4.2mで2.lm(7尺）の等間である。廂の

柱間は南北面が2.4m(8尺）、東面が2.lm (7尺）、

孫廂が2.7m (9尺）である。棟方向はE22°Sを

示す東西棟で、 SBl,.._,__,3•7·10•11 と一致する。

柱掘形は、孫廂部分が径15,.._,__,26cm、深さ15,.._,__,26cm

と小さく浅い以外は径35,.._,__,78cm、深さ15,.._,__,58cmと身

舎・廂ともばらつきが大きく明確な差はない。柱痕

跡は径20,.._,__,25cmのものが確認された。

遺物 土師器皿(159)は口縁部を強くヨコナデす

るが、外反せずに端部に弱い面をもつ。土師器甕

(160)は、薄い器壁の小形甕で、外面に煤が付着す

る。灰釉陶器 (161• 162)の内、 161は高い高台をも
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つ深椀で、底部はロクロ削りである。 162は底部に

糸切り痕を残し、低平な高台が付く。灰釉陶器は東

山72号窯式に相当し、 SB5は平安時代後期の建物

と考えられる。

SB 6 (第34・35図 PL18) 

SB 5と重複して検出された。南部が調査区外の

ため、規模は不明であるが、桁行 5間以上、梁行2

問の側柱建物と考えられる。規模は桁行10.5m、梁

行4.2mで、柱間は桁行・梁行とも2.lmの等間であ

る。棟方向はN25°Eを示す南北棟で、今回検出さ

れた掘立柱建物の中で、最も当地域に残存する条里

方向に近いものである。北側梁行の柱穴は桁行柱穴

と直交せず、東西側柱々穴も対応せず南北方向に半

柱穴分ほどずれている。

柱掘形は径40,...___,75cmで比較的揃い、径20cm前後の

柱痕跡を確認したものもある。切合い関係から柱列

SA3より新しい。柱穴出土は細片のみで遺物で図

示できるものはない。

S B 7・8 (第36・37図 PL21) 

A地区の南部で検出された建物で、ほぼ同一地点

で同一規模に建替えられている。身舎桁行 3問、梁

行2間の側柱建物に西面廂が付く。棟方向はSB7 

がE19°S、SB8がE22°Sを示し、 SB7は桁

行が南北とも SB9と柱筋を揃える。身舎桁行は

SB 7が7.5m、SB8が7.8mで、で柱間は各2.5・

2.6mの等間である。梁行は4.8mで、 2.4mの等間

である。

柱掘形は、一辺60,...___,70cmの方形のものが多い。柱

痕跡は径20cm前後のものが確認され、 4柱穴に扁平

な石材を 2,...___, 3枚重ねた根石がある。

遺物 黒色土器A類の台付椀(164)は脚台部はハ

字状に広がり、底部内面にハケ目が残る。

SB 9 (第36• 37図 PL21) 

S B 7• 8の東側で検出された桁行3間、梁行2

間の側柱建物である。棟方向はE19°Sを示す。約

1.8mの間隔を置いた SB7と、南北両面の桁行柱

筋を揃える。規模は、桁行7.5m、梁行4.8mで、柱

問は桁行が2.5mの等問、梁行が2.4mの等間であり、

SB 7の身舎と同一規格である。

柱掘形は円形と方形が混在するが、 50,...___,60cm大の

ものがほとんどで、径20cmの柱痕跡がほとんどの柱
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掘形で確認された。

遺物 土師器杯(163)は平底で、厚手の口縁部を

幅広くヨコナデ調整する。

SB 10 (第36• 37図 P120) 

SB  7 ,....__, 9と菫複して検出された桁行4間、梁行

3間の側柱建物である。棟方向はN22°Eを示し、

SB 7と直交する。規模は桁行6.6m、梁行4.5mで、

柱間は桁行が1.65m(5尺半）、梁行が1.5m (5 

尺）の等問である。

柱掘形は、他の建物と重複するものが多く明確で

ないが、径50cm前後のものが多い。切合い関係から

SB 7 ,....__, 9より新しく、 SB11より古い。

遺物 柱穴出土遺物は細片のみで図化できるものは

ないが、ロクロ成形の土師器を含むことから、 SB

10は平安時代後期以降のものと考えられる。

S B 11 (第36・37図 P120) 

SB 10と重複して検出された桁行5間、染行2間

の側柱建物で、棟方向はN22°Eを示す。規模は桁

行9.6m、梁行4.8mである。柱問は、桁行の両端の

間が2.lmだが、中央 3間分は1.8mの等間で、梁行

は2.4mの等間である。

柱掘形は径70,....__,90cmの大形のもので、径20,....__,30cm

の柱痕跡を確認したものもある。

遺物 土師器皿(165)の口縁部は直線的に延び、

内面にヨコハケ、外面に指頭圧痕が残る。 SK20出

土例に類似する。灰釉陶器皿168は底部外面をロク

ロ削りし、内面に重焼き痕が残る。緑釉陶器椀166

は比較的厚く施釉され、底部内外面には三又トチン

痕が残る。美濃産の可能性が高い。

灰釉陶器は東山72号窯式に相当し、 SB11は平安

時代後期の建物と考えられる。

SB 12 (第38図 P122) 

B地区の西部で検出された桁行 3間、梁行2間の

東西棟 (E17°S) の総柱建物である。桁行は7.2

mで、柱間は西側 2問分が2.7mの等間、東 1間分

が1.80mである。梁行はI'.::ifflで柱間は2.25mの等

間である。

柱掘形は径30,....__,40cmの小形のもので、径15cm程の

柱痕跡を確認した柱穴もある。

遺物 柱穴出土遺物は細片のみで図化できるものは

ないが、 SB13と同一規格を採ることから平安時代

-49-

末期のものと思われる。

S B 13 (第38図 P122) 

B地区の中央やや東寄りで検出した。桁行 3間、

梁行2間の総柱建物で、東部には不整長楕円形の土

坑SK29がある。棟方向は東西棟で、 E17°Sを示

す。規模は桁行は7.2m、梁行は4.5mで、柱間も

SB 12と同一規格である。

柱掘形は径30,......,40cmの小形のもので、柱痕跡は確

認できなかった。

遺物 士師器甕(169)は口縁端部を折り曲げる。

頸部内面以外にはハケメはみられない。

柱穴出土遺物や士坑出土遺物から、平安時代末期

の建物と考えられる。

SB 14 (第39図 P122) 

B地区の東部、 SB13と一部重複して検出された。

身舎桁行 3間、梁行 2間に北面廂の付く建物と復元

したが、南側に延びる可能性がある。身舎桁行7.2

m、同梁行3.6mで、柱間は桁行が2.4m、梁行が

1.8mの等間である。廂の柱間は2.lmである。棟方

向はE7°Sを示す東西棟である。

柱掘形は径30,......,40cmの小形のもので、柱痕跡を確

認したものはない。

遺物 土師器皿(174)はロクロ成形で、底部に糸

切り痕が残る。土錘(175)は完形であり、全長4.7cm、

孔径0.4cm、重さ7.1 gである。

S B 15 (第39図 P123) 

S B14と重複して検出された。調査区に制約され、

規模などは確定できないが、一応東西棟 (E15°S) 

の桁行5間、梁行5間の総柱建物と復元した。構造

は3X 2間の身舎に四面廂さらに南面孫廂が付くと

思われるが、建物南東は SK2を包括する張出しの

可能性もある。規模は、身舎が桁行7.65m、梁行

3.9mで、柱間は桁行が2.55m、梁行が1.95mの等

間である。部分は東西が2.lm、南北が1.95m、孫

廂が2.7mである。

柱掘形は径20,......,40cmと小さく、柱痕跡は確認され

ていない。

遺物 土師器甕(177)は口縁部を折曲げ、頸部内

面にハケ目が残る。

SB 15は、柱穴出土遺物から平安時代末期と考え

られ、 SK33出土遺物も同時期のものである。 SB
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第 8表 掘立柱建物一覧表

遺構名 棟方向 規模 構
柱

造
桁 問

S B 1 
東西棟 3 X 2 

側柱 2 1 X 3 
E22°S 6 3x4.2 

SB2 
東西棟 2 X 1 

側柱 2 7 X 2 
E22°S 5 4X3.9 

SB3 
東西棟 2 X 1 

側柱 2.85 X 2 
E22°S 5 7 X 4.2 

SB4 
東西棟 (1) X (1) 

不明 2.1 
E19°S (2.1) X (2 4) 

S85 
東西棟 5 X 5 3 X 2問の身舎に西面を 身舎24 X 4 
E22°S ll.7Xll.7 除く三面廂・北面孫廂 東疵21 

SB6 
南北棟 (5) X 2 

側柱 2 1 X 5 
N25°E (10.5) X4.2 

SB 7 
東西棟 4 X 2 

3 X 2問の身舎に西面疵
身舎2.5X 3 

E19゚ S 9.0x4.8 西疵1.5

SBS 
東西棟 4 X 2 

3 X 2問の身舎に西面疵
身舎26 X 3 

E22°S 9.3x4 8 西疵1.5

SB9 
東西棟 3 X 2 

側柱 2.5 X 3 
El9°S 7 5x4.8 

S B10 
南北棟 4 X 3 

側柱 1.65 X 4 
N22°E 6.6X4.5 

S Bll 
南北棟 5 X 2 

側柱
北から

N22°E 9.6X4.8 2.1+1.sx 3 +2.1 

S B12 東E1西7°棟S 
3 X 2 

側柱 西から2.7x2+18
7.2X4.5 

S B13 
東西棟 3 X 2 

側柱 西から2.7x2+18
E 17°S 7.2X4.5 

S B14 
東西棟 3 X 3 

3 X 2間の身舎に北面廂 2 4 X 3 E 7°S 7.2X5.7 

S B15 
東西棟 (5) X (5) 3 X 2間の身舎に東の除 身舎2.25X 3 
E15°S (12.3) X (10 5) く三面廂・南面孫廂 西廂2.1 疵廂2.5

S B16 
東西棟 (4) X (4) 3 X 2間の身舎に北・西・ 身舎2.4X 3 
E12°S (9.0) X (7 .8) 南面廂。東面は不明 西廂1.8

16とはその位置や規模などから、建替えの可能性が

高いが、その前後関係は不明である。

S 816 (第39図 PL23・39) 

S B15と重複して検出された。調査区の制約で規

模は確定できないが、桁行4間以上、梁行4間の東

西棟 (E12°S)の建物である。構造は、桁行 3間

以上梁行2間の身舎に、少なくとも北・西・南の三

面に廂が付くと考えられ、南東部の SK32はいわゆ

る「南東隅土坑」に相当する可能性がある。規模は

身舎桁行が7.2m、梁行が3.9mで、柱問は桁行が

2.4mの等問、梁行が1.95mの等問である。廂部分

は南北が1.95m、西が1.8mである。

柱掘形は径30,...__,40cmで、柱痕跡は確認されていな

い。なお、西面廂の北から 2つ目の柱穴からは、そ

の出士位置が掘形内か柱痕跡内か不明であるが、完

形の無釉陶器小椀(170,...__,173)が一括出土した。

遺物 無釉陶器小椀(170,...__,173)は、 170の高台が

剃離している以外はほぼ同様の形状である。厚手の

底部から内湾する体部と、薄手で外反する口縁部か

らなる。底部外面には糸切り痕が残る。藤澤編年の

4型式に相当する。土師器杯(176)はロクロ成形で、

ロ縁部は肥厚し内湾する。

S B16は、柱穴出土遺物から平安時代末期中葉の

問 (m)  柱掘形

梁 問 径 (cm) : 形
時期 備 考

2 1 X 2 30~50 
＇ ！＇ 円 平安後期

南東隅柱穴柱通り悪い、北東隅
柱穴に柱根、南東隅柱穴に根石

3.9 30 
＇ ！＇ 円 平安後期 桁行中央柱穴は小さく浅い。

4.2 30 ， i＇ 円 平安後期 北東隅柱穴柱から柱抜き取り後
土師器皿埋納。 SB2の建替え。

2.4 40~70 
＇ ［＇ 円 平安中期？

建物北東隅の一部。
SA 1• 2又はSB5の延長？

身舎21 X 2 身舎35~78：’:’ 円 平安後期
南北廂2.4 孫廂27 15~26 

2.1 X 2 40~75 
＇ i＇ 円 平安後期？

桁行と梁行が直交しない。
SA3より新。

2 4X 2 60~70 
＇ i＇ 円 平安中期

SB9と柱筋揃える。南東隅柱
穴に根石。 SBllより古。

2.4 60~70 ， ；＇ 円 平安中期 SB8の建替え。 3柱穴に根石。

2.4 X 2 50~60 ， i円 平安中期 SB7と柱筋を揃え、身舎同一
規格。 SB11より古。

1 5 X 3 30~60 ． i` 円 平安後期？ S B11より古。

2.4 70~90 
＇ ！＇ 円
平安後期 SB7~10より新。

2 25X 2 30~40 
＇ ！＇ 円 平安末期 S B13と同一規格。

2 25 X 2 30~40 ， i円 平安末期 S A12が並行。
東部に土抗伴う。

身舎1sx 2 
30~40 

＇ i＇ 円 平安末期 南西部調査区外。
北疵2.1

身舎195 X 2 
20~40 

＇ ；＇ 円 平安末期 SA11が並行。南北廂1.95 孫廂27 

身舎2.1X 2 
30~40 ， i， 円 平安末期 S B15の建替え？

南北廂1.8 東部に土抗伴う？

建物と考えられ、 SK32出土遺物もほぼ同時期のも

のである。

2 柱列・垣根状遺構

S A 1• 2 (第34図 PL19) 

A地区の南西部でSB 5・6と重複して検出され

た。ほぼ同一地点でSAlから SA2に建替えられ

ている。規模はいずれも 2間としたが、 SB4北か

ら2間目の桁行柱穴を西延長として捉えることもで

きる。規模は SA1が4.5m (2.25mの等間）、

SA2が4.2m(2.lmの等問）で、その方位はE21° 

s前後で、 SB7,__,9とほぼ一致する。

柱掘形は径50cm前後の比較的しっかりしたもので、

径15cmの柱痕跡も確認した。

SA  3・4 (第34図 PL19) 

S A 1• 2の東側で検出された南北方向の柱列で

ある。 SA3が 2問 (4.5m、2.25mの等間）、

SA4が3問以上 (7.2m以上、 2.4mの等問）確認

された。切合い関係からは SA4が新しいが、切合

いと見ずに、一連の南北5間の柱列と見ることも可

能である。方向はいずれも N22°E で、 SB5·8•

10• 11と一致する。

柱掘形は径40,.__,70cmで、径20cmの柱痕跡も一部で

確認した。
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SA 5 (第36• 37図）

A地区の南部、 S87•8 と一部重複して検出さ

れた。東西方向に 3間 (7.2m、柱間2.4mの等問）、

その東端から南北方向に 2問 (5.4m、柱間2.7mの

等問）の柱穴が確認された。東西方向部分の方位は

E 19°Sで、南北方向はこれにほぼ直交する。

B地区で検出されたような柱掘形の小さい平安時

代末期以降の掘立柱建物の可能性もある。

SA 6 (第36• 37図 P120) 

SA5の東で、東西方向に 3間分その東端から北

に2間分が検出された。柱列としたが、未検出の柱

穴を想定すればSA5と同様に平安時代末期以降の

掘立柱建物となる可能性もある。規模は東西方向が

6.6m (柱間は2.2mの等間）、南北方向が3.6m

（柱間は1.8mの等問）である。方位は東西方向で

E 18°Sで、 SB 8• 10• 11とほぼ同一である。東

西方向部分では小穴との切合いが見られ、建替えら

れた可能性がある。

SA 7 (第41• 51図 PL27・39) 

A地区の SD6の中央部東側に沿い約20cmの間隔

ト
三

を保って平行する小穴が多数検出された。小穴は形

状・深さともに様々であるが、位置関係や形状から

斎宮跡や大鼻遺跡、段遺跡で検出されているような

垣根状遺構と考えられる。区画と東側の廃棄上坑群

を視覚的に遮蔽する機能が推定できる。

遺物 緑釉陶器香炉(178)は口縁部が短く反り上

がり、体部との境は段が付く。淡緑色の釉薬が比較

的厚くハケ塗りされている。猿投産である。無釉陶

器椀(179)は底部内面が平滑で、墨痕があることか

ら転用硯と考えられる。時期的に新しく、垣根状遺

構の廃棄年代を示すものであろうか。

SA 8 (第40図 PL24) 

A地区の東部中央よりで検出された。一応東西 5

間としたが、更に東西に延びる可能性もある。全長

8.7mで、柱間はl.7,___,l.9mである。方位はE15°S 

である。

SA 9 (第40図 PL24) 

A地区の北東部で検出された。東西 1間分(4.2m)

であるが、北側の SD7と平行し、かつその途切れ

た出入口と思われる部分に対応することから、目隠

〇iaI一,¥

SDi7 

_A_~ 

SA 9 
◎エ

直こ疇卿砂@+~c"R ~0r ee~flli1• 

SA10 
一且 B' 

7.IDn 

〗八
_Q___ 

~ 
@ 
-+ _s;__ 

SA 8 + 《

C: 7. 暉

H l-11 

H I→ 1/ 

叶

戸三 ＼
い
178

＼二〗ーニ~79
10cm 

第40図 SA9・10実測図 (1: 100) 第41図 SA7遺物実測図 (1: 4) 
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第 9表 柱列・垣根状遺構一覧表

番号 方向 方位
規 模

柱 問
柱掘形

備
（問） (m) 径 (cm) : 形

考

SAl 東西 E21°S 2 ＇ ＇ : ＇ ＇ 4.5 2 25X 2 50 ＇ ＇ ；円 S84北から 2問目桁行が延長？
： 

SA2 東西 E21°S 2 ＇ ＇ : ＇ 4.2 2.1 X 2 40~70 ＇ ！， 円 SA 1の建替え。

SA3 南北 N22°E 2 ＇ ＇ : ＇ ＇ 4.5 2.25 X 2 40~70 ＇ i円 SA4と一連で南北3問の棚列？

SA4 南北 N22°E (3) ! 7.2 2.4 X 3 40~70 ＇ i＇ 円

SA5 L字形
東西部分 東西 3: ＇ ＇ ＇ 7 .2 東西 2.4X 3 南北 2.7x2 20~40 ， ：， ， 円 東西棟の掘立柱建物？
E 19°S 南北 2 5.4 

SA6 L字形
東西部分 東西 3: ， ＇ 6.6 東西 2 2x 3 南北1.8X2 20-40 

：ヽ円
東西棟の掘立柱建物？

E 18°S 南北 2 3.6 ； 

SA7 
ー ：＇ ＇ 全長約16m SD6に0.2m離れて平行。

SAS 東西 E 15°S (5) ! 8. 7 西から 1.8+1.7+1 9+? +? 20~30 ， ；円 東から 2本目の柱穴SK14と重複、切り合

： い不明。

SA9 東西 E25°S 1 ， ＇ : ＇ 4.2 4 2 30 ， ；， 円 SD7に1.5m離れて平行。門？目隠し
塀？

SAlO 東西
：東西99m、南北1.lm i SD7• SA9と平行。
の範囲に小穴 ： 

SAll 東西 E 15°S (4) : (9 6) 2.4 X 4 30-40 ＇ ；円 S Bl5に08m離れて平行。
： 

SA12 東西 E17°S 4 ＇ ＇ : ＇ 5.4 1 35 X 4 20~30 ＇ i円 S B13に2.0m離れて平行。

第10表 遺物一覧表 6 (掘立柱建物・柱列・垣根状遺構）

No(報告）

（登録）
出土位置 I器種

⑬

BS
邸

Bl
狐

Bl
立

B
l
g
瞑

JSI
的

g
的

JSI
邸

畷

Bg
鴎

町

032Blo032BlO
⑬

BlO
⑬

Bll
⑬

B
I
S
C
B
I
G
e
B
I
G
e
B
I
G
e
卵

⑭

皿

暉

皿

c
卵

⑬

師

N
r
o
m
8幻

A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
B
S
B
S
B
S
B
S
B
S
B
S
B
S
B
S
B
S
A
S
A
S
 

0
1
0
2
0
3
0
1
0
6
0
5
0
6
0
4
0
5
0
7
0
2
0
1
0
7
0
8
0
1
0
3
0
5
0
4
0
2
0
8
0
6
0
2
0
5
0
6
0
7
 

5
4
6
7
7
7
8
5
9
8
0
6
1
6
2
7
3
8
4
6
5
8
6
3
7
9
8
8
9
7
0
4
1
4
2
4
3
4
4
6
5
0
6
9
7
7
8
4
9
8
 

5
7
5
7
5
7
5
7
5
7
6
7
6
7
6
7
6
7
6
7
6
7
6
3
6
7
6
7
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
7
7
7
7
7
7
7
7
 

1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
1
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
 

計測値 (cm• g) 

ロ径 1 底径 1 器高

士師器

皿

土師器
皿

士師器
皿

塁瓦
土師器

皿

土師器

甕

灰釉陶器
深碗

灰釉陶器
椀

土師器

皿

黒色土器
台付椀

土師器
皿

緑釉陶器
椀

灰釉陶器
椀

灰釉陶器

皿

土師器

甕

無釉陶器
小椀

9.0 

無釉陶器
小椀

8.9 

無釉陶器

小椀
8.8 

無釉陶器

小椀
8.8 

上師器
皿

土師器
土錘

士師器
皿

士師器
甕

緑釉陶器
香炉

無釉陶器
椀

14.5 , -

(13.2) , ― 

(13.4) , -

長14.5 枷11.2I厚 2.5

(11.4)' ― 

(11. 7) , ― 

- , (8.2) 

- , (6.4) 

(11.8) , — 

7.2 

(12.9), ― 

6.7 

7.1 

(18.8) , ― 

(3.7) 

4.1 

4.2 

4.2 

c 9.o) I c s.2) 

04. 7) I c 6.8) 

整形・調整技法の特徴

(18.8), ― 

(12.5) , -

9.0 

4.1 I口縁部ヨコナデ。底部ナデ、内面ハケ後ナデ。 I密

ー ，口縁部ヨナデ。底部ナデ？。

ー ，口縁部ヨコナデ。底部ナデ。

凹面布目、突面縄目、側面ヘラ削り。

ー ，口縁部ヨナデ。底部ナデ。

ー ，口縁部ヨコナデ。体部外面タテハケ、内面ナデ。

＿ ，底部ロクロ削り、内面ロクロナデ。

- 'ロクロナデ、底部外面糸切り痕。

ー ，口縁部ヨコナデ、底部ナデ。

ー ，底部内面粗いヘラ磨き、外面ナデ。

ー ，口縁部外面オサ工。底部外面ナデ、内面ハケ。

ー ，全面に施釉、底部外面はやや薄い。高台内面の凹
線大きい。底部内外面に三又トチ痕あり。

密

体部外面ロクロナデ、底部糸切り痕。内面ロクロ
ナデ。

密- , (7.6), ― 

ー ，口縁部ヨコナデ。頸部内面ヨコハヶ。

2.4 Iロクロナデ、底部糸切り痕後ナデ。高台刹離

2.6 Iロクロナデ、底部ナデ。

2.8 Iロクロナデ、底部ナデ、高台籾殻圧痕。

2.6 Iロクロナデ。底部糸切り後ナデ。

1.6 Iロコロナデ、底部外面糸切り痕。

; i:i I幅 1.4机御.4Iナデ。
3.1 Iロクロナデ、底部外面糸切り痕。

胎士

密~1 mmの
小石・微砂粒

並灰白

密~1 mmの
小石・微砂粒

並 淡黄

密 ；や灰
やや密 ~2 
mmの石含む

並 浅黄橙

やや密 ~1 
mmの石含む

並 明褐灰

やや密 ~1 
mmの石含む

並 浅黄橙

密微砂粒含

む
並 灰白

やや密 ~3 
mmの石を含む

並

やや密 ~1 
mmの石含む

並

やや密

~ 良 戸凰ヽ橙はぼ完形

にぶい橙 1口縁1/7

浅黄橙

灰

並 I灰白

良 I
（釉）
10Y9/4 I底部1/2I 

高台IIB c 2 
東海系産

並 I灰白

ロクロナデ、底部外面ロクロ削り。底部内面平滑 Iやや密 ~3 
mmの石含む

I並 I灰白

やや粗 ~3 灰白
並

mmの小石含む 淡黄

密~6mmの
小石• 砂粒含

良 灰臼

密砂粒含む良 灰白

密砂粒含む良 灰白

密砂粒含む並 灰白

やや密 ~2 
mmの石含む

並 灰白

やや密微砂

粒少し含む
並

やや密微砂 灰白
粒少し含む 並 1褐灰

ロ縁1/6

ロ縁1/8

1隅残存

ロ縁1/6

ロ縁1/6

ロ縁1/6

ロ縁1/4

底部完存

ロ縁1/4

備考

ロ縁3/8

底縁112I転用硯

ロ縁1/8

高台以外
ほぽ完形

ほぼ完形

ほぼ完形

完形

ロ縁1/6
底部1/3

浅黄橙 I完形

ロ縁1/4

ロクロ成形

ロクロ成形

•一 ，口縁部ヨコナデ。頸部内面ヨコハケ。
やや粗 ~3 灰白 r 

並
mmの小石含む ぶい黄橙

ロ縁1/7

ロ縁部の立ち上がり短く反り上がる。内外面ロク
密 良

（釉）
ロナデ。 5GY8/4 

ロ縁1/9 猿投産

ロクロナデ、底部外部糸切り。底部内面は乎滑、 やや密 ~2 
＇墨痕あり。 mmの石含む

並 灰白 底部1/2 転用硯
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塀のような機能が考えられる。

SA 10 (第40図 P124) 

SA9の南側、で東西9.9m、南北0.9mの範囲に

径10,..___,50cmの小穴が密集したものを検出した。 SA

7と同様に垣根状遺構と考えられ、 SA9と同様に

目隠塀のような機能が考えられる。

SA 11 (第38図）

B地区の中央部で検出された。その東西は調査区

外となって全長は不明であるが、 4間分 (9.6m、

2.4mの等間）が確認された。方位はE15°Sで、

S B15と約0.7mの間隔をおいて平行する。

柱穴出土遺物は細片のみで図化できるものはない

が、 SB15と平行することから平安時代末期のもの

と考えられる。

SA 12 (第38図）

SB 13の南側で検出された東西方向4間の柱列で

ある。全長は5.4m、柱問は1.35mの等間である。

その方位はE17°Sで、北側の SB13と2.0m離れ

て平行する。柱掘形は径20,....,__,30cmで、柱痕跡は確認

されていない。 SB14と切り合うが、新旧関係は判

然としない。

3 井戸

S E 1 (第42・43図 P139) 

B地区の西部、 SB12の南側で検出された。上部

は壁面が若干崩れ、不整形であるが、中位以下は壁

面がよく残る。規模は直径1.8m、深さ1.9mである。

底部は丸みを帯び、若干の礫が認められたが、石組

となるほどの大きさではない。また、曲物や板材な

どは確認されず、土層断面でも掘形は確認されなかっ

たことから、素掘りの井戸と考えられる。

埋土は 3層以下が検出面に似た褐色系の土、 1• 

2層が遺物包含層に近い黒色系の土で、遺物が比較

的多く出土した。

遺物 土師器小皿(180,....,__,185)には器壁の薄いもの

(180,....,__, 183)と、器壁が厚くて口縁部と底部の区別が

明瞭なもの(184,....,__,185)がある。 186は「て」の字皿

である。皿 (187• 188)の内、 187は口縁部が強いヨ

コナデで外反し、内面にハケ目が残る。 (189,....,__,192)

はロクロ成形の土師器である。杯(189・190)の底部

は若干突出する。台付椀(191)はハ字状の脚台部が

付く。台付皿(192)は灰白色で、底部に糸切り痕が

残る。

無釉陶器椀(193,.......,195)の内、全形の判明する193

は厚い器壁で口縁部は内湾する。 194は器壁が薄く、

灰釉陶器の可能性がある。小椀(196• 197)は体部で

屈曲し、口縁部は外反する。

瓦器 (198• 199)の内、椀(198)は小片のため口径

は不明であるが、口縁端部内面に沈線がある。

白磁碗(201)は非常に薄い器壁で、口縁部は外反

する。

銅製品(200)は、長さ1.7cm、幅1.3cmの峠形をし、

両側面下端付近が括れる。厚さは0.3,,_,__.,o. 7cmで、端

部全周を折り曲げ、括れの内側に径0.2cmの孔が0.6

cm問隔で開けられている。

A
 “

 

A
 

L 淡黒色粘質土
2. lと同じ
3. 黒色粘質土
4 褐色砂質土
5. Iと同じ

X. 
7. 珈

゜
2m 

6. 黄褐色砂質土 11. 6と同じ

7. 4と同じ 12. 淡黒色粘質土に黄色砂混
8. 4に淡黒色粘質土多く混 13. 灰色砂質土に粘土混
9. 1と同じ 14. 6と同じ
10. 4と同じ

第42図 S E 1実測図 (1: 50) 
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第11表遺物一覧表 7 (SE 1) 

No(報告） 計測値 (cm• g)  
整形・調整技法の特徴 胎上 燃成 色調 残存度 備考出土位置 器種

（登録） ロ径 底径 器高

180 B V'31 土師器
9.6 1.8 ロ縁部ヨコナデ。底部外面オサ工、内面ナデ。 密砂粒含む 良 浅黄橙 完形083~03 SEl 皿

181 B V初 土師器
9.5 1.9 

ロ縁部ヨコナデ。底部外面オサエ後ナデ、内面ナ
密

やや
浅黄橙 ロ縁5/8

082-01 SEl 皿 フ—.。 不良

182 B V切 土師器 (9.7) 1. 7 
ロ縁部ヨコナデ。底部外面ナデ・オサ工、内面ナ 密~1 mmの

並 にぶい橙 口縁1/4081-04 SEl 皿 ァ-・。 石含む

183 B V刃 土師器 (9.7) 2.2 
ロ縁部ヨコナデ。底部外面ナデ・オサエ、内面ナ

密 並 灰白 口縁1/3
081-06 SEl 皿 プ→-。

184 B V刃 土師器
(9 0) 1 5 

ロ縁部ヨコナデ。底部外面ナデ・オサ工、内面ナ やや粗 ~2 
並 淡橙 ロ縁1/4

081-02 SEI 皿 ァ~。 mmの石含む

185 B V'S/ 土師器 (11.0) (2  1) ロ縁部ヨコナデ。底部内外面ナデ。 密 並 灰白
ロ縁1/5

081-03 SEl 皿

186 B V刃 土師器
ロ縁部ヨコナデ。底部内外面ナデ。 密 並 浅黄橙

ロ縁2.5
151-04 SEl 皿 cm 

187 B V芍 土師器 (15. 0) 
口縁部ヨコナデ。底部外面ナデ・オサ工、内面ハ 密~2 mmの

並
淡黄

ロ縁5/8084-04 SEl JIil ヶ。 石含む 浅黄橙

188 B V'3/ 土師器 (18 .0) ロ縁部ヨコナデ。底部内外面ナデ。
やや粗 ~1 

並 にぶい橙 口縁1/8
081-05 SEl 皿 mmの石含む

189 B V'.Jl 土師器 (15 6) 8.3 3.5 ロクロナデ、底部外面糸切り。 密 並 灰白 底ロ縁部1/8 ロクロ成形
082-02 SEl 杯 1/2 

190 B V'Jl 士師器 (16.3) (10.0) 3.7 ロクロナデ、底部外面糸切り。 密 良 灰白 ロ縁1/2 ロクロ成形
083-02 SEl 杯

191 B V:rl 土師器 (8.7) ロクロナデ。
やや粗 -1 

並 灰白 脚部1/12 ロクロ成形
084-07 SEl 台付皿 mmの石含む

192 B V切 土師器
4.0 ロクロナデ、台底部糸切り。 密 並 灰白 台部完形 ロクロ成形

084-06 SEl 台付皿

193 B V切 無釉陶器
14.9 7 8 5 9 ロクロナデ、底部外面糸切り。 密 良 灰白 全体1/2083-01 SEl 椀

194 B Vj[ 無釉陶器
7.4 ロクロナデ、底部外面糸切り。自然釉あり。

密 ~4 mmの
良 灰黄 底部完存 灰釉陶器？

085-01 SEl 椀 小石含む

195 B Vj/ 無釉陶器
7.0 ロクロナデ、底部外面糸切り。

やや密 ~3 
並 灰白 底完部存ほぼ

084-01 SEl 椀 mmの石含む

196 B V沼 無釉陶器 (11.0) (7.2) 3.8 ロクロナデ、底部外面糸切り。
密~5 mmの

良 灰黄 全体1/3
085-06 SEI 小椀 小石含む

197 B V切 無釉陶器
5.4 ロクロナデ、底部外面糸切り。

密~1 mmの
並 灰白 底部1/2

084-03 SEl 小椀 石含む

198 B V'J7 瓦器
口縁端部内面に沈線、内外面ヘラ磨き。 密 並 灰白 ロ縁3cm 

085-07 SEl 椀

199 B V'3'/ 瓦器 5.8 底部外面ナデ、内面放射状のヘラ磨き。 やや密 並 灰白 高台完存
085-04 SEl 椀

200 B V'3/ 
銅製品 長 1.7 幅 1.3 0厚.3~0.7 

小鉤形で、両側面総括れる。端部折り曲げ、小孔
完形

085-05 SEl 2つあり。

201 B V刃 白磁 器壁薄く、口縁端部外折。内外面に漿状の文様あ
密 良 灰白 ロ縁3cm

085-08 SEI 椀 り。
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4 通路状遺構

SR 3 (第33図 PL17) 

A地区の西部SB 2・3と重複して検出された南

北方向の平行する 2条の溝で、その方位はN28°E

を示す。各溝はSB5梁行の西から 2間目と 3間目

の北延長に位置し、 SB5から北側への通路の側溝

と考えられる。

通路の幅（各溝底内側の傾斜変換線で計測）は、

2.4~2.5mで北側が若干開く。各側溝は幅0.2,~o.4

m、深さO.l,.-....,0.15m、東側溝は5.0m、西側溝は

3.5m確認した。また、部分的に底部がピット状に

落ち込むが、溝に伴うものかは不明である。

5 溝

SD  4 (第44• 45図 PL 25• 40,.-....,42) 

A地区の中央で検出された東西方向の溝で、東端

部は南に湾曲する。規模は東西18.0m、南北0.4,...___,

1.9m、深さ0.1,..___,0.2mで、南あるいは西側ライン

は比較的整っているのに対して北側は凹凸が多い。

SD5と一連でL字状になり、屋敷地内を北東に区

画する溝と考えられる。

埋土は単純で、下位に炭化物を多く含む暗灰色粘

質土、上部に暗灰色粘質土である。遺物は下位に多

く含まれている。

遺物出土状況 SD4西端の底面近くからは、や

や散漫な状態であるが、土師器皿の完形品を多く含

む一群が出土した。また、東端部では、床面からや

や浮いた状態ではあるが、碁石が24個 (245,.-....,268)

まとまって出土した。これらは、木製など何らかの

有機質の容器に入った状態であったと考えられる。

遺物 遺物は圧倒的に土師器が多く、黒色土器・

灰釉陶器・緑釉陶器・土錘の他に碁石などがある。

土師器皿(202,-....,224)の多くは、丸い底部から薄い

器壁で立ち上がり、口縁部が強いヨコナデで外反す

るもので、完形品の法量から口径12.1,-...., 13. 4cm器高

2.6,-....,3.0cmと口径15.O,..___, 15. 5cm、器高3.4,..___,3.6cmの

2群に分けることができる。 215は平底から直線的

に外上方に開く口縁部をもつもので、口縁部のヨコ

ナデは顕著でない。甕(227)は、口縁部を折り曲げ、

体部のハケ目は粗い。台付椀 (225• 226)の内、 225

はロクロ成形である。 226は断面二等辺三角形の高

台の大形品である。
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黒色土器椀(228)は、口縁端部内面に弱い沈線が

ある。 (229)は小型の壺形である。屈曲部と底部は

平行せず、何らかの付属品であろうか。

灰釉陶器(230"--237)の内、椀(230""'235)には、幅

広の三日月高台をもつもの(230・231)と、その退化

したもの(232"--235)がある。前者は折戸53号窯式期、

後者は東山72号窯式期に比定できる。また、 (234)

の内面には漆が付着しており、パレットとして使用

したと思われる。皿 (236• 237)も全形の判明する個

体ではないが、椀と同時期と考えられる。 237は内

面に墨痕があり、転用硯と考えられる。瓶(239)は

小形長頸瓶と思われる。

緑釉陶器皿(238)の口縁部はわずかに外反し、厚

い底部の外面には糸切り痕が残る。折戸53号窯式期

の尾張または美濃産である。

士錘(240""'243)は寸胴な形のものが多く、孔径は

0.5cm以下である。

鉄製品(244)は、断面方形で鉄釘と思われる。

碁石(245,----.,268) 黒石(245,..___,255)は黒色粘板岩製

である。白石に比べて形が整っているものが多いが、

(249)はいびつで磨き残しの感がある。白石(256"-'

268) は水晶製で、 256,...__,258• 260には気泡をやや多

く含む。 257• 260・264・268はやや小さく、黒石と

比べると特に周縁部にザラザラした部分の残ってい

るものが多い。大きさは、白石・黒石ともほぼ同じ

で径l.46,,____,l .66cm 、厚さ 0.61~0.84cm、重さ 2.0,----.,

3.6gである。

SD 5 (第44• 46図 PL24・42) 

8D4の南東で検出された南北方向の比較的短い

溝である。 8D4と一連でL字状になり、屋敷地内

を北東に区画すると考えられる。全長10.2m、最大

幅2.2m、深さ0.3mである。西側は直線的で東側が

膨らみ気味である。

遺物 遺物には土師器・須恵器・黒色土器・灰釉

陶器・緑釉陶器があるが、小片がほとんどである。

土師器皿(269,----.,273)は、丸い底部と強いヨコナデ

外反するものがほとんどである。 269は口縁部が直

線的で、端部に油煙が付着し灯明皿として使用され

ている。台付皿(274)は高台がハ字状に開き、底部

の器壁は薄い。甕(276)は口縁端部を折り返し、ハ

ケメは粗い。 275は口縁部つまみ上げるもので、時
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第12表 出土土器構組成表 1 (井戸・溝）

遺構名 S E 1 

器種 器形破片数比率（％）

土師器杯・椀・皿 607 60. 04 i 
甕・鍋 257 25.42: 

ロクロ成形 147 14.54: 
: 89.39 

その他 0 0 : ・-----------------------------------___________ , 
小計 1,011 100.00 i 

黒色土器直・皿

鉢

甕-----------------------------------------------, 
小計 0 Oi 

須恵器 I杯 i 
甕

その他 ！ ・----------------------------------------------" 
小計 0 0 i 

灰釉陶器 I椀・皿

緑釉陶器 i!~: I 。| 。」
壺・瓶

その他
・・・・・・・・・・・  —• 一......・・・・・・-・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・, 

小計 0 0: 
無釉陶器椀．皿 105 100. 00 : 

鉢 0 0 [ 
・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・ ···--·-······-·····•·······, 
I」ヽH 105 100 . oo : 

その他 1嬰塩土器 。
瓦器（椀） 15 100.00 

清郷型鍋 。. . . ・-. . .... ... ー・・・・・・・・・・............. , 
Iヽ舌 15 100.00 : 

計 1,131合

゜

40 93. 02 

3 6. 97 

0 0 ・・・-------------
43 100.00 

10 30.30 

23 69. 69 

0 0 
-------------------
33 100.00 

o I 
83 93. 26 j 

6 6. 74 : 
----------・・--------------~ 
89 100. 00 : 

6 100.00: 
＇ 

0 0 ! 
0 0 ! 
・・-------------—-, 6 100.00 : 

' 

゜

゜

9.28 

1.33 

~ 0.07 i 
9 0.62 : 
・-iー一，蒻o・・hoo―."00・1

二
0
1
9
0
1
如

2.00 

S D 5 
破片数 1比 率 c%)  I破片数↑ 比D 率6(%) 

1. 22 1. 97 

100. 00 1,650 

2.61 

5.39 

0.36 

゜
1. 21 

100.00 

1,382 88.93 

169 10.88 

0 0 
: 86 .19 

3 0.19 
・---------------

1,554 100.00 

59 83 .10 j 

0 0 j 
＇ 

12 16.90 j 
-------・----------・ 
71 100.00 : ， 
6 27. 27 j 

13 59. 09 ! 
3 13.64 j -------------_____________ , 
22 100. 00 j 

90 90. 00 j 

10 10.00 : -------------_____________ , 
100 100.00 j 

38 100 .00 j 

o oi 
0 0 j 
・----------------→ 38 100. 00 : 

＇ 

I~ 

-------

゜
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期の遡るものである。

黒色土器A類の椀(277)は、口縁端部にわずかな

面をもつ。体部外面はヘラ削り後にヘラ磨き、内面

はヘラ磨き調整である。高台は断面三角形の低いも

のである。

280は時期の遡る須恵器平瓶の口縁部であろう。

灰釉陶器椀(281,....__,285)は、幅広の三日月高台のも

の(281)と、その退化したのもの(282,....__,285)がある。

緑釉陶器椀(289)は高台は幅広で、内面が窪み体

部は直線的である。皿(286)の口縁部は直線的で、

器壁は厚い。段皿(287)の口縁端部は水平方向に引

き出され、内面に低い段がある。耳皿(288)は耳部

の折り返しは弱く、高台は高く長い。折戸53号窯式

期の美濃産である。

SD 6 (第47図 P127) 

A地区の北部から東部にかけて検出された溝であ

る。幅0.4m、深さ0.lmで約64m確認した。

調査区北部では直線的に南北にのび、 SD7・8

が東西に分岐する。中央部では SD4・5と平行す

るように S字状に湾曲し、東側には垣根状遺構SA

7がある。東部ではSR1の方向を踏襲し、直線的

に東に延びる。 SD5より新しく、 SD6はSD7・ 

8と一連で、屋敷地を区画する溝と考えられる。

遺物 遺物は非常に少ないが、土師器や無釉陶器・

土錘などがある。

土師器杯(290)は平底で口縁部が直線的に延びる。

甕(295)は口縁部を折り返し、内外面にハケ目が残

る。台付皿(291)はロクロ成形で、台部には糸切り

痕が残る。無釉陶器椀田292)は口縁部が緩やかに外

~=-~。

、エ□，~1、

¥--7 こ ⑤ ① 293 294 

第47図 S06~9遺物実測図 (1: 4、297は1: 2) 

反し、藤澤編年の 3ないし 4型式に比定される。

SD 7 (第47図 PL26・42) 

A地区の北部で検出された東西方向の溝である。

幅0.4m、深さO.lmで、約36m確認された。東端近

くで約2.5m途切れており、出入口と思われる。

遺物 遺物は非常に少ないが、土師器や無釉陶器・

銅製品がある。小皿(296)は口縁部を欠くが、藤澤

編年の 8型式に相当する。銅製品(297)は幅1.6cmの

小判状をしている。厚さ0.1cm以下と非常に薄く、

端部を折り返している。片面には菊花状と同心円状

の文様が刻印されている。

SD 8 (第47図）

A地区の北西部で検出された、 8D6の北部から

西へ分岐する溝である。 8D6と共に SB 1を囲む

ように巡る。幅0.3m、深さO.lmで、 13.5mが検出

された。

遺物 遺物には土師器・黒色土器・灰釉陶器(298)・

土錘(299)などがある。

SD 9 (第47図）

A地区の北部で検出された、湾曲する溝である。

幅0.2m、深さO.lmで約 7m確認された。 SK6よ

り古く、土師器皿(300)や土錘(301・302)などが出

土している。

SD 10 

A地区の北西部で検出したものであるが、埋土は

不明確で溝状の落ち込みとするべきかもしれない。

幅0.5m、深さ0.lmで約14m確認された。切り合い

関係から、 SB1•SK5•SD6 より古い。図示

できる遺物はない。

史 96
ーニニ］言琴、

~10 
← ~, ← ,,,,., 297 ◎ 299 

文ーー一ここdo
0 51cm 
I I I I I I I 

゜ 20cm ◎ 301R302 
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第13表遺物一覧表 8 (SD4) 

No(報告） 計測値 (cm• g) 
整形・調整技法の特徴 胎上 燃成 色調 残存度 備考出士位置 器種

（登録） ロ径 底径 器高

202 A L2B 土師器 12 8 2.6 ロ縁部ヨコナデ。底部外面オサ工、内面ナデQ 密 並 悶 ほぼ完形
086-03 SD4 JIil 

203 A L28 士師器 12.6 2.9 
ロ縁デ部ヨコナデ。底部外面オサエ、内面オサエ・

密 並 悶 ほぼ完形
086-07 SD4 皿 ナ。

204 A L沿 上師器 12.8 3 0 
ロ縁部ヨコナデ。底部外面オサ工、内面オサエ・ 密~3 mmの

良 灰白 ロ縁3/4
086-03 SD4 lill ナデ。 小石• 砂粒含

205 AL~ 土師器 (13 0) (3 0) ロ縁部ヨコナデ。底部外面ナデ・オサ工、内面ナ やや密 並 灰浅黄白橙 ロ縁1/3
088-04 S04 皿 丁—?。

206 A I臨 土師器
13 1 2.9 ロ縁部ヨコナデ。底部外面オサ工、内面ナデ。 密 良 悶 ロ縁3/4

086-06 SD4 皿

207 A Lお 土師器 12.7 2.8 ロ縁デ部ヨコナデ。底部外面オサ工、内面オサエ・ 密 良 浅灰黄白橙 ほぼ完形
086-05 SD4 IIll ナ。

208 A L2:l 土師器 12 8 2.7 
ロ縁部ヨコナデ。底部外面ナデ・オサエ、内面ナ

やや密 並
橙

完形
087-02 SD4 皿 T-・ o 灰白

209 A L:?B 士師器 13 4 2.8 ロ縁デ部ヨコナデ。底部外面オサ工、内面オサエ・
密~2 mmの

良 悶 完形
090-04 8D4 皿 ナ。 小石含む

210 A Kお 土師器 (13. 7) 3 0 
ロ縁部ヨコナデ。底部外面ナデ・オサエ、内面ナ

やや密 並 灰白 ロ緑1/4
088-02 SD4 IIll プ_,。

211 A Kお 土師器 (13 7) 2.5 口縁部ヨコナデ。底部内外面ナデ。 やや密 並 岱品 ロ縁1/4
087-04 SD4 皿

212 A K凶 士師器 15.0 3.4 口縁部ヨコナデ。底部外面オサ工、内面ナデ。 密 良 灰白 ロ縁3/4
086-02 SD4 皿

213 A K29 上師器 (13. 7) 3.0 
口縁部ヨコナデ。底部外面ナデ・オサ工、内面ナ

やや密 並 灰白 ロ縁1/4
088-03 S04 皿 ァ~。

214 A Kal 土師器 15.5 3.6 口縁部ヨコナデ。底部外面オサ工、内面ナデ。 密 並
淡橙

完形
086-01 SD4 皿 灰白

215 A K凶 土師器
11. 7 2.2 lJ縁部ヨコナデ。底部外面オサ工、内面ナデ。 密 並 浅黄橙 ロ縁3/4

086-04 SD4 lID. 

216 AL~ 土師器 (14.2) 3 0 
口縁部ヨコナデ。端部に内傾面あり。底部内外面

やや密 並
灰白

ロ縁1/4
088-01 SD4 皿 ナデ。 淡橙

21 7 A 0ぉ 土師器 (11 8) 3 3 ロ縁部ヨコナデ。底部内外面ナデ・オサ工。
やや粗 ~2 

並 灰白 ロ縁1/4
089-05 SD4 皿 mmの砂粒含む

218 A Kお 土師器 (12.8) 2.5 口縁部ヨコナデ。底部内外面ナデ・オサ工。
やや粗 ~2 

並 灰白 ロ縁1/3
091-05 SD4 llil mmの砂粒含む

219 A Lお 土師器 (12. 2) 口縁部ヨコナデ。底部外面ナデ・オサ工。
やや密 ~2 

並
淡橙

ロ縁1/5
089-04 SD4 皿 mmの砂粒含む 灰白

220 AMお 土師器 (12 8) 2.5 
口縁部ヨコナデ。底部外面ナデ・オサ工、内面ナ

やや密 並 灰浅黄白橙 ロ縁1/4
087-03 SD4 皿 プ—―•o 

221 A N沿 土師器 13.3 3.0 
口縁部ヨコナデ。底部外面ナデ・オサ工、内面ナ

やや密 並 灰白 ほぼ完形
087-01 SD4 皿 プ一ー‘。

222 A 0ぉ 土師器 (13.6) ロ縁部ヨコナデ。底部外面ナデ・オサ工。 やや粗 並 橙 底部1/4
089-03 SD4 皿

223 A 0~ 土師器 (13.0) 2 9 ロ縁部ヨコナデ。底部内外面ナデ・オサ工。
やや粗 ~2 

並 灰褐 ロ縁1/4
089-01 SD4 IIll mmの砂粒含む

224 A 0ぉ 土師器 (15.0) 2.9 口縁部ヨコナデ。底部外面オサ工、内面ナデ。 やや粗 並 灰白 ロ縁1/5
087-05 SD4 皿

225 A L凶 土師器 8.6 ナデ、底部外面糸切り。 密 並 浅黄橙 底部完存 ロクロ成形
090-02 SD4 台付椀

226 A Mお 土師器 (11 0) ナデ。 やや密 並
浅黄橙

高台1/4
091-03 SD4 台付椀 灰白

227 A Kお 土師器
ロ縁部ヨコナデ。体部外面タテハヶ、内面ナデ。

やや密 ~1 
並 灰白 頸部5cm 

091-02 SD4 甕 mmの砂粒含む

228 A Lお 黒色土器 15 8 8 3 5.3 
ロ縁部ヨコナデ、端部弱い沈線。体部外面ヘラ削

密 並
浅黄橙

口縁3/4
090-01 SD4 椀 り、内面ハケ後ヘラ磨き。 淡橙

229 A Nお 黒色土器 (3.8) 屈底部曲部は底端部と平行しない。屈曲部ヨコナデ。
密 並 橙 ロ縁1/4 付属品か

151-05 SD4 小壺？ 外面ハケ、内面ヨコナデ。

230 A Lお 灰釉陶器 (16. 8) (8.0) 5 7 灰釉漬け掛け。体糸部外面ロクロ削り、内面ロクロ
密-1 mmの

良 灰白 ロ縁1/4
090-05 SD4 椀 ナデ。底部外面切り。 砂粒を含む

231 A 0ぉ 灰釉陶器 (8.3) 体部～底部外面ロクロ削り後ナデ内面ロクロナデ。 やや密 良 灰白 底部1/4
092-02 SD4 椀

232 A Nお 灰釉陶器 6.3 体部内外面ロクロナデ。底部外面糸切り。 密 良 灰白 完底部存ほぼ
092-03 SD4 椀

233 A Kお 灰椀釉陶器 7.1 体部内外面ロクロナデ。底部内外面糸切り。
密~2mmの

良 灰白
底部ほぼ

092-01 S04 砂粒微量含む 完存

234 A Kお 灰椀 釉陶器 6.0 灰釉漬け削掛け。体部内外面ロクロナデ。底部外面
密 良 灰白 底部2/3 内面漆付着

090-06 SD4 ロクロ り。

235 A Kお 椀灰釉陶器 8.0 体部内外面ロクロナデ。底部外面ロクロ削り。
密 ~2mmの

良 灰白 高台2/3
090-03 SD4 小石• 砂粒含

236 A Nお 灰釉陶器 7 .1 
灰釉漬け掛け。体部内外面ロクロナデ。底部外面 やや密 ~2 

良 灰白 底部完存
092-06 SD4 皿 ロクロ削り。 mmの砂粒含む

237 A Nお 灰釉陶器
6 6 ロクロナデ。 密 良 灰白 底部3/4 転用硯

092-05 SD4 fill 

238 A Nお 緑釉陶器 (10.0) 6.0 2.5 底部外面以外施釉。ロクロナデ、底部外面糸切り。 密 良
（釉）

底部3/4
扁台IIBcl-2 

132-06 SD4 皿 10Y6/6 東海系産

239 A 0お 灰壺釉陶器 (8.0) ロクロナデ。
密 ~1.5mm 

良 灰白 底部1/3
091-01 SD4 の砂粒微量含

240 A Kお 土土製錘 品 長 4.9
幅 2.6肌径 0.9 ナデ。 やや粗 良 黒 一部欠 黒斑あり

086-10 SD4 重31.0

241 A・Nお 土製品 長重 5 . 8 幅 2.9汎径 06 ナデ。
やや粗 ~l 

良 暗灰 完形
091-04 SD4 土錘 52 3 mmの砂粒多い

242 A Kお 土製品 重長 5 5 幅 3.0孔径 0.9 ナデ。 やや粗 良 褐灰 一部欠
086-09 SD4 土錘 32.0 

243 A Kお 土製品 長一
幅 2.6汎径 0.8 ナデ。 粗 良 黒 一部欠

086-11 SD4 土錘 重340 
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第14表遺物一覧表 9 (SD4•5) 

No(報告） 計測値 (cm• g) 
出土位置 器種 整形・調整技法の特徴 胎上 燃成 色調 残存度 備考

（登録） ロ径 底径 器高

244 A Lお 鉄製品
長一

幅 0.5
断面方形。 釘頂残存089~06 SD4 釘 ~0 6 

245 A 0お 石製品
径15.6 厚 6.2 重 2.5 黒色粘板岩。擦痕あり。 完形093-01 SD4 碁石

246 A 0お 石製品
径161 厚 67 重 3.0 黒色粘板岩。 完形093-02 SD4 碁石

247 A 0ぉ 石製品
径156 厚 6.5 重 2.7 黒色粘板岩。擦痕あり。 完形093-03 S04 碁石

248 A 0お 石製品
径16.0 厚 7.2 重 2.7 黒色粘板岩。 完形

093-04 SD4 碁石

249 A 0お 石製品
径16.9 厚 7.0 重 2.8 黒色粘板岩。やや不整形。 完形

093-05 SD4 碁石

250 A 0ぉ 石製品
径15.8 厚 7.6 重 2.9 黒色粘板岩。 完形

093-06 SD4 碁石

251 A 0お 石製品
径16.6 厚 6.2 重 3.0 黒色粘板岩。擦痕あり。 完形

093-07 SD4 碁石

252 A 0ぉ 石製品
径16.0 厚 7.7 童 3.1 黒色粘板岩。 完形

093-08 SD4 碁石

253 A 0お
石碁製石 品 径16.5 厚 6.8 重 30 黒色粘板岩。断面レンズ状。 完形093-09 SD4 

254 A 0ぉ
石碁製石 品 径161 厚 78 重 31 黒色粘板岩。 完形093-10 SD4 

255 A 0お 石製品
径16.4 厚 63 重 2.6 黒色粘板岩。 完形

093-11 SD4 碁石

256 A 0ぉ 石製品
径15.6 厚 8.0 重 3.1 水晶。 完形093-12 SD4 碁石

257 A 0ぉ 石製品
径14.6 厚 6.9 童 2.5 水晶。 完形

093-13 SD4 碁石

258 A 0お 石製品
径15.6 厚 7.5 重 2.9 水晶。 完形093-14 S04 碁石

259 A 0ぉ 石製品
径16.0 厚 7.2 童 2.9 水晶。 完形

093-15 8D4 碁石

260 A 0ぉ 石製品
径15.3 厚 7.8 重 2.9 水晶。周縁部ザラザラしている。 完形

093-16 SD4 碁石

261 A 0ぉ 石製品
径152 厚 6.6 重 2.5 水晶。 完形

093-17 SD4 碁石

262 A 0お
碁石製石 品 径162 厚 7.8 重 3.5 水晶。周縁部一部欠。 ほぽ完形093-18 SD4 

263 A 0ぉ 石製品
径15.0 厚 6.6 重 22 水晶。周縁部一部欠。 ほぼ完形093-19 SD4 碁石

264 A 0ぉ 石製品
径14.8 厚 70 重 2.5 水晶。 完形

093-20 SD4 碁石

265 A 0ぉ 士師器
径16.2 厚 84 重 3.6 水晶。 完形

093-21 SD4 碁石

266 A 0お 石製品
径161 厚 8.1 重 32 水晶。 完形093-22 S04 碁石

267 A 0お 石製品
径16.9 厚 6.1 重 2.5 水晶。 完形

093-23 SD4 碁石

268 A 0ぉ 石製品
径14.8 厚 6.9 重 2.0 水晶。 完形

093-24 SD4 碁石

269 A 000 土師器 (12. 0) 
ロ縁部ヨコナデ。底部内外面ナデ。口縁端部に煤 やや粗 ~1 

並
淡橙

口縁1/4 灯明皿095-04 SD5 皿 付着。 mmの砂粒含む 灰白

270 A P31 土師器 (12.8) 3.2 ロ縁部ヨコナデ。底部外面オサ工、内面ナデ。
やや密 ~1 

並 灰白 u縁2/5095-03 SD5 皿 mmの砂粒含む

271 A P31 土師器
12.8 2.5 ロ縁部ヨコナデ。底部外面オサ工、内面ナデ。

やや粗 ~1.5 
並
淡橙

ロ縁5/6095-06 SD5 皿 mmの砂粒 浅黄橙

272 A P32 土師器 (13.5) ロ縁部ヨコナデ。底部外面ナデ・エ具、内面ナデ。
やや粗 ~1.5 

並 灰白 ロ縁1/4095-01 S05 皿 mmの砂粒

273 A P31 土師器 (13.5) 2.9 
ロ縁部ヨコナデ。底部外面ナデ・オサ工、内面ナ やや密 ~1 

並
にぶい黄

ロ縁1/3095-02 S05 皿 プ~。 mmの砂粒 橙

274 A 031 土師器 (7.8) ナデ、ヨコナデ。
やや粗 ~I 

並 明褐灰
脚台部

096-02 8D5 台付椀 mmの砂粒 2/5 

275 A P31 土師器 (12. 0) 口縁部ヨコナデ。体部外面タテハケ、内面ナデ。
やや密微砂

並 褐灰 ロ縁1/5096-01 SD5 甕 粒

276 A 031 土師器 (14.6) ロ縁部ヨコナデ。体部外面タテハケ、内面板ナデ。
やや密 ~l 

並
灰白

口縁1/5095-07 SD5 甕 mmの砂粒 淡橙

277 A 03> 黒色土器
15.6 8.4 5.0 

ロ縁部ヨコナデ。体部外面ヘラ削り後ヘラ磨き、 粗~5 mmの
並
橙・灰白 口縁1/2

109-01 SD5 椀 内面ヘラ磨き。底部外面ナデ。 石・砂粒多い 黒 底部2/3

278 A 031 土製品 長 4.1
幅 2.3孔径0.9 ナデ。

粗~5 mmの
並 黒褐 ほぼ完形096-09 SD5 土錘 重13.2 小石• 砂粒

279 A P31 鉄製品
長(3.7) 幅 0.6 厚 03 断面長方形。先端は細くなり、変形。 不明151-03 SD5 釘

280 -A P32 灰釉陶器 (11.6) ろくろナデ。
やや密 ~1 

並 黄灰 ロ縁1/7096-08 8D5 瓶 mmの砂粒

281 A P31 灰椀釉陶器 (8.0) ロクロナデ。
密~1 mmの

良 灰白 高台2/5096-06 8D5 砂粒

282 A P32 灰釉陶器 (5.7) ロクロナデ。底部内面糸切り。
密~2 mmの

良 灰白 高台1/3096-07 SD5 椀 砂粒

283 A P32 灰釉陶器 (6.8) ロクロナデ、底部外面糸切り。
やや密 ・~1.5 良

灰白 高台1/3096-05 SD5 椀 mmの砂粒

284 A 03:l 灰釉陶器 (6 8) ロクロナデ、底部外面ロクロ削り。
密~1 mmの

良 灰白 高台1/2096-04 SD5 椀 砂粒

285 A 032 灰釉陶器
7.2 ロクロナデ。底部内面ナデ、外面糸切り。

やや密 ~1 
灰白 高台完存096-03 S05 椀 mmの砂粒 良
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第15表遺物一覧表10(溝）

No(報告） 計測値 (cm• g)  
出土位置 器種 整形・調整技法の特徴 胎土 燃成 色調 残存度 備考

（登録） ロ径 底径 器高

286 A P31 緑釉陶器 (12.2) 6.8 2 5 
ロクロ削り、底部内面トチ痕あり。底部外面以外

密 良
（釉） ロ縁1/6 高台IIBe 5 

094-02 SD5 皿 施釉。 10Y5/4 高台1/2 尾張・美浪産

287 A P32 緑釉陶器 (13.0) 全面に施釉。 密 良
（釉）

ロ縁1/10
133-03 SD5 広縁段皿 5GY6/6 

288 A P32 緑釉陶器 (5.8) 
ロクロ削り、ヘラ磨き、底部外面糸切り後ナデ。

密 良
（釉） ロ縁1/6 高台IIBe 3 

094-01 SD5 耳皿 全面に施釉。 7. ⑬ 6/2 高台1/2 東海系産

289 A P31 緑釉陶器 (6.8) 
ヘラ磨き。底部内面にトチ痕あり。底部外面以外、

密 良
（釉）

高台1/2
高台IIBcl-2 

132-05 SDあ 椀 全面に施釉。 5GY7/4 東海系産

290 A Mお 士師器 (15.2) 2.7 
ロ縁部ヨコナデ。底部外面ナデ後オサ工、内面ナ やや粗 ~2 

並 浅黄橙 ロ縁1/4
097-03 SD6 杯 プ`―•。 mmの石• 砂粒

291 A R32 土師器 (4.2) ロクロナデ。底部外面糸切り。
密~1 mmの

並 灰白 台部1/10 ロクロ成形
098-03 SD6 台付 llil 小石含

292 A 032 無釉陶器 (16.0) ロクロナデ。
密 ~1.5mm 

並
灰白

ロ縁1/8
098-02 S06 椀 の小石• 砂粒 灰黄

293 A Lお 士製品 長 4.6
幅 19 肌径 0.6 ナデ。

密 ~1.5mm 
並 灰白 一部欠

099-01 SD6 土錘 重147 の小石極微量

294 A N3l 七製品 長 4.5
幅 2.3肌径 0.5 ナデ。

やや粗 ~4 
並 灰白 一部欠

099-03 SD6 土錘 勇20.2 mmの小石含

295 A Lお 土師器 (18.2) ロ縁部ヨコナデ、オサ工。体部外面粗いタテハケ、 やや粗 ~1.5 
並 灰白 ロ縁1/9

097-01 SD6 甕 内面ヨコハケ。 mmの小石含

296 A Tお 無釉陶器 (7 8) 4.0 (1.4) ロクロナデ、底部外面糸切り。
やや粗 ~2 

並 灰白 底部完存
100-03 SD8 小皿 mmの石含

297 A 0お
銅嬰品 長一 幅ー

厚01 小判形、端部折り返し。上端に同心円状、菊花状
101-04 SDB ~0.3 刻印。

298 A Hお 灰釉陶器 (12.0) ロクロナデ。灰釉漬け掛け。 密 並 灰白 ロ縁1/8
100-02 8D7 皿

299 A Hお 土陶錘製品
長 43 

幅 2.0孔径 0.8 ナデ。
やや粗 ~3 

並 灰白 完形
101-01 SD7 璽22.6 mmの石

300 A 024 士師器 (13.6) 2.3 ロ縁部ヨコナデ。底部外面オサ工、内部ナデ。 やや密 並 浅黄橙 ロ縁3/8
100-04 SD9 皿

301 A 0汲 土製品 長 4.6
幅 21 孔径 0.7 ナデ。

やや粗 -o 3 
並
にぶい黄

完形
101-02 SD9 土錘 重143 mmの石含 橙

302 A 024 土製品 長 54 
幅 2.3孔径 0.7 ナデ。

粗 ~0.5mm 
並 にぶい橙 完形

101-03 SD9 土錘 重22.9 の石含

303 A L:D 灰釉陶器 (7.8) 底部外面ロクロ削り、内面ロクロナデ。 密微砂粒含 良 灰白 高台1/5
108-03 SF4 椀

304 A L3:J 
土土錘製品

長 4.5
幅 1.5訊径 0.3 ナデ。

やや粗 -1.5 
並
灰白

完形
108-09 SF4 重 9.4 mmの砂粒含 褐灰

6 焼土坑

SF 4 (第48• 49図 PL26) 

A地区の南西部、 SB5北東部で検出された焼土

抗である。全長1.8m、幅0.7mの隅丸長方形状で、

その主軸はN26°Eを示す。北から1/3程の東西壁

がよく焼けており、特に西壁はオーバーハングして

いて天井部が存在したと思われる。埋土下層は炭化

物層である。床面の北部中央には15cm大の石材があ

り、その周囲には小石が散在していた。床面はこの

大形石材のある部分が最も深く、 20cmを残し、南北

両側に次第に浅くなる。

遺物 遺物には、土師器や灰釉陶器、土錘などが

ある。灰釉陶器椀(303)は、底部外面をロクロ削り

するが、高台の形状から東山72号窯式期と考えられ

る。土錘(304)は長さ4.5cm、重さ9.4gである。
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7 土坑

土坑は31基検出された。 A地区では中央から北東

部、区画溝の外側（北または東側）にその多くがあ

る。廃棄士坑がほとんどと考えられる。全体に出土

遺物が少なく、時期決定は困難なものが多いが、切

合い関係や埋土などから、 SD4•5 に先行するも

のにはSK 3·9• 10• 11• 18がある。

以下、特徴的な土坑に関して記述する。それ以外

は一覧表（第17表）を参照されたい。

SK 3 (第50図 PL27・43) 

A地区の中央で検出された東西1.5m以上、南北

3.9mの不整形の土坑で、中央部は一段下がり、深

さ0.5mとなる。切合い関係から SD4より古い。

遺物は埋土下層の黒色粘質土に多く、中央最深部

でほぼ完形の黒色土器椀(307)が正位置で、その南

西から黒色土器鉢(308)が出土とした。

遺物 須恵器杯(305)は、一見土師器と思わせる

焼成不良品である。口縁部の器壁は厚く、直線的に

のびる。底部は雑なロクロ削り調整である。

黒色土器 (307• 308)はいずれも A類である。椀

(307)の口縁部は肥厚し内湾する。外面はヘラ削り、

内面はヘラ磨き調整する。鉢(308)は、球形の体部

と短く外反する口縁部からなり、体部外面をヘラ削

り、内面をヘラ磨き調整する。

緑釉陶器椀(306)の高台端面は窪み、底部内面に

は太い凹線がある。

SK 4 (第50図 PL43) 

A地区西部で検出された東西2.8m、南北2.2m、

深さ0.2mの不整形な土坑である。遺物は埋土下層

の黒色粘質土から多く出土している。

遺物 遺物は小片がほとんどで、全形の知りうる

ものはない。土師器皿(309,,___.,317)は、丸い底部から

内湾気味に立ち上がり、口縁端部を強いヨコナデに

よって外反させる。体部外面には指押さえ痕が残る。

黒色土器甕(318)はいわゆる B類に相当するもの

で、短い口縁部と球形の体部からなり、外面をヘラ

削り調整、内面をヨコハケ調整する。

灰釉陶器(319,...____,321)には、底部外面にロクロ削り

を施す (320) と、糸切りのままの (319• 321)がある。

東山72号窯式期に相当する。

第16表 出土土器構組成表 2 (土坑）

遺構名 S K 3 

器種 器形破片数比率（％）

土師器杯・椀・皿 428 88.43 

甕・鍋 56 11. 57 

ロクロ成形 0 0 
: 89.46 

その他 0 0 ----------------------------------
,jヽ言t 484 100 .00 

黒色土器椀．皿 14 60 .87 

鉢 9 39 .13 : 4. 25 

甕 0 0 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.......................... 
,jヽ言十 23 100 .00 

須恵器 1杯 2 28. 57 

甕 5 71.46: 1.29 

その他 0 0 
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緑釉陶器(322,...,___,324)は、いずれも椀である。 323

の直線的にのびる口縁部には輪花があり、底部内面

には三又トチン痕と凹線がみられる。東山72号窯式

に下る可能性がある。 324の底部内面には、粗いヘ

ラ磨きが顕著に残る。

SK 5 (第52図 PL43) 

A地区北部で検出された長径3.5m、短径1.9m、

略楕円形の上坑である。切合い関係から SDlOより

新しい。

遺物 土師器皿 (325• 326)は、丸い底部から内湾

する口縁は、端部が強いヨコナデで外反する。 327

はロクロ成形で、口縁部の立ち上がりは低く、肥厚

して端面をもつ。底部には糸切り痕が残る。

灰釉陶器 (328• 329)の内、 328の高台はつぶれた

三日月状で、灰釉が漬け掛けされている。 329は底

部外面をロクロ削りする。

緑釉陶器(330・331)の内、 331は、貼付高台の下

に糸切り痕が残り、焼成時の亀裂を補修している。

SK 20 (第51• 52図 PL27• 43) 

A地区の東部で検出された長径3.2m、短径2.3m

の楕円形状の土坑である。

遺物 土師器皿(332)は、平らな底部と直線的に

のびる口縁部からなり、外面には指頭圧痕が明瞭に

残る。

S K25 (第51・52図 P127) 

A地区の南部で検出された長径2.4m、短径1.6m

の楕円形の土坑である。切合い関係から SBll・

SD6より古い。

遺物 土師器fill(333)は口縁部は中位で屈曲し、

下位にはハケ状のエ具痕がある。

SK 7 (第52図）

A地区の北部で検出された長径4.2m、短径2.5m

の楕円形の土坑である。切合い関係から SD6・7

より新しい。

遺物 土師器台付皿(334)はロクロ成形で、底部

内面に一部ハケ目が残る。

S K23 (第51図 ・52 PL 27) 

A地区の東部で検出された長径3.9m、短径2.2m

の楕円形土坑である。切り合い関係から SK2• 

SR 1より新しく、 SK26より古い。

遺物 灰釉陶器椀(335)は体部底部脇に高台が貼

り付けられ、底部外面には糸切り痕が残る。
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S K24 (第52図 P143) 

A地区の南部、 SB5の南東で検出された。規模

の割に浅く、土坑より落ち込みとした方が良いかも

しれない。

遺物 灰釉陶器皿(336)は体部から底部にかけて

ロクロ削りし、灰釉が漬け掛けされている。

S K 11 (第52図 PL27・43) 

A地区の中央SD 4・5・6に挟まれる位置で検

出された。東西2.7m、南北2.9mの不整形な土坑

である。埋土はSD4に先行する SK9・10に近い。

遺物 緑釉陶器椀(337)は、底部外面に螺旋状の

緑彩を施す。折戸53号窯式期の尾張ないし美濃産で

ある。灰釉陶器耳皿(338)は、無高台で、底部外面

に糸切り痕が残る。土錘(339)は、長さ4.9cm口径

0.5g、重さ23.6cmである。

SK 26 (第51・52図 PL27• 43) 

A地区の東部で検出された長径2.2m、短径l.lm

の楕円形の土坑である。切合い関係から SK23より

新しい。
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~; ⑨ 
347 

＼二三三::

⑥ 

348 

て350 、~::

2
 
5
 
3
 ｀ヽ,' ,‘

 

>=- -=r~-7《353
O 20cm 

第53図 S K29~33遺物実測図 (1: 4) 

遺物 碁石(340)は黒石で、黒色粘板岩製である。

大きさなどは、 SD4出土例とほぼ同じものである。

S K 13 (第51• 52図 PL27• 44) 

A地区の東部、 SD4の東側で検出された。 1.3 

m前後の不整形な士坑である。

遺物 土師器甕(342)の口縁端部は、内側につま

み出されている。フイゴ羽口(343)は先端部径は推

定6cmで、先端部には若干鉄滓が付着している。

SK 6 (第52図）

A地区の北部で検出した東西5.6m、南北4.0mの

不整形な土坑である。一連のものとして検出したが

複数の土坑が切り合う可能性がある。

遺物 製塩土器(344)は、底部は粘土板一枚作り

で、口縁端部は粘土を 3段巻き上げている。内面を

ヨコハケ調整している可能性がある。

S K29 (第38• 53図 PL26) 

B地区の中央部、 SB13に伴う土坑である。東西

1.5m、南北3.6mでSB13の東側2X 1間分に収ま

る。略楕円形を呈し、底部は北側1/3が一段深くなっ

ている。

遺物 土師器皿(345)は器壁は厚く、口縁部は強

いヨコナデを施す。無釉陶器椀(346)は、やや長め

の三角高台が付く。藤澤編年の 4型式に相当する。

土錘(347・348)はいずれも細長いタイプで、孔径は

0.3~0.4cm である。

SK 30~32 (第39• 53図 P123) 

いずれも B地区の東部で検出された。 SK32は、

SB 15のいわゆる南東隅士坑に相当する可能性が高

い。これらは、切合い関係から SK30→ S K31→ 

S K32の順となるが、出土遺物から平安時代末期の

範疇に収まる。

遺物 無釉陶器(346・349・351)は、 349が高台が

三角形で古相を示す。小椀(350)は口縁部は直線的

である。土師器甕(352)は口縁端部を折り返し、体

部のハケ目はみられない。

SK 33 (第39• 53図 PL23) 

S K32の南側で検出された一辺1.5~2.lmほどの

隅丸方形土坑で、 SB16に伴う南東隅土坑の可能性

がある。

遺物 土師器甕(353)は口縁端部を内側に折り返

し、体部にハケ目はみられない。
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遺構名 地区名 平面形

SK3 A 030• 31 不整形

SK4 A l 29 不整形

SK5 A 127付近 略楕円形

SK6 A P25 不整形

SK7 A K26付近 楕円形

SK8 A M付近• N27 不整形

SK9 A M付近• N28 不整形

S KIO A M• N29 不整形

SKll A N29• 30 不整形

S K12 A O• P29 楕円形

S K13 A P• Q29 不整形

S K14 A Q29• 30 楕円形

S Kl5 A R29 楕円形

S K16 A T29 円形？

S K17 A T28•29 円形？

S K18 A 030 楕円形

S K19 A P30 楕円形

S K20 A Q30 楕円形

S K21 A Q• R30 円形

S K22 A R30 不整形

S K23 A P32付近 楕円形

S K24 A L• M32 楕円形

S K25 A 032 楕円形

SK26 A P32 楕円形

SK切 A S30 不整形

SKお A R31 不整形

S K29 B c 38• 39 楕円形

S K30 B e 40 不整形

S K31 B e 40 不整形

S K32 B e• f 40 楕円形？

S K33 B f 41付近 隅円方形

No(報告）
出土位置 器種

（登録）

305 A 031 須杯 恵器
108-05 SK3 

306 A 031 緑釉陶器
132-01 SK3 椀

307 A 031 黒色土器
102-02 SK3 椀

308 A 031 鉢黒色土器
102-01 SK3 

309 A Iお 土師器
104-06 SK4 皿

310 A Iお 土師器
104-05 SK4 皿

311 A Iお 土師器
105-06 SK4 皿

312 A Iお 土師器
105-05 SK4 皿

313 A I~ 土師器
104-03 SK4 皿

第17表土坑一覧表

規 模 出土遺物 時期 切合い

東西 1.5m以上、南北 3.9m。 土師器・須恵器・黒色土器・灰釉陶器・製
深さ 0.3~0.5m。 塩士器・炭化物

平安中期 ISD5より古

東西 2.8m、南北 2.2m。 士師器・須恵器・黒色土器・灰釉陶器・緑
深さ 0.2m。 釉陶器・製塩土器・フイゴ羽ロ・炭化物

平安後期 ，一

長径 3.5m、短径 1.9m。 土師器・黒色土器・灰釉陶器・緑釉陶器・
深さ 0.1~0.2m。 ロクロ土師器

平安 S DlOより新

東西 5.6m、南北 4.0m。
深さ 0.1~0.3m。 土師器・須恵器・灰釉陶器・清郷形鍋 平安 SD 7より古

長径 4.2m、短径 2.5m。
深さ 0.2m。 土師器・黒色土器・灰釉陶器 乎安後期-ISD6•8 より新

東西 1.9m、南北 3.2m。
深さ 0.lm。 土師器・須恵器・黒色土器・製塩土器 I平安 SK9より新

東西 4.5m、南北 2.9m。
深さ O.lm。 上師器•黒色土器・灰釉陶器 平安中期?ISD4•SK8 より古

東西 2.0m、南北 3.8m。
深さ O.lm。 土師器・灰釉陶器 平安中期 ?1S04•6 より古

東西 2.7m、南北 1.3m。 土師器・須恵器・灰釉陶器・緑釉陶器・フ
深さ 0.1~0.2m。 イゴ羽口

平安中期？，一

長径 2.7m、短径 1.3m。 土師器・須恵器・黒色土器 乎安
深さ 0.3m。

東西 1.3m、南北 1.2m。 土師器・黒色土器・灰釉陶器・製塩土器・
深さ 0.2m。 鉄製品・フイゴ羽口

平安中期 ，一

長径 2.9m、短径 1.8m。
深さ 0.2m。 士師器・黒色土器・灰釉陶器 平安

長径 1.2m、短径 0.8m。
深さ 0.lm。 土師器・須恵器 平安

東西 0.8m、南北 2.lm。
深さ O.lm。 土師器 平安

東西 1.8m、南北 2.4m。
深さ 0.2m。 土師器・須恵器・製塩土器 平安

長径 1.8m、短径 1.6m。 土師器・須恵器・黒色土器・灰釉陶器・製
深さ 0.4m。 塩士器・炭化物

平安

長径 2.0m、短径 0.9m。
深さ 0.2m。 土師器・緑釉陶器 平安

長径 3.2m、短径 2.3m。
深さ 0.2m。
直径 2.0~2.2m。
深さ 0.4m。
東西 2.5m、南北 1.7m。
深さ 0.4m。

土師器・須恵器・製塩土器

土師器

士師器・須恵器

長径 3.9m、短径 2.2m。 士師器・須恵器・黒色土器・灰釉陶器・ロ
深さ 0.2m。 クロ土師器

平安

平安

平安

平安

長径 1.9m、短径 1.5m。
深さ O.lm。 土師器・灰釉陶器 平安後期

SR 1より新

SR 1より新

SD5より古

SR1•SK2 より新、
S K26より古

備考

2つの土坑？

試掘坑で半壊

落ち込み？

長径 2.4m、短径 1.6m。
深さ 0.2m。 土師器・須恵器・灰釉陶器 平安中期? SB11• SD6より古

長径 2.2m、短径 1.lm。 士師器・須恵器・灰釉陶器・製塩土器・碁
深さ 0.2m。 石

平安後期 S K23より新

東西 2.lm、南北 1.6m。
深さ 0.3m。 土師器・須恵器・製塩土器 平安 SD3より新

東西 1.5m、南北 1.2m。
深さ 0.2m。 土師器・須恵器 平安 SD3より新

長径 3.6m、東西 1.5m。 土師器・須恵器・灰釉陶器・無釉陶器•土
深さ 0.1~0.2m。 錘

東西 1.0m以上、南北 3.lm
以上、深さ O.lm。 土師器・無釉陶器（灰釉陶器）

東西 1.2m以上、南北 3.lm 士師器・無釉陶器
以上、土師器・無釉陶器

東西 1.5m以上、南北 3.lm 士師器・無釉陶器
以上、深さ O.lm

ー変 1.5~2.lm。
深さ O.lm。 土師器・無釉陶器

第18表遺物一覧表11 (SK4) 

計測値 (cm• g) 
整形・調整技法の特徴

口径 底径 器高

(13.4) (8.5) 3.1 ロクロナデ。底部外面ロクロ削り。

(9.0) 全面に施釉、底部外面は薄い。高台凹線大きい。

16.5 7.5 4.8 
ロ縁部ヨコナデ。体部～底部外面ヘラ削り後ナデ、
内面ヘラ磨き。

(19.6) 
ロ縁部ヨコナデ。体部外面ヘラ削り後ナデ、内面
ヘラ削り後ナデ・ヘラ磨き。

(12.5) ロ縁部ヨコナデ。底部内外面ナデ。

(13.0) ロ縁部ヨコナデ。底部内外面ナデ。

(13.0) ロ縁部ヨコナデ。底部内外面ナデ。

(13 .0) ロ縁部ヨコナデ。底部内外面ナデ。

(13.0) 
ロ縁部ヨコナデ。底部内外面ナデ、外面ナデ・オ
サ工。

-69-

平安末期 I SB 14• 15とは不明

平安末期 S K31より古

平安末期
S K32より古
S K30より新

平安末期 S K31より新

平安末期 S011より古

胎士 燃成 色調

やや粗 ~1.5 
不良 にぶい橙

mmの砂粒

密 良
（釉）
10Y5/4 

密砂粒含 並
灰・黄橙
黒・黒褐

密 並
灰
黒

やや密 ~1 
並 灰白

mmの砂粒

密 並 浅黄橙

密 並 灰白

やや密 ~1 
並 浅黄橙

mmの砂粒少し

やや密 ~1 
並 浅黄橙

mmの砂粒少し

S B 13に伴う南
東隅土坑

S B 15に伴う南
東隅士抗？

S B 16に伴う南
東隅土抗？

残存度 備考

ロ縁1/8

高台1/4
高台IIBe 2 
美濃産

ほぼ完形

体部1/2

ロ縁2/3 黒斑あり

ロ縁1/4

ロ縁1/4

ロ縁1/4

ロ縁1/3



第19表遺物一覧表12(SK4•5 他）

No (報告）

（登録）
出土位置 I器種

計測値 (cm• g) 

ロ径 1 底径 1 器高
整形・調整技法の特徴 胎士 燃成 I色調 I残存度 備考

g
い
国
い

g
い
［
い

g
い

g
い
［
い
［
い
［
い
［
い
［
い

127
邸

127
紅

127
知

127
料

127
邸

127
闊

127
邸

ば

032
⑬

暉

幻

闊

g

g
⑬

⑬

Kll
⑬

Kll
⑬

Kn
唸

⑬

032
⑬

g
⑬

暉

饂

025
邸

澤

岡

澤

⑬

澤

⑬

澤

⑬

心

⑬

心

⑬

心

⑬

心

⑫

ぷ

A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
A
S
 

0
2
0
4
0
1
0
4
0
7
0
3
0
1
0
2
0
2
0
1
0
7
0
1
0
8
0
5
0
3
0
2
0
5
0
1
0
6
0
6
0
7
0
2
0
1
0
2
0
2
0
5
0
4
0
4
0
2
0
3
0
3
0
7
0
2
0
7
0
8
0
3
0
4
0
1
0
5
0
6
 

4
4
5
4
6
4
7
5
8
4
9
5
0
5
1
5
2
0
3
3
4
3
5
7
6
6
7
6
8
6
9
6
 0

0

 1
6
2
8
3
6
4
6
5
8
6
8
7
2
8
7
9
7
0
9
1
7
2
9
3
9
4
7
5
8
6
0
7
0
8
8
9
 0
 0

0

 1

0

2

0

3

0

 

1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
2
0
2
0
2
3
2
0
2
3
2
0
2
0
2
0
2
0
2
0
3
3
3
0
3
0
3
0
3
0
3
0
3
0
3
3
3
0
3
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
1
4
1
4
0
4
1
5
1
5
1
5
1
5
1
 

3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
 

器

器

器

器

師

師

師

師

土

皿

土

皿

土

皿

土

皿

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

土

陶

陶

陶

陶

陶

陶

器

器

器

陶

陶

陶

陶

器

器

器

皿

陶

陶

陶

陶

品

品

器

器

品

口

色

釉

釉

釉

釉

釉

釉

師

師

師

釉

釉

釉

釉

師

師

師

付

釉

釉

釉

釉

皿

製

錘

製

石

師

錘

師

製

羽

黒

甕

灰

椀

灰

椀

灰

椀

緑

椀

緑

椀

緑

椀

土

皿

土

皿

土

皿

灰

椀

灰

皿

緑

椀

緑

椀

土

皿

土

杯

土

台

灰

椀

灰

皿

緑

椀

灰

耳

土

土

石

碁

士

土

土

甕

土

輔

―

―

―

―

―

 

'

,

＇

,

＇

 

‘
.
'
ノ
、
~
‘
~
‘
~
‘
.
j

5
 

0
 

0
 

0
 

0
 

••••• 3

4

4

6

4

 

1

1

1

1

1

 

（

（

（

（

（

 

—, (8.0) 

2.s I口縁部ヨコナデ。底部内面ナデ、外面オサエ

(3.4l I口縁部ヨコナデ。底部内面ナデ、外面オサエ

(2.5J I口縁部ヨコナデ。底部内外面オサエ・ナデ。

ー ，口縁部ヨコナデ。底部内外面ナデ。

- , (7.0) , -

＿ ，ロクロナデ、底部外面ロクロ削り。

―,  (8.0), ― 

(14.0) , — 

(12.6) I 6.2 

7.4 

ヽ
~

1

4

8

0

4

 

．

．

．

．

．

 

―

-

5

6

6

8

8

 

（
 

'

,

 ‘.
_
／
‘
.
‘
l
,
 

0

0

0

 

．

．

．

 

3

4

8

 

ー

1（
（

 

―

―

 

'

,

 

ヽ
｀
＇
／
ヽ
_
ノ

7

2

 

．
．
 

3

3

 

1

1

 

（

（

 

7.2 

、
ヽ
ー
ノ
ヽ
‘
,
／

8

7

5

2

 

．

．

．

．

 

7

6

7

4

 

（

（

（

 

'

,

'

 

-

＿

-

径 1.7 愕0.6

~~ 部ヨコナデ。体部外面ヘラ削り、内面ヨコハ 1やや粗

やや密 ~1 
mmの砂粒少し

I不良 I灰白ロクロナデ、底部外面糸切り。

ロクロナデ、底部外面糸切り。

ー ，全面施釉。

ー ，口縁部ヨコナデ。底部外面ナデ後オサ工。

1.5 Iロクロナデ、底部外面糸切り。

ー ，ロクロナデ。底部外面以外に灰釉潰け掛け。

- 'ロクロナデ、底部外面ロクロ削り。

2.6 I口縁部～体部内面ヨコナデ。底部外面ナデ。

ー ，内面ナデ後ハヶ。外面ヨコナデ。

- 'ロクロナデ、底部外面糸切り。

長 4.1
重13.9
佃1.9I孔 o.6Iナデ。

重 2.7 黒色粘板岩。片面に擦痕あり。

長 4.9
重23.6
榔2.4I孔 o.5Iナデ。

(5. 8) I厚 2.0, — ナデ。端部に鉄滓付着。

やや密 -1  
mmの砂粒少し

並

やや密 - 1 
mmの砂粒少し

並

やや密 ~1 
mmの砂粒少し

並 浅黄橙

やや密 ~1 
mmの砂粒少し

並
灰白
浅黄橙

並 黄灰

密

密

密

4.6 I 
ロクロ削り、底部内面三又トチ痕あり。全面施釉、
底部外面藩い。輪花あり。

密

心。り、ヘラ磨き。内面三又トチ痕あり。全 1密

並
（釉）
2. ⑬ 6/8 

ロ縁1/8

良
（釉） 口縁1/8 高台IIBe 5 
5GY6/4 底部完存美濃産

良
（釉） 高台IIBe 3 
5GY6/4 

底部3/5
美濃産

ロ縁部ヨコナデ。底部外面オサエ・ナデ、内面ナ やや粗 ~1.5 浅黄橙
3.3 Iデ。 I mmの石• 砂粒 1並 灰白 ほぼ完形

密微砂粒含並 灰白

密~1.5mm 
の小石• 砂粒

並 灰白

密~2.5mm 
の小石含

並

密~1.5mm 
の小石含

並

高台内凹線大きい。全面施釉、底部外面は藩い。 密 ~ 2 mmの
＇内面トチ痕あり。 石含

良

ロクロ削り、底部外面糸切り。底部外面以外、全
面施釉。断面にドベ補修。

密微砂粒含並

3.0 I ロ縁部ヨコナデ。底部外面ナデ・オサ工、内面ナ やや粗 ~1 
デ、エ具ナデ。 I mmの砂粒含 I並

密微砂粒含 I並

ロクロ削り、ヘラ磨き。全面に施釉、底部朱面は
やや薄く、縁彩あり。内面トチ痕あり。 I密

灰白
にぶい橙

口縁2/5

儡 口縁1/4

良 I灰白

良 I灰白

浅黄橙

密~1.5mm 
の小石含

並

やや密 ~I 
mmの砂粒含

良 I灰白

ー ，ロクロナデ、底部内面ロクロ削り。灰釉潰け掛け I密 微砂粒含 I良 I灰白

2.2 Iロクロナデ、底部外面糸切り。底部外面以外施釉。 l密 微砂粒含 l並 I灰白

密微砂粒含 I並 ］醤

ロ縁1/5

ロ縁1/4

ロ縁1/2

底部112 I高台刻離

高台1/3

高台1/2

ロ縁1/6

底部1/4 ロクロ成形

灰白 高台3/4

悶 高台1/2

（釉）
10Y6/3 

高台1/2
高台IIBe 2 
東海系産

（釉）
7.5Y7/8 

謁台3/5 高台IIBcl-2 

浅黄橙
ロ縁～底
部1/2

ロ縁1/10

淡橙

にぶい橙
I脚部1/2

高台1/4

高台2/5

良 I（釉）7. おY7/2I高台3/4I 
高台IIBcl-2 
芙澄・近江産

ロ縁1/4

完形

ー ，完形

式摩志m
 

5

2

C

3

2

4

2

2

7

6

 

欠

5
 

即

即

部

即

印

形

部

片

即

印

印

釦

釦

口

端

底

口

高

完

一

小

口

高

裔

口

口

橙

潰

褐

灰

橙

し

し

し

褐

白

白

黄

白

灰

白

ぶ

ぶ

白

白

白

ぶ

白

灰

明

灰

灰

橙

浅

橙

灰

褐

灰

に

に

橙

灰

灰

灰

に

灰

灰

並

並

並

並

並

並

並

並

並

並

内

並

並

ー

ー

1

2

1

3

6

ー

の

5

の

の

い

5

8

1

7

門

3

5

[

7

い

～

含

～

含

～

5
～

含

～

含

～

含

～

含

～

含

～

含

粗

砂

～

含

～

砂

粗

砂

密

石

密

石

密

砂

密

石

密

石

密

石

粗

石

粗

石

石

や

の

粒

・

や

の

や

の

や

の

や

の

や

の

や

の

や

の

や

の

や

の

密

小

や

mm
粗

砂

粗

石

や

mm
や

mm
や

mm
や

mm
や

mm
や

mm
や

mm
や

mm
や

mm

サ

デ

オ

ナ面

デ

内

ナ

面

ケ

外

テ

デ

゜

タ

ナ

り

り

り

り

。

面

面

切

切

切

切

デ

外

内

糸

糸

糸

糸

ナ

部

部

面

面

面

面

部

体

底

外

内

外

外

体
。

部

部

部

部

。

。

デ

。

デ

底

底

底

底

デ

デ

ナ

ナ

充

充

充

、

コ

ナ

エ

ナ

、

コ

サ

コ

デ

ョ

ォ

ョ

ナ

ナ

ナ

ナ

デ

ヨ

部

・

部

口

。

。

ロ

ロ

ロ

ナ

部

縁

デ

縁

ク

デ

デ

ク

ク

ク

コ

縁

ロ

ナ

ロ

ェ

ロ

ナ

ナ

ロ

ロ

ロ

ヨ

口

1

1

4

3

7

 

＿
＿
一

一

御

御

2

5

2

 

ー

孔

孔

一

ー

□

口

闊

立

い

腿

―

―

ー

（

福

福

ヽ
~
ヽ
~
）

、_l,6

5

5

1

-

7

7

4

8

 

3

-

，
-

3

8

 

ー

＿

9

5

8

2

1

1

 

（

（

長

重

長

重

（

（

（

器

器

器

器

器

土

器

陶

品

品

陶

陶

陶

器

器

塩

師

釉

製

錘

製

錘

釉

釉

椀

釉

師

師

製

土

皿

無

椀

土

土

土

土

無

椀

無

小

無

椀

士

甕

土

甕

完形
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第20表遺物一覧表13(ピット）

No(報告） 計測値 (cm• g)  
出士位眉 器種 整形・調整技法の特徴 胎土 燃成 色調 残存度 備考

（登録） 口径 底径 器高

354 A L刃 上師器 (11.2) 2.9 ロ縁部ヨコナデ。底部内面ナデ・オサ工。
やや粗砂粒

不良
灰色

ロ縁1/4079-04 Pl 皿 少含 褐灰

355 A L'lJ 土師器 (15 7) ロ縁部ヨコナデ。体部外面タテハケ、内面ヨコハ やや密微砂
並 にぶい橙 ロ縁1/6079-04 P2 甕 ヶ。内面ヨコハヶ。頸部小孔あり。 粒少し含

356 B c~ 無釉陶器 (17 .4) (7  9) 5 5 ロクロナデ、底部外面糸切り。 やや密微砂
並
にぶい黄

高台1/3080-01 PS 椀 ロ縁部に自然釉。 粒含 橙

357 B Y38 無釉陶器
(8  4) 4.4 3 0 

ロクロナデ、底部外面糸切り。 やや密微砂
並 灰白

ロ縁1/6
080-02 P6 小椀 ロ縁部に自然釉。 粒少し含 底部完存

358 A N32 土製品 長 4.7
幅 1.0 孔径03 ナデu

やや密微砂
並 灰白 完形

080-08 P4 土錘 重 2.8 粒少し含

359 B a38 土製品 長 46 
幅 13 孔径03 ナデ。

やや密微砂
並 灰白 完形

080-07 P7 土錘 重 6.3 粒少し含

360 A 0冽 土製品 長 49 幅27 孔径08 ナデ。 やや粗微砂
並
灰白

完形
080-04 P5 陶錘 重 8.2 粒少し含 暗灰

361 A 031 土製品 長 4.0
幅 2.7 孔径07 ナデ。

やや粗微砂
並 暗灰 完形080-03 P3 土錘 菫168 粒少し含

362 A 131 緑火釉舎 陶器 全面に施釉。脚台部に方形または十字形の透孔。 密 良
（釉） 3 x 3 cm 

151-02 表土 5GY8/4 の小片

8 ピット出土遺物（第54・55図）

掘立柱建物や柱列としてまとまらないピットは多

数あるが、ここでは完形あるいは特徴のある遺物の

出土したピット出土遺物について記述する。

p 1出土の土師器皿(354)は、丸い底部とわずか

に外反する口縁部をもつ。 P2出土の土師器甕(355)

は、頸部に焼成後に径2cmの小孔が 1つ開けられて

いる。 PB出土の無釉陶器椀(356)は口縁部が外反

し、断面三角形の高台が付く。 P6出土の無釉陶器

小椀(357)は口縁部が直線的である。 P3・4・5・

7からは完形の土錘(358"'--'361)が出土している。

360は陶製である。 pg出士の緑釉陶器火舎(362)は

脚部に方形あるいは十字形の透孔がある。

口二~

ロニ/.
こ;,

0 360 

冒

€) 358 0 359 

◎ 361 

ー＿―-三~,

゜
20cm 

第54図 ピット出土遺物実測図(1:4、362は1: 2) 
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VII その他・時期不明遺構

Al 

_A_ 

—~---.,' 三〗-------

10 m 

SD  11 (第56図 P128) 

B地区の南東部で検出された河道である。調査区

が狭小のため全容は不明であるが、北側に湾曲する

左岸肩部の一部、長さ27.5mを確認した。深さは

1.7m以上で、埋土は下層が灰白色粗砂、上層が褐

色砂質土である。当初は水の流れは活発であったが、

次第に流量が減少したことが分る。また、 B地区北

壁土層断面にも砂礫層を埋土とする小規模な流路も

確認した。 SDllは、その規模などから旧安濃川の

本流と考えられる。

出土遺物は細片ばかりでしかも磨耗しているもの

が大半で時期は判然としないが、室町時代頃と考え

られる羽釜片があることや平安時代の遺物包含層を

切り込んでいることから、比較的新しい時期の河道

と考えられる。

炭化物集積（第57図 P 128) 

A地区の北西部、 SB 1の北側で検出された。東

西10.2m、南北3.4mの範囲で炭化物が認められた

が、面的に広がるものではなく、炭化粒が点的に確

認されたに止まる。炭化物は米が主で、集中する箇

所ではワラ状の炭化物もみられた。

炭化米はc14分析の結果、 A.D.590年(+360-330)

との年代が算出された。

噴砂（第57図 P 128) 

B地区の広い範囲で、下部遺構掘削中に検出され

た。噴砂はSDI埋土下位の黄褐色砂が約80cm上昇

したもので、幅は検出面で最大5cmである。その方

向は西部では東西方向を向き、東に行くに従って南

北方向になる。噴砂供給元のSDIの流水方向を示

していると考えられる。

噴砂は平安時代の遺構を破っていることが確認で

き、現代の床土まで達している。そこでは噴砂溝に

床土が落ち込む状態となっており、比較的新しい時

期のものと考えられる。

なお、付近では蔵田遺跡・替田遺跡で噴砂あるい

は地震に伴う地層の摺曲が確認されている。

第56図 $D11実測図 (1: 200) ・断面図 (1: 40) 
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第58図噴砂実測図 (1: 200)、断面図 (1: 20) 
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VIll 包合層•その他の遺物

明確に遺物包含層と呼べるものはB地区の東半部

にしか存在しないが、耕作土あるいは遺構検出中に

出土した遺物は、平安時代以前のものがほとんどで

あり、旧包含層に相当すると考えられる。ここでは、

後世の遺構・攪乱などに混入した遺物や試掘調査で

出土したものも一括して記述する。

1 A• B地区（第59,....__,61図 P L44,..___,49) 

古式土師器(363,....__,368) S字甕(363)は口縁部外

面に押引文がみられ、頸部内外面にヨコハケ調整さ

れる。甕(364)は口縁部は短く、球形の体部外面に

はタタキ目が残る。小形高杯(368)は脚部上端に櫛

描直線文があり、欠山式期の高杯と考えられる。他

に壺形のもの(366)がある。 365は手捏土器、 367は

土玉である。

須恵器(369,....__,374) 杯Gの身(369)は口縁部が短

く内傾する。杯Bの身(370)は、外面では底部とロ

縁部の屈曲が明瞭なのに対して内面では緩い。台付

盤(371)の口縁部は屈曲し、底部外面には糸切り痕

が残る。短頸壺(372)は口縁部を欠くが、非常に扁

平な体部である。甕(373)は平底で、外面にタタキ

目とヘラ削り調整がみられる。宝珠硯(374)は、陸

部と海部が断面三角形の内提で画されている。

土師器(375,....__,399) 杯・皿(375,....__,394)の内、 375

は内面に放射状・螺旋状の暗文がみられる。口縁部

が直線的に延びる376と377は、底部をヘラ削り後に

ナデ調整する。 378と379は、丸い底部と強いヨコナ

デによって外反する口縁部からなる。 380は器壁が

厚く、口縁部の外反もなく器高も低い。 331,....__,333は

ロ縁部のヨコナデが強く、器壁が厚い。 384と385は

椀状で口径の小さいものである。

皿(387)は底部外面をヘラ削りする。台付皿(386)

は長い脚台が付く。

ロクロ成形のもの(339,....__,394)には、小皿(389,....__,

392)や台付皿(393・394)などがある。

甑(388)は、推定底径12.6cmの小形品である。

甕(395,....__,399)は、口縁部内面が肥厚するもの(395)

から、口縁端部を折り返しハケ目を省略したもの

(398)まで連続的に認められる。
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黒色土器(400,...__,406) いずれも A類である。椀

(400~403) の内、 400には口縁端部内面に沈線がみ

られる。 401は体部の器壁が厚く、断面三角形の高

台が付く。 402はやや長めの高台が付く。 403は灰釉

陶器椀を模倣した椀と考えられ、モデルは折戸53号

窯式期のものであろう。

鉢A(404・405)は外面をヘラ削り調整、内面を板

ナデ調整する。鉢B(406)は口縁部の小片で、口径

は27cm前後であろう。類例の少ないものである。

瓦器(407・408) いずれも椀である。 407は口縁

端部内面に沈線がみられ、内外面とも密にヘラミガ

キ調整する。 408の底部内面には、まばらな平行暗

文がある。

灰釉陶器(409,...__,428) 出上量は比較的多いが、全

形の判明するものは少ない。椀(409,...__,419)には、三

日月形高台のもの(409・410)、幅広の三日月高台の

もの (411,...__,413) 、その退化したもの (414• 415)、高

い高台の深椀(416,...__,418)がある。黒笹90窯式期から

百代寺窯式期まであるが、量的には東山72号窯式期、

次いで折戸53号窯式期の例が多い。 413底部の墨書

は「為」であろうか。 419の内面には朱が付着して

いる。

皿(420,...__,424)には折縁皿・段皿などもあり、時期

的には椀とほぼ同様であろう。

小瓶(425)は頸部を欠き、破断面を研磨し再利用

している。手付瓶(426)は焼成不良で乳白色である。

その他に、瓶類の底部(427)や壺類の底部(428)があ

る。

緑釉陶器(429,...__,448) 器種は椀・皿類がほとんど

であるが、特殊なものとして蓋や手付瓶・香炉・香

炉蓋・花瓶などがある。

時期的には折戸53号窯式期のものがほとんどであ

るが、黒笹90号窯式期に遡る狭縁段皿(442)・蓋

(443)のような良品もある。産地は美濃産あるいは

美濃または尾張産のものがほとんどで、近江産の可

能性のあるものも少量ある。

446は花瓶の脚部としたが、台付椀などの脚部の

可能性もある。 445は手付瓶の把手部分である。下
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部に剣離面があり、肩部との接合部分であろう。

444は口径8cm前後と想定される蓋である。 445は香

炉蓋で透孔があり、外面には陰刻花文を施す。香炉

(447)は脚台部の破片である。

無釉陶器(449"-'460) 図示したものは全てB地区

出土で、 A地区からはほとんど出土していない。

椀(449,...__.,453)は口縁部が外反し、三角高台のもの

(449)と、口縁端部の外反がなくなり潰れた三角高

台のもの(450"-'453)がある。前者は藤澤編年の4型

式、後者は同 5型式に相当する。小椀(455,........,460)は

全て藤澤編年の4型式に相当するが、口径・器高の

縮小した458"-'460は新段階と考えられる。 458は片

口部が付く。鉢(454)は体部外面をヘラ削りする。

清郷型鍋(461----..,464) 全部で6点出土しているが、

散発的な出土である。鍔部が水平にのび、口縁端部

の内傾面の広いもの(461)から鍔部が下降し短く、

ロ縁頂部に幅の狭い面をもつもの (463• 464)とその

中問的なもの(462)がある。

製塩土器(465・466) 破片は相当量あるが、図示

できるものは少ない。 465は推定口径17.2cmで、器

壁は厚い。乎安時代以降のものである。 466は器壁

が薄く、器高は6.4cm前後である。奈良時代に遡る

可能性がある。

白磁(468,...___,471) 468は器壁が薄く、口縁端部が

小さな玉縁状となるので、森田・横田編年の I類に

相当する。県内では斎宮跡で出土している。 469は

玉縁口縁をもつもので、本来の口縁部はもう少し立

つと思われる。森田・横田編年叫7)N類に相当する。

470・471は底部片で、 471の外面には連弁文がある。

瓦(472) 平瓦の端部である。凹面には糸切り痕

と布目が一部に残り、端部はヘラ削りされる。凸面

には縄目が残る。他に瓦片は11点あるが、いずれも

小片で散発的な出土である。

石製品(473) 長さ6.95cm、幅1.45cm、厚さ0.5cm

で、全体に丁寧に研磨され、側面の一部に沈線があ

る。用途は不明である。

銅製品(474) 幅約2mmの板状のものの片側を1/3

ほど折返し、一端を湾曲させている。全体を復元す

ればU字形となるであろう。折返し部の隙間は 1,..__, 

2 mmと非常に薄く、何らかの表装であろうか。

円形加工品(467) 半分ほどしか残っていないが、
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天目茶碗の底部を利用した円形加工品である。削出

し高台で、内面に鉄柚を施す。

五輪塔(475) A地区の南部で検出中に出士した。

組合式五輪塔の空・風・花輪部が一石で作られたも

ので、空輪部が欠損している。風輪部は比較的小さ

く、火輪底部には径約8cmの水輪との柄孔がある。

石材は砂岩である。

土錘(476,---.__,520) 調査区の全域から出土している

が、 A地区の北～東部、 B地区の東部にその分布の

中心がある。前者は廃棄土坑の多い部分で、後者は

平安時代末期の建物の集中する箇所である。ここで

は完形あるいはほぼ完形のもの45点を図示した。

ここでは形態を重視して分類した。一応以下の 3

類に分けたが、中間的な要素を含むものも多く、厳

密にその区別は難しい。

1類(476,---.__,504)は、中央部が膨らみ両端が締まっ

たもので、全長2.0,,....__,3.lcmである。 2類(505,---.__,508)

は、中央部の膨らみがなく寸胴なものである。 505・

506は孔径が0.8,,....__,0.9cmと大きく、曳網用の可能性

がある。 3類(509,---.__,520)は細長い形のもので、全長

1.2,,....__,3.0cmと小形のものが多い。

2 C 地区（第62• 63図 P L29• 50) 

C地区は遺構が全く検出されず、耕作土直下の灰

色系砂質土から、 A地区と同時期か若干新しい時期

の遺物が出土した。灰色系砂質土を除去した面は東

西で約11cm、南北で約9cmの比高差あり、南西から

北東に緩やかに傾斜する地形と考えられる。また、

その下には灰色系粘質土が厚く堆積することからも

後背湿地であったと考えられ、居住には不向きな場

所であったことが推測できる。

遺物は平安時代から鎌倉時代のものが大半で、土

師器や灰釉陶器・緑釉陶器・無釉陶器・土錘・銭貨

がある。また、弥生時代の石鏃や古墳時代の土師器・

須恵器もあるが、量は極めて少ない。

土師器(521,---.__,524・526,---.__,528) 小皿(521,---.__,524)には、

器壁の薄いもの(521)、器壁の厚いもの(522,---.__,524)

がある。 (523)は口縁部を強くヨコナデする。ロク

ロ成形のもの(524)もある。甕(526,---.__,528)の内、 526

は非常に厚手でものである。

黒色土器(525) A類の椀の底部で、小さい三角高

台が付き、内面をヘラ磨き調整する。
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灰釉陶器(532"-'534) 534は深椀で、体部から底部

をロクロ削りする。 532と533は、底部に糸切り痕を

残す。

緑釉陶器(529・530) 529は美濃あるいは尾張産の

椀で、折戸53号窯式期のものである。 530は手付瓶

で、把手が肩部と接合する部分であろう。

小椀(531)は断面二等辺三角形の高台と薄手のロ

縁部をもつ。小皿(535'"'-'541)は、底部が突出して、

内面の屈曲のないもの(535・536)と、内面に屈曲の

あるもの (537~541) がある。 540の底部外面には

「三」、 541の底部外面には「0」の墨書がある。

無釉陶器(531・535,...__,547) 椀(542,...__,54 7)は口縁端

部が外反するもの(542)から、体部が直線化したも

の(546)まで連続して認められる。 547の底部には、

土錘(548) 中央の膨らむ形で、全長6.2cm、重さ

26.4 gである。

銭貨(550)北宋銭で祥符通宝（初鋳1,009年）である。

石鏃(549) 凸基有茎式の石鏃である。

「X」の墨書がある。

第21表 遺物一覧表14(包含層他 1)

No(報告） 計測値 (cm• g)  
出土位置 器種 整形・調整技法の特徴 胎土 燃成 色調 残存度 備考

（登録） 口径 底径 器高

363 A P32 上師器 (18.6) ロ縁部外内面面に刺突列文。肩デ部外面タテハケ後ヨコ やや粗 並 灰白 頸部1/5ll 1-03 表士 甕 A4 ハヶ。 ヨコハケ・ナ 。

364 A L34他 土師器 (13 8) ロ縁部ヨコナデ。体部外面タタキ・ハヶ。体部内
やや密 並

明褐灰 ロ縁ー音〖
111-02 表土 甕 C 面ハヶ・ナデ。 灰白 体部1/4

365 B V芍 土師器 2.3 1.5 2.2 ナデ。 密 並
にぶい黄

ロ縁2/3 S E 1混人082-04 (SE 1) 手捏 橙

366 A 131 土師器
ナデ。 密 並 灰白 体部1/2111-07 表土 小形壺

367 B V切 土製品 径 2.0
ナデ。 密 並 黄灰 1/2 SE 1混入

082-03 (SE 1) 土玉 ~2 2 

368 A R31 土師器 杯部内外面ヘラ磨内き面。ナ脚デ柱。状部外面に櫛描直線文・ やや粗 並 灰白 脚部1/2
111-05 表士 小形高杯 羽状刺突列文。

369 B X切 須杯恵H器 (12 0) ロクロナデ。 やや粗 良 灰白 ロ縁1/4111-02 包

370 B a:B 須恵器 (17 0) (13 0) 4 2 ロクロナデ、底部外面ロクロ削り後ロクロナデ。 密 良 灰白 ロ縁1/8113-04 包 杯 B

3 71 B a:I} 須恵器 (14.0) 7.2 2.5 ロクロナデ、底外面糸切り。 密 良
灰黄

高台完存 転用硯113-06 包 台付盤 にぶい橙

372 A Nお 須短 恵器 ロクロナデ、底部外面ロクロ削り。 含密 微砂粒を 良 青灰色 体部1/3 SD4か128-08 試 頸壺

373 B a没 須甕 恵器 (16.0) 乎底。体部外面タタキ・ヘラ削り、内面板ナデ・ 密砂粒~Immの 良 暗灰黄 底部1/4114-01 包 ナデ。 少し含

374 A Nお 須恵器 ！ 6 x 8 cm 
128-07 誤 宝珠硯

陸部と海部の境界に断面三角形の内堤。 密 良 灰白
の破片

S04か

375 B WSl 土師器 (10 8) 2.6 ロ縁部外ヨコナデ。体部外面ヘラ磨き、内面暗文。
やや粗 ~3 

並
にぶい橙

ロ縁1/5117-08 包 杯 底部面ヘラ削り。 mmの石• 砂粒 橙

376 B 幅 土師器 (13.4) 3.1 
ロ縁部2段ヨコナデ。底部外面ヘラ削り・ナデ、

やや粗 並
浅黄橙

ロ縁1/2115-02 包 杯 内面ナデ。 にぶい橙

377 B b40 士師器 (12.8) 3.4 
口端部ヨコナデ。底部外面ナデ・オサ工、内面ナ

やや密 並 橙 ロ縁1/5115-03 包 杯 プ-。

378 表A土Qお 土師器 12 8 2.5 
ロ縁部ヨコナデ。底部外面ナデ・オサ工、内面ナ

やや粗 並 浅黄橙 ほぼ完形115-01 皿 プ-。

379 A Nお 土師器
13.2 2.7 

ロ縁部ヨコナデ。底部外面ナデ・オサ工、内面ナ
密微砂粒含 並 淡橙 ほぼ完形 SD4か116-01 誤 皿 プ-・。

380 B 岡 土師器 (12.1) 2.6 デロ縁。部ヨコナデ。底部外面オサエ・ナデ、内面ナ やや密 並 浅黄橙 ロ縁2/5115-06 撹乱 皿

381 B y汲 土師器 (11 8) 2.6 
ロ縁部～底部内面ヨコナデ・ヘラ磨き。底部外面

やや密 並
にぶい橙

ロ縁1/5117-04 包 皿 ナデ・オサ工。 浅黄橙

382 B V切 土師器 (10.4) 2.4 
ロ縁部ヨコナデ。底部外面ナデ、内面ナデ・板ナ

やや粗 並 灰白 ロ縁1/4115-08 包 皿 ァ-喝。

383 A Iお 土師器 (9.1) 1. 7 ロ縁部ヨコナデ。底部内外面ナデ・オサ工。 やや密 並 悶 口縁1/3117-05 表土 皿

384 A Iあ 土師器
8 3 1.9 ナデ・オサ工。 やや密 並 灰褐 完形

117-02 表土 皿

385 B d41 土師器
8.5 2.1 ナデ。口縁端部に煤付着

やや粗 ~2 
並 浅黄橙 完形 灯明皿117-01 誤 皿 mmの石• 砂粒

386 B X切 土師器 (7.8) ナデ・ヨコナデ。 やや密 並 浅黄橙 台部1/6117-06 包 台付椀

387 B b40 土師器 (13. 5) 1.8 ロ縁部ヨコナデ。底部外面ヘラ削り、内面ナデ。 やや密 並 浅黄橙 ロ縁1/3
115-04 包 皿

388 B d40 土師器 (12.6) 外面タテハケ、内面ヘラ削り。 やや粗 並 灰白 底部1/6118-01 包 瓶

389 A 125 土師器 (9.4) 5.6 1.6 ロクロナデ、底部外面糸切り。
やや粗微砂

並
浅黄橙 ロ縁1/4

ロクロ成形
118-03 表土 皿 粒少し含 褐灰 底部完存

390 A 125 土師器
9 6 5.5 1.7 ロクロナデ、底部外面糸切り。 やや密 並 浅にぶ黄橙い橙 ほぼ完形 ロクロ成形118-02 表士 皿
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第22表 遺物一覧表15(包含層他 2)

No(報告）

（登録）
出七位磁 I器種

計測値 (cm• g) 

ロ径 1 底径 1 器高
整形・調整技法の特徴 胎士 燃成 I色調 残存度 備考

391 A 125 土師器
118-04 表士 皿

392 B b39 土師器
118-05 包含層 皿

393 B c41 土師器
118-07 包含層 台付椀

394 B b39 土師器
118-08 包含層 台付皿

395 B a39 士師器
121-03 包含層 甕

396 B X:'6 土師器
119-01 包含層 甕

397 A 125 土師器
120-02 表土 甕

398 A e40 土師器
121-02 包含僭 甕

399 B W. 切 上師器
120-01 撹乱 甕

400 A 12) 
123-03 表十

401 A 12) 
122-01 表士

402 A Mぁ
122-02 表土

403 A 000 
122-04 表士

404 A 000 
123-01 表土

405 A Nお
116-07 試

406 A Lお
123-04 表土

407 I B Y40 I瓦器
134-08 包含層 椀

408 B a没
134-07 包含層

409 A Q24 
100-01 現代溝

410 A S31 
124-08 表士

411 A S27 
125-07 表土

412 B b38 
127-05 包含層

413 A Lぁ
126-05 表士

414 A Nお
128-02 試

415 A Qお
125-03 表土

416 A Nお
128-04 試

417 B Y沿
124-01 包含層

418 A Jお
124-02 表土

419 B c沿
151-06 (SKお）

420 A L28 
127-07 表土

421 B a沿
127-08 包含層

422 A Nお
128-01 誤

423 B e40 
127-01 包含層

424 B X切
127-02 包含層

425 B e40 
140-01 包含層

426 A Nお
128-09 試掘坑

427 A S:Ji 
127-12 誤

428 A K33 
112-01 表土

429 A 0お
130-03 表士

430 A P32 
132-07 試掘坑

器

器

器

器

器

土

土

士

上

土

色

色

色

色

色

黒

椀

黒

椀

黒

鉢

黒

鉢

黒

鉢

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

皿

器

器

器

器

器

器

器

器

器

陶

陶

陶

陶

陶

陶

陶

陶

陶

陶

陶

陶

皿

陶

段

陶

陶

陶

陶

陶

瓶

陶

陶

陶

陶

器

釉

釉

釉

釉

釉

釉

釉

釉

釉

釉

釉

釉

縁

釉

縁

釉

釉

釉

釉

瓶

釉

付

釉

釉

釉

釉

瓦

椀

灰

椀

灰

椀

灰

椀

灰

椀

灰

椀

灰

椀

灰

椀

灰

椀

灰

椀

灰

椀

灰

椀

灰

折

灰

広

灰

皿

灰

皿

灰

皿

灰

小

灰

手

灰

瓶

灰

壺

緑

椀

緑

椀

(8.5) I 4.8 I 1.5 Iロクロナデ、底部外面糸切り。

ー ， 5.4 I ― |ロクロナデ、底部外面糸切り。

— , c 8.7) I - Iロクロナデ。

ー ， 5.9 I ― |ロクロナデ、台底部糸切り。
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(15.7), -

ー ，口縁部ヨコナデ。体部外面オサ工。

＿ ，口縁部ヨコナデ。体部外面タテハケ、内面ナデ。

ー ，口縁部ヨコナデ。体部外面オサ工、内面ナデ。

ー ，口縁部ヨコナデ。体部外面ハケ、内面ヨコハケ。
密~1.5mm 
の小石・微砂

並

，口縁部ヨコナデ。体部外面ヘラ削り、内面ヘラ磨

き。
やや粗 並

4.0 I ロ縁部ヨコナデ。体部外面ヘラ削り、内面ヘラ磨やや粗 ~2  並
き。 mmの砂粒含

ー ，底部外面ナデ、内面ヘラ磨き。
やや粗 ~3  
mmの砂粒含

並

ー ，底部外面ナデ、内面ヘラ磨きか。

ー ，口縁部ヨコナデ、体部内外面ナデ。

＿ 口縁部コナデ。体部外面ヘラ磨き、内面ヘラ磨き やや粗 ~1.5I並
＇後ナデ。 mmの砂粒含

ー ，口縁端部に沈線。体部内外面ヘラ磨き。 密

- , 5.9 I - I底部内面に平行暗文。外面ナデ。

06.9) I c s.o) I 4.4 Iロクロナデ、底部外面ロクロ削り。

- , (7.3) , -

7.2 

04.4) I c 6.3J I 4.o Iロクロナデ。口縁部灰釉漬け掛け。

— , c 7.8J I - Iロクロナデ、底部外面糸切り。

- 'ロクロナデ、灰釉漬け掛け。

c 9.2) I c 4.oJ I 2.1 Iロクロナデ。灰釉潰け掛け。

04.4) I c 6.o) 

05.0l I c 7.4) 

04.5) I 7.5 

—, 7.0 

- , (5.5) 

(9.0) , -

(14.2) , ― 

- , 7.0 

悶町、；。ナデ。体部外面オサ工、タテハケ、内 1屈石五 1mmの I並 Iにぶい橙 1口縁1/8

ロ縁部ヨコナデ。体部外面ナデ後ヘラ削り、内面

板ナデ。
Iやや密

- 'ロクロナデ。底部内面平滑。

- 'ロクロナデ。頸部に把手接合。

- , (9.8) I - Iロクロナデ、底部外面糸切り。

- , (15.o) I - I外面ロクロ削り、内面ロクロナデ。

ー ，輪花あり。口縁部全面に施釉

やや密

やや粗

やや密

やや粗

やや粗 ~1.5 
mmの小石含

並

密~2 mmの
小石・微砂粒

並

やや粗 ~4 
mmの小石含

I並

やや粗 -2.5 
mmの砂粒含

I並

密

やや密

密

- , (6.5) ロクロナデ、底部外面ロクロ削り。体部内外面施

釉。
密微砂粒含良

灰白

明縁灰
高台1/3

- , (7.0) ー ロクロナデ、底部外面糸切り。内面に墨痕。
密-1 mmの
砂粒含

良 灰白 高台usI転用硯
ロクロナデ、底部外面ロクロ削り後ナデ。体部内

外面に施釉。
Iやや密

ロクロナデ、底部外面糸切り。体部内外面に施釉。 1
密~1.5mm 
の砂粒含

I良 I灰白

密

- , (6.8) ー ロクロナ―・底部外面糸切りア、 密~1 mmの 灰白
砂粒含

良
褐灰

高台1/3

ー， (6.0) -
ロクロナデ、底部外面ロクロ削り。体部内外面施

釉。
密 良灰白高台1/4

, (9.4) ロクロナデ、底部外面ロクロ削り。
密~1 mmの
砂粒含

良灰白 高台2/5

密微砂粒含 I良 I灰白 I高台1/4

密

密

3.1 I 
ロクロナデ、底部外面糸切り。口縁部内面のみ灰

釉漬け掛け。
密 良灰黄

2.8 I 
ロクロナデ、底部内外面ロクロ削り。口縁部内外

面灰釉漬け掛け。
密 良灰内

2.2 Iロクロナデ、底部外面ロクロ削り。
密~1 mmの
石含

良 灰白

密

並
灰白 口縁3/8
褐灰 底部1/2

ロクロ成形

並 灰白
底部ほぼ
完形

ロクロ成形

並 浅黄橙 底部完存ロクロ成形

並 I灰白 I台部完存 Iロクロ成形

浅黄橙

にぶい橙
ロ縁1/4

にぶい橙

灰褐
ロ縁1/8

浅黄橙

にぶい橙
ロ縁1/10

にぶい橙 口縁1/8
淡橙

暗灰

浅黄橙
ロ縁1/8

暗灰 口縁1/3
灰白 高台完存

暗灰

浅黄橙
高台2/3

灰
浅黄橙

高台完存 1灰釉陶器椀写
し

並
暗灰

浅黄橙
ロ縁1/5

並
浅黄橙

暗灰
ロ縁1/2 I SD 4か

暗灰
口縁7cm 
の破片

良 I灰白

並灰白

並灰白

良 Iにぶい黄
橙・灰白

！高台1/3

良 I灰白 I高台1/10

並 I灰白

良 I灰白 1口縁1/8

良 I灰白

(6.2J Iロクロナデ。体部外面に施釉。頸部破断面を研磨。 I密 微砂粒含 I良 I淡黄

密

やや密

密

ロクロ削り、底部外面糸切り、高台内面凹線あり。

全面に施釉、底部外面は薄い。内外面トチ痕。
I密

不良 I灰白

ロ縁1/6

底部ほぼ
完存

高台1/5

高台112I 底部外面に墨
書「為」か

3 x 2 cm I内面に朱付着
の小片 S K29混入

高台1/3

ロ縁1/4 I s D 4か

口縁1/4
高台1/2

高台1/2 転用硯か

体部1/2

ロ縁1/4
頸部完存

ISD4か

良 I灰白 I高台1/6 I SD 4か

やや密 ~3  
mmの砂粒少し

I良 I灰白 I底部1/4

良
（釉）

10Y7/8 
口縁1/7

良
（釉）

7.5Y6/4 
高台3/4 1高台IIBcl-1 

東海系産
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第23表 遺物一覧表16(包含層他 3)

No(報告） 計測値 (cm• g) 
出土位置 器種 整形・調整技法の特徴 胎土 燃成 色調 残存度 備考

（登録） ロ径 底径 器高

431 A Lお他 緑釉陶器
(9  0) 高台内面凹線大きい。底部外面以外に全面施釉。 密 良

寧 .5GY
高台1/4

高台 IIBe 1 -
131-08 表士 椀 5/4 2 

432 A Iお 緑釉陶器 (7 4) ロクロ削り、内外面ヘラ磨き、底部外面糸切りか。 やや密 ~3 
良
寧 .5G

高台1/3
高台IIBe 4 

130-06 表士 椀 全面に施釉、 トチ痕あり。 mmの石含 5/4 美濃・近江産

433 A 0ぉ 緑釉陶器 (11.9) 全面に施釉。 やや密 良
佃lOY

ロ縁1/8
130-04 表士 椀 6/8 

434 A Nお 緑釉陶器
(11 2) (7 2) 4.5 全面に施釉、底部外面は薄い。 密 良

螂 Y
高台1/3

高台IIBe 4 
128-06 試 椀 7/5 東海系産

435 表A土Qお 緑釉陶器 (10.8) (5.9) 3.0 
ロクロ削り、内外面ヘラ磨き。全面施釉、底部外

密 良
螂 Y

高台1/8
高台IIBe 2 

131-07 椀 面は薄い。 4/2 尾張・美濃産

436 表A土Qお 緑釉陶器 (7.8) ロクロ削り、薄高い台。内面の凹線大きい。全面に施釉、 密-2 mmの 良
⑯ lOY 

高台1/3
高台IIBe 2 

131-04 椀 底部外面は 石含 6/5 美濃産

437 A 0お 緑釉陶器 (11.3) (6.6) 4.3 
ロクロ削り、底部内面ヘラ磨き。全面に施釉、底

密 良
亭 .5GY

裔台1/2
高台IIBe 3 

129-01 表士 椀 部外面は薄い。 トチ痕・重焼き痕あり。 5.5/ 尾張・美濃産

438 A pお 緑釉陶器 (7.8) ロクロ削り、ヘラ磨き。全面に施釉、底部外面は 密~2 mmの
良
螂 Y

高台1/5
高台IIBe 3 

131-03 表土 椀 薄い。 トチ痕・重焼き痕あり。 砂粒含 8/2 尾張・美濃産

439 A I'lJ 緑深釉椀 陶器 (18. 0) 8.8 7.2 
ロクロ削り、底部内面ヘラ磨き。全面に施釉、底

密 良
佃lOY

高台1/2
高台IIBe 4 

129-02 表土 部外面は薄い。 5.5/2 美濃産か

440 A R3l 緑椀 釉陶器 ロクロ削り、底部外面糸切り。 密 良
佃lOY

休部1/4131-01 表 5.5/2 

441 AL~ 緑釉陶器 (11.7) 6.5 2.2 ロクロ削り、ヘラ磨き、底部外面糸切り。全面に 密~2 mmの 良 佃IOY 高台完存
高台IIBe 5 

131-02 表土 皿 施釉、底部外面は薄い。 トチ痕あり。 石含 4.5/4 尾張・美濃産

442 A Nお 緑釉陶段 器 ロクロ削り、ヘラ磨き。全面に施釉。 密 良
寧 5Y

体部1/5
高台IIB b 3 

132-04 誤 狭縁皿 8 5/4 猿投産

443 A H31 緑釉陶器 (6 5) 全面に施釉。底部外面に糸切り。 密 良
釦 5Y

底部1/2
高台IIBe 2 

132-03 表士 皿 5 5/6 尾張or美濃産

444 AN~ 緑釉陶器 (7.6) 全面に施釉。 密 良
寧 .5GY ロ縁1.5 

猿投産
133-06 試 蓋 7/4 cm 

445 A 0お
緑香釉炉陶蓋 器 外面に陰刻花文、透孔あり。 密 良

釦 .5GY 2 x 2 cm 
美濃産か

129-03 表士 4.5/ の小片

446 A Nお 緑釉陶器
ナデ、側面ヘラ削り。剣離。 やや密 良

螂 Y 4 x 6 cm 
131-09 表土 手付瓶 9/4 の破片

447 A 03'.l 緑釉陶器
ヘラ磨き、全面に施釉。 密 良

釦 .5GY
底部1/6

129-04 表土 香炉 8/10 

448 AMお 緑釉陶器 (7.8) 全面に施釉。 密 良
暉lOY

脚部1/8
台付椀の脚台

151-01 表土 花瓶 6/8 部の可能性も

449 B c40 無釉陶器 (16.0) 7.5 5.3 ロクロナデ、底部外面糸切り。高台に籾殻圧痕。
やや密 ~8  

良 灰白 扁台完存
136-04 包含層 椀 mm の石• 砂粒

450 A e40 無釉陶器 (17.1) 9.4 4 2 ロクロナデ、底部外面糸切り。
やや粗 ~1 

良 灰白 高台1/2
136-02 包含層 椀 mmの砂粒多い

451 B y没 無釉陶器 (17 5) 8.8 5.3 ロクロナデ、底部外面糸切り。高台に籾殻圧痕。
やや粗 ~2 

並
にぶい黄

高台1/2
137-04 包 椀 mmの砂粒多い 橙

452 B e41 無釉陶器 (16 2) (8.0) 5 4 ロクロナデ、底部外面糸切り。高台に籾殻圧痕。
やや粗 ~1.5 

良 灰白 高台1/3
136-01 包 椀 mmの砂粒多い

453 B d40 無椀釉陶器 (17 5) 8.8 5.4 ロクロナデ、底部外面糸切り。高台に籾殻圧痕。
やや粗 ~2 

並
にぶい黄

高台1/2
137-05 包 mmの砂粒多い 橙

454 B a沿 無釉陶器 12.0 
体部外面ロクロ削り、内面ロクロナデ。底部外面 やや密 ~3 

並 灰白 高台2/3
137-03 包 鉢 ナデ、内面オサ工。 mmの砂粒

455 B c38 無釉陶器 (10.4) 5 3 3.3 ロクロナデ、底部外面糸切り。 密 良 灰白 高台1/2
134-03 包 小椀

456 B e40 無釉陶器 (10.0) 4 3 3.2 ロクロナデ、底部外面糸切り。 やや密 並 灰白 扁台完存
134-02 包 小椀

457 B Y40 無釉陶器 (10.5) (4.0) 3.7 ロクロナデ、底部外面糸切り。 やや密 並 灰白 高台1/2134-05 包 小椀

458 B Y40 無釉陶器
10.0 5.0 2.7 ロクロナデ、底部外面糸切り。 密 良 灰白 ロ縁3/4 片口あり134-01 包 小椀

459 B y没 無釉陶器 (8.7) (4.2) 2 6 ロクロナデ、底部外面糸切り。 密 良 灰 ロ縁1/4
135-08 包 小椀

460 B Y38 無釉椀 陶器 (8.7) (4.2) 2.6 ロクロナデ、底部外面糸切り痕。 密 良 灰
ロ縁1/4

135-07 包 小 高台1/4

461 A Sお 土師器 (24.2) ナデ。
やや粗 ~3 

並 橙 ロ縁1/8138-02 表士 清郷形鍋 mmの砂粒含

462 A Lお 土師器
ナデ。

やや粗 ~3 
並
にぶい橙

ロ縁7cm 
138-07 表士 清郷形鍋 mmの砂粒含 黒褐

463 表A士Q31 土師器 (21. 8) ナデ。口縁端部ハケ。
やや粗 ~2 

並 にぶい橙 ロ縁9cm 
138-01 清郷形鍋 mmの砂粒含

464 表A土Qお 土師器 ナデ。
やや粗砂粒

並
にぶい赤

事 .5cm
138-06 清郷形鍋 含 褐

465 B b投
製塩土器 (17 .2) (19.0) (5.3) 外面ナデ・オサ工。内面板ナデ。

やや粗 ~3 
並 橙 底部6cm 志摩式138-03 包 mmの石• 砂粒

466 B b沿
製塩土器 ナデ、オサ工。

やや粗 ~3 
並 浅黄橙 ロ縁7cm 志摩式138-04 包 mmの砂粒含

467 A 131 陶器
4.5 削り出し高台。内面鉄釉。円形加工。

やや密 ~2.5 
良
灰白

高台1/2
140-02 表土 天目茶碗 mmの砂粒含 黒

468 A 0ぉ 白磁 (13 6) 端部若干折り返し。ロクロナデ、全面施釉。 密 良 灰白 口縁1/8139-02 表土 椀

469 B e41 白磁 (17. 0) 玉縁状口縁。ロクロナデ、全面施釉。 密 良 灰白 国 5cm
139-03 包 椀

470 A c:ll 白磁 (5.9) 削り出し高台。底部外面以外施釉。 密 良 灰白 高台1/2139-01 包 椀
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第24表 遺物一覧表17(包含層他 4)

No(報告） 計測値 (cm• g) 
出土位置 器種 整形・調整技法の特徴 胎士 燃成 色調 残存度 備考

（登録） ロ径 底径 器高

471 A Ml) 白磁 (7 8) 削り出し高台。底部外面以外施釉。 密 良 灰白 高台1/8
139-04 表土 椀

472 AMお
平瓦 厚 18 凹面ヘラ削り・布目痕。凸面縄目。側面ヘラ削り。

やや粗 ~1.5 
良 灰白

7 x 6 cm 
140-03 表土 mmの砂粒 の小片

473 A K24 
石製品

長 2.0
幅 1.5 厚 0.5 ー側面に沈線あり。 完形 混人140~03 現代溝 重11.5 

474 A K汲
銅製品 長 4.6 幅 1.6 淳 01 板状品を折り曲げる。全体はU字形か。 1/2 ? 混入

101-05 現代溝

475 A b40 石輪製品 高 風輪径 火輪塔 砂岩。組み合わせ式五輪等ぁの空風火輪部。空輪部 空輪以外
141-01 包 五塔 (17 .0) 9.6 20 1 欠損。火輪部下端に柄穴 り。 ほぼ完存

476 A 03:J 土製品 長 6.0
幅 23 孔 0.5 ナデ。

やや密 ~1 
並 灰白 完形

143-05 表土 土錘 重32.0 mmの砂粒少し

477 A pあ 土製品 長 5.2
幅 2.2 孔 0.7 ナデ。

やや密 ~1 
並 灰黄 一部欠

142-10 表士 士錘 重175 mmの砂粒少し

478 A N28 土製品 長 46 
幅 2.3 孔 0.5 ナデ。 密 並 黒 完形

142-07 表士 土錘 重244 

479 A R24 土製品 長 54 
幅 2.2 孔 06 ナデ。

やや密 ~l 
並
にぶい黄

完形
142-01 表土 土錘 重25.5 mmの砂粒少し 橙

480 A 0ぉ 土土製錘 品 長 5.7
幅 1.7 孔 05 ナデ。 やや密 並 褐灰 完形

144-04 表土 重13.3

481 A Nぁ 土製品 長 5.2
幅0.5 孔 05 ナデ。

やや密 ~1 
並
にぶい黄

完形
142-05 表土 土錘 重24.0 mmの砂粒少し 橙

482 A Sお 土製品 長 5.0
幅 2.2 孔 0.6 ナデ。 やや密 並 灰 完形

144-01 表士 士錘 重19.6

483 A S31 土製品 長 4.9
幅 2.0 孔 0.5 ナデ。

やや密 ~I 
並 黒 完形

143-02 表土 土錘 重18.2 mmの砂粒少し

484 B c38 土製品 長 5.1
幅 1.6 孔 04 ナデ。 やや密 並 灰 完形

144-08 表士 士錘 重12.3

485 A P'lJ 土製品 長 50 
幅 1.6 孔 0.6 ナデ。 やや密 並 黒褐 完形

144-09 表土 土錘 重12.1

486 AMお 土製品 長 5.2
幅 2.0 孔 0.8 ナデ。

やや密 ~1 
並 黒 完形

143-10 表土 上錘 重19.7 mmの砂粒少し

487 表A士Qお 土土製錘 品 長 5.3
幅 1.8 孔 0.5 ナデ。 やや密 並 にぶい橙 完形

144-11 重14.9

488 A Oro 土土製錘 品 長重 5 3 幅 2.1 孔 05 ナデ。
やや密 -5 

並 褐灰 完形
144-07 表土 19.7 mmの小石含

489 A N28 士製品 長 5.1
幅 2.0 孔 05 ナデ。

やや粗 ~I 
並 黄灰 完形

143-09 表土 土錘 重16.7 mmの砂粒少し

490 A 031 土製品 長 4.9
幅 1.9 孔 0.5 ナデ。 密 並 浅黄橙 完形143-11 表土 土錘 重16.4

491 A P32 士製品 長 5.3
幅 17 孔 0.5 ナデ。

やや粗 ~1 
並
淡黄

一部欠
143-08 表土 土錘 重11.9 mmの砂粒多い 灰黄

492 A Lお 土製品 長 4.6
幅 2.3 孔 0.4 ナデ。 密 並 灰白 完形

142-12 表土 土錘 重22.1

493 A Lお 土製品 長 4.3
幅 1.9 孔 0.4 ナデ。

やや密 ~1 
並 橙 完形

142-04 表土 土錘 重12.8 mmの砂粒少し

494 AMお 土土製錘 品 長重 4 . 6 幅 1.8 孔 0.5 ナデ。 密 並
明黄褐

完形
143-06 表土 12.2 黒褐

495 A R24 士製品 長 4.5
幅 2.3 孔 0.4 ナデ。

やや密 ~I 
並 灰白・灰 完形

142-08 表土 土錘 重14.8 mmの砂粒少し

496 A Rお 土製品 長 44 
幅 1.9 孔 0.6 ナデ。

密~1 mmの
並 浅黄橙 一部欠

142-09 表土 土錘 重13.7 砂粒少し

497 A Lお 土製品 長 4.6
幅 18 孔 0.7 ナデ。

やや密 ~1 
並 黒 ほぼ完形

143-12 表士 士錘 重13.3 mmの砂粒少し

498 B b40 土製品 長 4.5
幅 1.8 孔 0.5 ナデ。 密 並 灰白 完形

143-03 包 土錘 重11.7 

499 A Nお 土製品 長 4.4
幅 20 孔 05 ナデ。 密 並 灰白 完形

143-06 表士 士錘 重15.3

500 A N刃 土土錘製品
長 4.3

幅 1.9 孔 04 ナデ。
やや密 ~1 

並 橙 ほぼ完形
142-04 表土 重12.8 mmの砂粒少し

501 A M32 土士錘製品 長 42 
幅 1.6 孔 05 ナデ。 やや密 並 灰白 完形

144-10 表士 童 8.6

502 A l¥ffl 土土製錘 品 長 41 
幅 1.6 孔 0.4 ナデ。 やや密 並

明褐灰
完形

144-12 表土 重 9.3 褐灰

503 A pお 土製品 長 4.0
幅 1.3 孔 0.3 ナデ。 やや密 並 にぶい橙 完形145-09 表士 土錘 重 4.9

504 A pお 土製品 長 3.9
幅 1.3 孔 0.3 ナデ。 やや密 並

灰白
完形

145-08 表土 土錘 重 5.1 黄褐

505 A pお 土製品 長 4.6
幅 22 孔 0.9 ナデ。 やや密 並 褐灰 完形

144-02 表士 土錘 璽19.0

506 A Lお 士製品 長 4.5
幅 2.3 孔 0.9 ナデ。

やや粗 ~1 
並 黒 完形142-11 表土 土錘 重199 mmの砂粒多い

507 表A士Qお 士製品 長 ~,t
幅 2I 孔 07 ナデ。 やや粗 並

にぶい黄
完形

144-03 士錘 重：｝り 橙

508 A Nお 土製品 長 39 
幅 1.7 孔 0.5 ナデ。 やや密 並 黒 完形

143-07 表土 土錘 重11.9 

509 A Nお 土製品 長 5.7 
幅 18 孔 0.7 ナデ。 やや密 並

にぶい黄
一部欠

142-03 表士 士錘 菫20.5 橙

510 B a没 土土製錘 品
長 6.3

幅 1.2 孔 03 ナデ。 やや密 並
淡黄

完形
145-02 包 重 6.5 橙
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第25表 遺物一覧表18(包含層他 5)

No(報告） 計測値 (cm• g)  
出土位置 器種 整形・調整技法の特徴 胎 t 燃成 色調 残存度 備考

（登録） ロ径 底径 器高

511 A Mお 土製品 長 4.8
幅 15 孔 03 ナデ。 やや密 並 橙 完形145-04 表士 士錘 菫 9.3

512 A K刃 七製品 長 4.3
幅 1.4 孔 04 ナデ。 やや密 並

灰白
完形145-03 表士 上錘 璽 7.3 灰

513 AMお 上製品 長 45 
幅 1.2 孔 0.4 ナデ。 やや密 並 褐灰 完形145-06 表士 七錘 菫 62 

514 A S31 土土錘嬰品 長 43 
幅 12 孔 0.3 ナデ。 やや密 並 にぶい橙 完形145-05 表士 電 56 

515 A 士製品 長 4.5
幅 1.0 孔 03 ナデ。 やや密 並 浅黄橙 完形145-10 置土 土錘 重 2.5

516 A P2:l 土製品 長 40 
幅 12 孔 04 ナデ。 やや密 並 淡橙 完形145-01 表土 土錘 重 5.6

51 7 B a没 ±閣品 長一
幅 13 孔 04 ナデ。 やや密 並 灰黄褐 一部欠145-11 包 七錘 重 5.8

518 A O:Il 上製品 長 40 
幅 12 孔 0.3 ナデ。 やや密 並

灰白
完形145-07 表上 上錘 直 59 にぶい橙

519 A Lお 土製品 長 3.4
幅 13 孔 0.5 ナデ。 やや密 並

淡黄
完形142-02 表士 土錘 重 5.6 橙

520 A Mお 土製品 長 24 
幅 09 孔 0.3 ナデ。 やや密 並 にぶい橙 完形145-12 表 土錘 重 18 

521 C Ml2 士師器
8 3 1.6 

ロ縁部ヨコナデ。底部外面オサエ・ナデ、内面ナ 粗 ~15mm 
並 灰白 ロ縁2/3

146~02 2層 皿 プ・'。 の砂粒含

522 C Ml5 土師器 (9.0) 1.6 ロ縁部ヨコナデ。底部内外面ナデ・オサ工。 やや密 並 淡黄 ロ縁1/3147-05 3層 皿

523 C P12 土師器
(8.6) 2.3 ロ縁部ヨコナデ。底部内外面ナデ・オサ工。 やや密 並 黄灰 ロ縁1/3147-06 3層 皿

524 C 115 土師器 (8  8) 5.4 1. 7 ロクロナデ、底部外面糸切り，）
やや粗 ~2 

並
灰黄

底ロ縁部完1/3存 ロクロ成形
146-01 2層 1IIl mmの砂粒含 にぶい橙

525 C Sal 黒色七器 (6.9) ナデ、ヨコナデ。底部内面に平行暗文。 密微砂粒含 良
暗灰

高台1/4149-05 2層 椀 灰白

526 C S11 上師器
(15.6) ロ縁部ヨコナデ。頸部外面ハヶ。

やや粗 ~6 
並 灰黄褐 ロ縁1/8 煤付着147-02 3層 甕 mmの石• 砂粒

527 C N15 七師器 (16.6) ロ縁部ヨコナデ。体部外面タテハケ、内面ヘラ削
やや粗 並

にぶい黄
ロ縁1/5 煤付着147-03 3層 甕 り。 橙

528 C S11 七師器 (16 8) ロ縁部ヨコナデ。体部外面タテハケ、内面ヨコハ
やや粗 並 灰褐 ロ縁1/6147-01 3層 甕 ヶ。

529 C P21 緑椀釉陶器 (11 8) (6.5) 4.0 ロクロ削り、ヘラ磨き。底痕部外面糸切り。全面施 密 良
寧 .5GY

高台1/4
高台IIBe 5 

133-02 2層 釉、底部外面は薄い。トチ あり。 6/6 尾張・美濃産

530 C T15 緑釉陶器
ナデ。把手肩部接合部分。 密 良

寧 .5GY 3 x 3 cm 
129-05 3層 手付瓶 8/10 の小片

531 C L17 無釉陶器 (5.7) ロクロナデQ
やや密微砂

並 灰白 高台2/5148-02 2層 小椀 粒含

532 C M21 無釉陶器 (6 3) ロクロナデ、底部外面糸切り。 密微砂粒含 良 灰白 高台1/3146-07 2層 椀

533 C N15 灰釉陶器 (8 0) ロクロナデ、底部外面糸切り。 密 良 灰白 高台1/3 墨痕、転用硯147-04 3層 椀

534 C Ml9 灰釉陶器
10 0 体部・内面ロクロナデ。底部外面ロクロ削り。

密~1.5mm 
良 灰白 高台1/2149-01 Tr 椀 の砂粒少し含

535 C K12 無釉陶器 (9.4) 6.3 2 0 ロクロナデ、底部外面糸切り。
密~4 mmの

良 灰白
ロ縁2/5

自然釉付着148-03 2層 小皿 砂粒含 底部1/2

536 C N16 無釉陶器 (8.0) 5.7 1 9 ロクロナデ。底部内面一方向ナデ、外面糸切り。
やや粗 ~3.5 

良 灰白
ロ縁1/3

148-01 2層 小皿 mmの砂粒含 底部2/3

537 C L19 無釉陶器
8 2 5.4 1 5 

ロクロナデ。底部内面一方向ナデ、底部外面糸切 粗~1.5mm 
良 灰白 ほぼ完形148-07 2層 小皿 り。 の砂粒含

538 C SID 無釉陶器
(8  5) 5.4 1.5 ロクロナデ。底部内面一方向ナデ、外面糸切り。

やや粗 ~1.5 
良 灰白 底ロ縁部11//32 ロ縁に自然釉148-06 2層 小皿 mmの砂粒含

539 C T18 無釉陶器 (8.0) 5.1 1.9 ロクロナデ。底部内面一方向ナデ、外面糸切り。
粗~1.5mm 

良 灰白
ロ縁1/2

148-05 2層 小皿 の砂粒含 底部3/4

540 C 118 無釉陶器
8.6 3.5 1. 7 ロクロナデ。底部内面一方向ナデ、外面糸切り。

やや密 ~1 
良 灰白

ロ縁2/3 底「部外面に
149-04 2層 小皿 mmの砂粒含 底部完存 三」の墨書

541 C Nll 無釉陶器
(5.9) ロクロナデ、底部内面一方向ナデ、外面糸切り。

やや粗 ~1 
良 灰白 底部3/4 底「O部外面に149-03 2層 小皿 mmの砂粒含 」の墨書

542 C 015 無釉陶器
16.0 7.4 5.4 ロクロナデ、底部外面糸切り。

やや密 ~2 
良 灰白

ロ縁完存
150-03 3層 椀 mmの砂粒含 高台1/2

543 C 3層Q13 無釉陶器 15.7 (6.2) 5.1 ロクロナデ。 やや粗 良 灰白 高台1/5
ロ縁部に自然

150-02 椀 釉

544 C 2層Q17 無釉陶器 14.9 ロクロナデ。
密~2.5mm 

良 灰白 ロ縁1/4146-05 椀 の砂粒少し含

545 C N14 無釉陶器
7.9 ロクロナデ、底部外面糸切り。

やや密 ~2.5 
良 灰白 完高形台ほぼ 内面に墨痕、

150-01 3層 椀 mmの砂粒含 転用硯

546 C 層12 無釉陶器
(13.2) (5.2) 5.8 ロクロナデ、高台に籾殻圧。 粗~2 mmの

良 灰白 高台1/4148-04 2層 椀 砂粒含

547 C R12 無釉陶器
7.5 ロクロナデ、底部外面糸切り。高台に籾殻圧痕。 粗 良 灰白 高台1/2

底部外面に
149-02 2層 椀 「x」の墨書
548 C 層2l 土製品 長 6.2

幅 1.4 孔 0.4 ナデ。
やや密 ~1 

並
灰白

完形148-08 2層 土錘 童264 mmの砂粒含 褐灰

549 C 013 石製品 長 3.4
幅 1.3 孔 0.8 サヌカイト。凸基有茎形。 完形150-04 3層 石鏃 重 2.6

550 C S15 銅製品
径 2.2 孔 0.6 祥符通宝。初鋳1,009年 完形149-06 2層 銭貨
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IX 考 察

今回の調査では、弥生時代から平安時代の様々な

遺構・遺物が確認された。以下に、特徴的な遺構・

遺物について考察を加えていきたい。

方形周溝墓群の構成と形態

方形周溝墓は10基検出された。これらは調査区の

南部に集中していて、さらに南及び西に広がるもの

と考えられる。微地形的にみて、調査区は旧安濃川

の形成した自然堤防縁辺から後背湿地に相当し、方

形周溝墓はその自然堤防上を選択して築造されてい

る。時期は、出土遺物から欠山式中段階から新段階

の範疇に収まり、比較的短期問に集中して築造され

ている。

群構成 方形周溝墓は、その主軸方位から大きく

3つのグループに分けることができる。 A群には南

北軸が東に45゚ 前後振る SX 1,...____, 3、B群には南北

軸が東に30゚ 前後振る SX 4 ,...____, 8、C群にはその主

軸がほぼ正方位に向<S X 9・10が相当する。

B群は各2,...____,4 mの問隔を保って築造されている。

A群は一部でB群と周溝が切り合うが、墳丘部まで

及ぶことはない。さらに、 C群は SX9がB群の

SX8の墓道を塞ぐ位闘関係となり、同時存在の可

能性は低い。また、 SXlOは河道SDIの埋土を切っ

ている。これらのことから方形周溝墓群はB群が先

行し、その後A群.C群がその間隙を埋めるように

築造されていったと考えられる。

当初は余裕をもって築造されていたが、その後の

築造主体数の増加に伴い、その間隙を縫うように一

部は埋没した河道上にまで進出して築造している。

墓域は、地形的に限定されていたことが窺われる。

墓域と集落 今回検出された方形周溝墓の築造主

体となった集落域は検出されていないが、当該期に

その機能を停止した河道に大量に投棄された同時期

の土器群や、その埋土上に建てられた 1時期新しい

元屋敷式期の竪穴住居に伴うと考えられる炉跡など

の存在から、集落域は当調査区の東方の自然堤防上

と推定したい。集落近傍の高所にある自然堤防上は

墓域として適地であったと考えられる。

ヽ

□二]A群
二 B群

言冒 c群

゜
20m 

第64図 方形周溝墓分布図 (1: 400) 

-85-



形態 方形周溝墓の平面形は、東辺の中央に陸橋

部をもっSX6・8以外は明確でないが、 SX3・

5のように少なくとも同じ束辺に陸橋部をもたない

ものも確実に存在し、周溝が全周するものか隅部に

陸橋部をもつものが多いと思われる。 SX6•8 は

山田分類ct1の［中央陸橋型」に相当し、 SXBの陸

橋部付近の周溝端部は丸いが、 SX6では直線的と

なり周溝も外側に拡張傾向にある。 SXBは墓道と

しての陸橋部がさらに明確なものになっている。

また、墳丘部はSX 3・6・8のように北西隅部

がやや突出する点が共通する。

開口方向 SX6•8 はいずれも東側に開口し、

第一義的には集落側に延びるであろう墓道との関係

を表しているように見える。しかし、県内で検出さ

れた「中央陸橋型」方形周溝墓の開口方向（第64図）

は、南東方向と西方向に集中する。西方向に開口す

るものは、大谷遺跡⑮．殿村遺跡ct$ • 鎌切遺跡Uり．草

山遺跡勺こあり、南東方向に開口するものには、下

之庄東方遺跡ct~. 上ノ垣内遺跡⑳．寺垣内遺跡~~. 瀬

干遺跡四．草山遺跡・宮山遺跡町こある。丘陵上に立

地する遺跡に西方向に開口するものが多く、低地あ

るいは低位段丘上に立地する遺跡に南東方向に開口

する例が多い傾向がある。しかし、下之庄東方遺跡

や草山遺跡は両者が混在し、単純には言い切れない。

ところが西と南東はほぼ対向の方位にあり、墳丘の

主軸は近似したものとなる。したがって、墳丘の主

軸に何らかの規制が働いていた可能性は高い。

埋葬主体は、宮山遺跡と殿村遺跡で検出され、宮

山遺跡墳丘墓 5は南北方向、殿村遺跡2号墳は東西

方向である。埋葬主体は、検出例も少なく、開口方

向のとの関連は現在のところ不明と言わざるを得ない。

集落との関係を考えてみると、 「中央陸橋型」方

形周溝墓の南東方向は、宮山遺跡では段丘崖が迫り、

下ノ庄東方遺跡は川岸となり、集落域は想定できな

い。また、同時期の集落の検出されている草山遺跡

の場合、開口方向は集落とは無関係に墓道が設定さ

れている。

以上のことから、開口方向は埋葬主体や集落との

関連は希薄であるが、何らかの規制があったことが

わかる。開口方向の 2方面性を重視するならば、逆

に北・南が特に選択されなかったことが菫要と思わ

れ、例えばこの方向が忌むような方角であった可能

性もある。葬送緞礼に関し、何らかの宗教的な真因

を考える必要があるかもしれない。

2 朱付着の擦石・石皿と祭祀

SX6南周溝から出土した朱付着の擦石と石皿は、

約4m離れていたものの、個々の朱の付着状況から

そのセット関係は明白である。石皿は周溝底近くか

ら正位の状態で出士しており、墳丘上からの転落と

も考えられるが、意図的に周溝内に供献もしくは投

棄⑳されたと解したい。これらは何らかの葬送儀礼

z
 

大谷遺跡

小谷赤坂遺跡 3号墓

草山遺跡 SX415

草山遺跡 SX3

宮山遺跡墳丘墓 5

下之庄東方遺跡10号墓

上ノ垣内遺跡 SX3

位田遺跡 SXB

下之庄東方遺跡14号墓

位田遺跡 SX6

寺垣内遺跡 SX21

寺垣内遺跡 SX5

草山遺跡 SX5 

寺垣内遺跡 SX19

草山遺跡 SX148 

寺垣内遺跡 SX12

寺垣内遺跡 SXll

寺垣内遺跡 SX20

第65図 県内方形周溝墓開口方向図
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に関わった遺物であることは問違いないであろうが、

周溝内・墳丘周囲からも朱彩された土器は確認され

ず、具体的な内容は分からない。

擦石は自然石、石皿は粗割の状態であり、古墳時

代前期以降の定形化した石臼• 石杵とは異なる。し

かし、用途は全く同じものであり、以下、名称は異

なるが、同一のものとして扱う。

朱は分析の結果、水銀朱であることが判明した。

県内には、中央構造線沿いに大和水銀鉱床巧がある。

縄文時代では、朱生産に関わる遺跡が確認されてお

り、朱を媒介にした交易が想定されている⑳。しか

し、弥生時代以降は明確でなく、特に弥生時代後期

から古墳時代前期には朱彩士器の出土例は多数ある

が、その生産や流通に関しては不明な点が多い。ゎ

ずかに松阪市阿形遺跡で、朱擦り用の可能性のある

石皿が出土している⑰のみである。墳墓では、三雲

町前田町屋遺跡で朱の付着した石杵が周溝から出土

している磁゚

前期古墳から出土した石杵・石臼に関しては、北

条芳隆氏の論考⑳が詳しい。氏によれば、前代の弥

生時代後期後半の墳丘墓叫こは、石杵のみが副葬あ

るいは埋置される。そして古墳時代初頭(ll) (廻問III

式前半、庄内末～布留 0式）に、まず丁寧な加工の

施されない石臼が出現し、やや遅れて定形化した石

臼が登場するとされている。石臼の出現は、擦り潰

す行為自体が葬送俵礼の一環として整備される動き

と理解されている。

しかし、本報告例のように欠山式中段階（廻間II

式前後か・纏向II式併行）には既に、擦り潰す行為

が非送俊礼の一環として確立していた可能性がある。

しかし、その出土位置は、弥生墳丘墓・古墳では副

葬あるいは埋葬主体直上に配置され、本報告例と異

なる。これは、定型化した祭祀の確立される以前の

流動的な形態を示しているのかもしれない。

3 道路遺構の性格

A地区で検出された道路遺構 SR1•2 は、未検

出部分もあるが、幅員 2丈の幹線と幅員 1丈の枝路

が丁字路になると考えられる。切合い関係から古墳

時代後期以降、平安時代中期以前で、出土遺物から

も奈良時代後半にその機能停止時期に近い 1点を求
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めることができる。

この道路遺構の性格については、近江俊秀氏の分

類町こ従えば、 SRlは幅員 6mの規模・側溝を有

する点から「 I-A」類に相当し、公的な道路の可

能性が高いとされている。しかし、その平面形をみ

ると路線は必ずしも直線でなく緩やかに蛇行し、一

部で掘り直しの補修が認められる。道路は調査区の

南側を東流する安濃川左岸の自然堤防上を通過して

いる。この時期でこれだけの幅員を有する道路は公

的性格が強いと考えられるが、その前史となったも

のには旧来の自然発生的な道があり、それが整備さ

れ公的な性格が付与されたものと考えたい。

その具体像として、駅路が考えられるが、 「江家

次第」弥生第図や「権記」砂などの文献から、少なく

とも11世紀まで存続することが確認されている。し

たがって SRlは、駅路とは考えられない。上記の

ように、旧来の地方幹道が整備改修されて公的な性

格を有するようになったとすれば、 「伝路」がその

候補となろう。

伝路とは「郡家間の道路」年であり、伊勢国では

「伊勢国計会帳」°°からは国内を 2分して官符を転

送するシステムが存在していたことが知られている。

伝路の指向するものは郡街や駅路とされ、安濃郡衡

は安濃町浄土寺付近゜りの可能性が指摘されているが

明確でない。また、駅路は足利建亮氏⑳や岡田登氏⑲

によれば安濃川沿いに南下し、津市西部を通過する

とされているが、遺構は検出されていない。 SR1 

の先は明らかにできないが、西延長は駅路を指向し、

その東側は安濃川沿いに東に向かい、海岸添いのルー

トを通って鈴鹿市郡山が有力視されている奄芸郡街

叫こ至るものと考えたい。

4 安濃郡の駅路の想定

位田遺跡で検出された道路遺構に関連して、次に

安濃郡内の官道について考えてみたい。安澄郡内に

は、東海道の鈴鹿駅（現鈴鹿郡関町）から分岐し、

斎宮・伊勢神宮・志摩国府を指向する駅路・伊勢路

が知られている。しかし、その路線は一部発掘調査

や論考が発表されているが、確定されていない。

平安時代駅路 松山遺跡は安芸郡芸濃町、安濃川

上流域左岸の段丘上に位置する遺跡で、昭和62年の



発掘調査で道路遺構が検出されている~~。道路遺構

はA·E•G地区で断続的に検出され、約330m に

渡って直線道であることが確認されている（第66図

A-B)。道路遺構は両側溝が検出されたのみで、

路床施設は確認されていない。側溝の心々距離は

4_3,,____,4_ 7mで、ほぼ一定している。側溝からの出土

遺物は、平安時代末期の山茶椀・土師器が少量ある。

また、掘立柱建物との関係から平安時代末期に道路

遺構の機能時期の下限を求めることができる。

発掘担当者の久志本鉄也氏は、その存続時期と計

画的直線性から「官道の可能性を否定できない」と

し、慎重な言い回しながらも駅路と考えている。一

方、木下良氏は下流の同じ左岸に郡名と同一の「安

濃」の地名が残ることから、郡家間を結ぶ伝路と考

えている~~0

この道路遺構の開削時期は、明らかにされていな

いが、側溝から0.9m離れて並ぶ平安時代初頭の竪

穴住居が検出されている。久志本氏は、道路開削直

後の建設または近接具合から道路遺構の開削直前に

廃棄されたという 2つの可能性を考えているが、周

堤などの存在からもこの竪穴住居が道路遺構と同時

存在していたとは考えにくく、さらに道路遺構の廃

絶時期からしても竪穴住居が後出するとは思われな

い。したがって竪穴住居廃絶後に道路遺構が開削さ

れたものと推定できる。

県内で駅路として確認された道路遺構は、明和町

斎宮跡で検出されている奈良古道と呼ばれている道

路遺構のみある。側溝の心々距離はやや幅があるが、

9m前後の部分が多い。最近の研究では、駅路は 9

世紀段階に路線が変化し幅員も縮小されることが明

らかになっている⑭。松山遺跡で検出された道路遺

構も 9世紀代の全国的な官道の再編成によって開削

された駅路である可能性が高い。

ところで、松山遺跡以南の駅路のルートに関して

は、明らかにできない。ただ後の史料ではあるが、

「吾妻鏡」の文治三年(1187)四月二十九日の条叫こ、

公卿勅使駅家雑事 伊勢国地頭領御家人等、

ー、勤仕床 萩野庄 一方次官一方中村蔵人

とあり、萩野庄は松山遺跡のすぐ東にある萩野と

考えられ、当時の公卿勅使の通る官道に近かったこ

とが分かる。また、 「小朝熊神社鏡沙汰文」船）には、
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寛喜二年 (1230)に内宮と小朝熊神社の神官が参洛

する際に安濃郡曽根村に宿泊した記事が見える。曽

根村は現在の安濃町曽根と考えられる。曽根付近は

自然堤防の発達が顕著で、安定した土地条件である。

これらは、平安時代末期あるいは鎌倉時代初頭の

史料であり、先の駅路はすでに廃路となっていると

思われる。しかし、これに替わる駅路あるいは地域

の幹道のようなものが、萩野・曽根付近を通過して

いたと考えられる。したがって、松山遺跡で検出さ

れた平安時代初頭以降の駅路の存在と合わせて考え

れば、平安時代を通じて地形的に安定した安濃川左

岸を駅路が通過していた可能性は高い。

奈良時代駅路 ところで駅路に関して、足利健亮

氏や岡田登氏は安濃川右岸を通過し、津市野田から

谷越え、または半田丘陵沿いを東進して一志郡に至

るものと考えている。安濃町今徳には「立石」の小

字が残り、木下良氏の指摘するように官道の存在を

暗示する。松山遺跡の道路遺構を平安時代の駅路と

するならば、奈良時代の駅路は安濃川右岸を通過し

た可能性が考えられる。

また、安濃町戸島には、第66図 C-Dに示した

ように断続的な直線痕跡が存在し、この北延長は芸

濃町北神山の西から延びる丘陵先端を指向している。

駅路が、地形的に目標になりやすいものを基準に設

定されている例が多いことから、これが奈良時代駅

路の痕跡の可能性もある。

ところで、これ以南のルートは明確にできない。

これは、安濃川の氾濫によりその痕跡が、消滅した

ものと考えられている。当地域では平安時代末期、

広範に条里地割りが施工されたと考えられるが~\

その地割りが見られない。このことから頻繁に安濃

川の氾濫が起きたことが分かり、それ以前でも地形

条件から同様であったと考えられる。

安濃川右岸を通過するこのルートはこの流域の最

短ルートであり、これは前期駅路のもつ「迅速性」

町こ合致する。しかし、ここは前述のように氾濫原

で洪水の多発する地点であり、駅路のもつもう一つ

の側面「安定性」に相反する。その補修・維持管理

負担の多さも一つの要因となり、平安時代の官道の

再編成に伴なって安濃川左岸のルートに変更された

ものと考えたい。
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5 屋敷地の変還と性格

A地区で検出された平安時代中期～後期の屋敷地

は、居住域と背後の空閑地からなり、屋敷地はさら

に南及び西に広がることは確実である。東端につい

ては調査区が狭く、後代の遺構の重複もあって判然

としない。北側については隣接する C地区の調脊か

ら広がる可能性はほとんどない。少なくとも今回調

査したA地区（約2,000m2) に関しては、そのほと

んど全てが広義の屋敷地内と考えられ、全体面積は

推定の域を出ないが、単純に調査面積の倍としても

4, 000,....__,5, 000面の面積を有すると思われる。

(1)建物群の変遷

掘立柱建物は、調査区の南部から西部の 3箇所に

集中し、棟方向の振れも数度の範囲内に収まる。さ

らに、それらを囲むように北から東にかけて区画溝

が存在する。また、廃棄士坑はこれら区画溝の内側

には、ほとんどみられず、その外側、特に北東部に

集中する。このように屋敷地の占地・範囲概念が、

ほぼ一定していたことが判り、時間的に連続した一

系的な居住者像が浮かんでくる。

ここでは、掘立柱建物や区画溝の切合い関係（第

26表）や方向性から屋敷地内の遺構を 3時期に区分

して記述する。

1期（第67図）

掘立柱建物は、その棟方向がE18°Sを採る SB

4• 7• 9、柱列ではSA 1• 2、溝では、 SD10 

が相当すると考えられる。 SA 1・2の建替えから

2小期に細分できる可能性がある。

SB4は、その規模・時期が確定できないが、東

側柱列と SB7西妻柱列とは45尺 (13.5m)の問隔

で平行する。 SA1•2 も SB4 と同一方向を採り、

SB4に伴うものと考えられる。 SB 7• 9はほぼ

同一規格の建物で、柱筋を揃え計画的な配置が窺え

る。しかし、これらはその規模から主屋とは考えに

くく、 SB4が主屋に相当する可能性がある。

この時期の区画溝としては、同一方向を採る SD

10が考えられるが、明確でない。むしろ前代の道路

SRI・2が関与している可能性がある。つまり

S A 1• 2はSR2と近接し、 SR1より北側に建

物は築かれることはない。これは、後代のSD6東

部がSR1を踏襲していることからも窺え、 SR2

が廃絶した後も境界あるいは小径などの区画性のあ

るものが存在し、屋敷地が形成されたと考えられる。

これは次期の区画溝に先行すると考えられる土坑

(S K 3·9·10• 11• 18) の西端部のラインが

SR2に約4mの間隔を置いて平行することからも

想定が可能である。

II期の年代は、 SK3がこの時期と考えられれば、

出土遺物から折戸53号窯式期、 10世紀前半を中心と

した時期と考えられる。

II期（第68図）

この時期に属する掘立柱建物には、 SB 1 ,....___, 3• 

5·8• 10• 11があり、その棟方向は全てN68°W

かそれに直交する。こららは同一の座標軸をもつか

のように建ち並び、各建物問隔の採り方にも幾通り

かの想定が可能であり、ここでは一つの解釈として

呈示した。溝にはSD4• 5、土坑はSK 3• 4が

確実に該当する。その他にも同時期と思われるもの

が多数あるが、出土遺物が少なく明確にできない。

SB 5は、当該期の中では最大の規模を有する掘

立柱建物である。三面廂北面孫廂付きという建物の

格からしても、この時期の中心的な建物であったこ

とは確実である。この建物の東側にはほぼ同ー場所

で建替えた SB 8·10• 11がある。

第26表 遺構切合い関係表

SB4 SA 1 SB 7 SB9 S D10 
1期 I

S↓ A2 

S哀B2 
S↑ A3 8↓ i B8 S D1 4 

II期 I S 3 S 4 S 10 

SB 1 SR3 SB 5 S Bll 
: 

SD5 

III期 1
SB 1 SB6 8D6 S D 7 S D 8 S A 7• 9• 10 

↓は切合い関係を表す。 iは存続を表す
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第68図 屋敷地内遺構変還図 2 (1 : 400) 
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SB8西庇柱列は、 SB5の東側柱列と柱筋を揃

えている。また、 SA3•4は SB 5との前後関係

は不明であるが、 SB8との相関々係が深く、一応

SB 5に先行するものと考えた。

S BIOは、 SB8と直交する棟方向を採り、東か

ら2問目の桁行柱筋はSB8の東側柱筋とほぼ一致

することなどからも、時問的に連続する建物と考え

られる。また、 SBIOの南側柱筋と SB5の南側柱

筋とは25尺 (7.5m)である。さらに、 SBllは

S BIOの規模を拡張した建替えと考えられ、東側柱

筋はSB5の東側柱筋と40尺 (12.0m)離れている。

ところで、 SB5の北方ではSBI,....__, 3が相当す

る。 SB1とSB 2• 3は非常に近接しており、同

時存在は考えにくい。したがってIII期の区画溝に規

制あるいは準拠した SB1は、後出するものと思わ

れる。また、 SB3は柱抜き取り後に埋納した土師

器皿から当該期と考えられる。いずれの建物も規模

が小さく、特に SB3は簡易な倉庫風の建物と推定

される。さらに、 SR3の東西側溝は、 SB5の西

から 2• 3列目の梁行柱筋の北延長に相当し、通路

の可能性が高い。

この時期の区画溝はSD4・5が相当する。 SD

4の途切れた西側にはSB 2・3あるいは SR3が

存在し、計画的な配置が窺われる。また、その直線

的な内画線から、内側に低土塁の想定も可能である。

II期は、 SB5を中心として建物群が最も充実す

る時期といえ、いわゆる官衡風配置となる。つまり、

東西棟の主屋SB5が「正殿」、その東側の南北棟

S B 10• 11が「脇殿」、その北側の東西棟の SB1 

,....__, 3が「後殿」に擬したものと考えられる。区画施

設は溝であるが、全体を囲饒するものではない。

II期の時期は、掘立柱建物や区画溝SD 4• 5な

どの出土遺物から東山72号窯式期、 10世紀後半を中

心とする時期と考えられる。

III期（第68図）

III期の建物には SB 1・6、柱列・垣根状遺構の

SA 7 ,....__, 9、溝にはSD6,....__,8がある

SB6は、出土遺物からは明確な時期比定はできな

いが、この時期の区画溝に近い棟方向から推定した。

条里方向に沿う 8D6は、一連の区画溝の遺物や切

合い関係から最も新しい時期と考えられることから
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III期と推定できる。ただし、 SB6の建物規模はさ

ほど大きなものではなく、区画溝にも近いことから

も主屋は西方に存在し、主屋に付属する前代の SB

10や11に相当する建物の可能性が高い。また、 II期

の建物であるも SB 1は、区画溝8D6・8と適当

な距離を保っていることから、 III期まで残存してい

たと考えられる。

8D6は、内画と外画を区切る区画溝と考えられ、

その中央部の東側には垣根状遺構SA7が平行する。

また、その東部は直線的に東方向に延び、前代の道

路遺構SRlの方向を踏襲している。これは、境界

の意識がこの時期まで存続していたことを物語る。

また、 8D7はその東部で一旦途切れ、その南側に

は垣根状遺構SA9と柱列SAlOが平行して存在す

る。これらは同時存在していたかは不明であるが、

この部分を出入口と考えれば、目隠塀のような機能

が想定される。

III期の時期は、出土遺物が少なくて判然としない

が、 II期に続くことから、百代寺窯式期、 11世紀前

半を中心とするものと思われる。

(2)特殊遺物について

屋敷地内から出土した遺物には、土師器・黒色土

器・灰釉陶器などの日常什器の他に、緑釉陶器・漆

付着土器・朱付着土器• 初期貿易磁器・宝珠硯・碁

石などの特殊遺物も含まれている。

①緑釉陶器

緑釉陶器は破片数で270点あり、県内では明和町

斎宮跡切．津市六大 B 遺跡~~ ・上野市伊賀国府跡町こ

次ぐ出土量である。

出土分布は第69図のとおりで、 A地区中央部から

北部に集中し、 B地区東部にも若干出土している。

その中間のA地区南東部からB地区西部は、削平さ

れた部分が多く、本来の分布状況を表していない可能

性がある。 A地区では、やはり廃棄土坑群と区画溝

周辺に多く、 A地区南部から西部にかけての居住域

では出土は少ない。居住域と廃棄土坑に代表される非

居住域との区別が明確になされていたことが窺える。

器種構成は、やはり椀．皿類が圧倒的に多く、 90

％以上を占める。しかし、瓶類4点・蓋 1点・火舎

1点・香炉（陰刻花文付きの蓋を含む） 3点、花瓶



（台付椀？） 1点と量的には少ないが、特殊な器種

が確認できる。

以下は、 高台の遺存する破片を中心に、 ご教示い

ただいたデータに基づいて記述~~する。

産地別で確認できたものでは美濃産が最も多く、

他に産地の特定できないものも美濃産の可能性があ

るものが多い。香炉蓋(444)・火舎(362)も美濃産と

考えられる。近江産の可能性のあるものは少なく、

京都産は存在しない。猿投産は、香炉(178)・狭縁

段皿(442)・蓋(443)の3点のみであるが、良品が多い。

時期別では、平安京II期中段階（黒笹90号窯式期）

に併行するものは上記の猿投産の 3点のみで、 II期

新段階からIII期古段階（折戸53号窯式期） に併行す

るものが49点中45点とその大半を占める。続く III期

古段階ないし中段階は 1点(323)のみで、遺構の最

も充実する東山72号窯式期はほとんど存在しない。

第27表 緑釉陶器器種・産地一覧表（左は全破片数、右は観察データのあるもの）

器種 破片数 割合

椀．皿 244 90 4% 

瓶類 4 1 5% 

蓋 1 0 4% 

香炉 3 1 0% 

火舎 1 0.4% 

不明 17 6.3% 

ム口 云叶t 270 100.0% 

； 猿投 美濃
美濃 美濃 美濃

東海系 椀 皿 空~ 香炉 火舎 合計
or尾張 or尾北 or近江

II期中段階
3 1 1 1 

3 

II期新段階
5 16 1 3 19 5 1 

25 

II期新段階又は 6 1 2 3 10 1 1 
12 

III期古段階

III期古段階
1 5 2 7 1 

8 

III期古又は中段階
1 1 

1 

合 計
3 13 17 1 7 8 37 8 1 2 1 

49 

□
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第69図 緑釉陶器出土分布図 (1: 600) 
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②碁石

碁石は、 SD4から24点と SK26から 1点の合計

25点が出土している。 SD4からのものは、まとまっ

て出土しており、有機質（木製あるいは布製など）の容

器に入った状態で廃棄されたものと考えられる。こ

れらの製作年代は明らかにできないが、廃棄時期は

共伴する灰釉陶器などから10世紀後半代と考えられる。

県内で碁石の出土した遺跡には、明和町斎宮跡と

上野市伊賀国府跡がある。斎宮跡では第54次調査臼

で井戸・ピットから濃紺色の黒石が 2点、第44次調

査年でピットから水晶製の白石が 1点出土している。

また、 78次調査では包含層から瓦質叫乃碁石が出土

している。また、伊賀国府跡6りでは白石（石英）が

1点政庁域から出土している。それは直径1.36cm、

厚さ0.7cmでやや小ぶりである。このように県内で

は絶対数が少ないが、現在のところ官街跡でしか出

土していない。

次に、県外で平安時代以前に限った場合、管見の

及ぶ範囲で出土例をみてみると、以下のように分類

できる。

①象牙製品

②丁寧な加工を施した石製

③自然の円礫

④焼物

①は、正倉院に伝世しているもので、 2組ある叫

1組は紅と紺に染められた象牙製で、花喰鳥が跳ね

彫りされた超高級品である。②は、太宰府跡の井戸

出土例％が奈良時代で最古と考えられている。他に

は、平城京00 • 平安京翻．周防国府図．兵庫県小犬丸

山遺跡図（布施駅家） ・兵庫県相生遺跡・大阪府大

里遺跡群に出土例がある。また、中国では、唐代の

鳳翔県棉織廟尾唐墓色から出士している。③は、藤

原京右京三条三坊の宅地跡飼の柱穴出土例が最古と

考えられるが、大きさはまちまちである。他には福

島県国見山廃寺”から出土している。また、中世以

降では神奈川県今小路西遺跡・江戸城三の丸遺跡な

ど、時代を問わなければ、時の中枢部に近い場所で

は目に付く。しかし、まとまって出土しない限りは

自然石との区別が困難である。④は、斎宮跡で 1例

確認している。

いずれにしても、平安時代以前の出土例は、官術
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あるいは寺院に集中し、碁石は極めて限られた階層

の所有物と考えられる。

(3)居住者像とその背景

前述のように、 A地区で検出された屋敷地の全体

面積は推定の域を出ないが、単純に調査面積の倍と

しても4,000----5, 000面の面積を有すると思われる。

これは、 1段前後と考えられている一般農民層の家

地動とはかけ離れた規模である。また、遺物面から

も、特殊器種を含む大量の緑釉陶器・碁石・漆付着

土器・朱付着土器• 初期貿易磁器・宝珠硯（転用硯

も2点ある） ・銅製品は、官術あるいはそれに準ず

る遺跡でしか出土しておらず、到底一般集落とは考

えられない。

また、 II期にみられる官術風配置からも、この屋

敷地は基本的に在地富豪層の居館と考えられ、何ら

かの公的な性格を有していたと推察できる。しかし、

畿内で確認されている官衛風配置をもつ首長層の居

宅は、 10世紀前葉を境に消滅する門のに対して、本

遺跡例では10世紀前半代にその前史のないところに

突如出現し、 11世紀代まで確実に存続する。これは、

広瀬氏が指摘した官街風配置が律令国家を体現化し

たものとは時期的にも考えにくく、新たな勢力の存

在を示唆する。

安濃郡の支配関係では、平安時代初頭には四天王

寺領が多くみられるが、天禄四年 (957) には、円

融天皇が安濃郡を伊勢神宮に寄進し、名実ともに神

郡となっている。また同時に警察・行政権といった

雑務権等の諸権限も神宮に委譲され、支配が強化さ

れたと考えられている国。したがって神宮支配の面

からみれば、御薗・御厨といった神宮を支える下部

組織の中心的な存在であった可能性がある。

また、調査区の南側に存在する安濃川の存在も無

視できない。安濃川流域を南北に横断する一連の中

勢道路の調査では、旧安濃川本流に相当するような

規模の河道は検出されておらず、少なくとも安濃川

中流域は現流とほぼ同じ場所を流下してたと考えら

れる。また、多量に出土した土錘も付近に河川の存

在を暗示する。つまり、位田遺跡は安濃川の北岸に

立地し、屋敷地は安濃川に南面していたと考えられ

る。水運・水利権といった面を意識した存在であっ

たかもしれない。



(4) 平安時代末期の集落

B地区では、平安時代末期の掘立柱建物5棟、柱列

2条、井戸 l甚が確認された。調査区が狭小なため

に掘立柱建物は、規模の確定できないものも多く、多く

のピットの存在からさらに掘立柱建物の存在が推定

される。したがって建物群の変遷を具体的に述べること

は困難であるが、以下に簡単に触れることにしたい。

掘立柱建物は柱掘形も小さく、総柱形態のものが

大半を占め、これに伴う遺物からも平安時代末期を

中心とする遺構と考えられる。規模からは、 5間前

後の大形建物 (SB 15・16) と、桁行3間程度の小

形建物 (SB 12• 13・14)に分けられる。前者は調

査区の東部で建替えられている。 SB15にはいわゆ

る南東隅土坑が付属する可能性が高く、主屋に相当

するものであろう。後者は中央部から西部に分布す

る。副屋・納屋などの付属建物と考えられる SB12・ 

13は同一規格の建物でありながら、一方は 1X 2間

程度の土坑を伴い、一方は伴わない。柱列はSA12 

がSB13に、 SA11がSB15に平行し、それぞれに

伴うと考えられる。また、 A地区で検出された SA

5• 6も小規模な柱掘形から、末期を中心とする東

部の遺構群に含まれる可能性もある。

ところで、建物群の棟方向は、 A地区の建物群よ

り真東西に近いE7 ,_____, 17°Sを示す。これは、調査

区の東方に位置する現在の北河路集落内の区画方向

とおおむね一致し、調査区の南側を東流する安濃川

の形成した自然堤防の方向性に準拠あるいは規制さ

れたものと考えられる。現在の北河路集落の成立は

明らかでないが、平安時代末期には現地割りが成立

していた可能性が高い。

/
'
 

,I, 

第70園 北河路集落関係固 (1: 2,500) 
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書 名 一般国道23号中勢道路建設事業に伴う 位田遺跡発掘調査報告

副書名

巻 次
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シリーズ番号 115-12 

編著者名 米山浩之
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所在地 〒515-0325 三重県多気郡明和町竹川503 TEL 0596(52)7031 

発行年月日 1999年 3月23日

ふりがな ふりがな コ ド 北緯 東経

調在期間 調在面積m2 調査原因

所収遺跡名 所 在 地 市町村 i遺跡番号
O I ff 0 '"  

位いんで田ん遺いせ跡き 三み重えけ県ん津つ市し 24201 758 34度 136度 19960627 4,600 一般国道23号中勢

北きた 河こう 路じち町ょう 43分 26分 ～ 道路 (10工区）建

18秒 06秒 19970214 設事業に伴う事前
あ字ざ木き ノの 下した

調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主 な遺構 主 な遺物 特記事項

位田遺跡 墓 弥生時代末～ 方形周溝墓 弥生土器・古式土師器 欠山式期の方形周溝墓

古墳時代初頭 河道 朱付着石皿・擦石 群一辺の中央に陸橋部

炉 をもつものが2基ある

----~------------ ---------------------------------------------------------------------------
----------幽・----------------------------------ー・・—------------------------------------------

集落跡 飛鳥・奈良時 道路 土師器・須恵器 幅約 2丈の幹道と幅

代 約 1丈の支道

----~------------ ---------------------------------------------------------------------------
------------------------------------------』---

--------·-------------------------------~----

集落跡 平安時代 掘立柱建物 土師器・灰釉陶器・ 官術風配置の屋敷地、

中期～後期 柱列・垣根状遺構 緑釉陶器・磁器・漆 富豪層の居館か

井戸 付着土器・碁石

区画・溝

平安時代末期 掘立柱建物 土師器・無釉陶器 隣接する現集落と同

柱列 瓦器・清郷型鍋 ー地割り

-----------------------------------------------
-----―------------------------------・ ―--------------・ 一―-------------------------------------

---------------------------------------------

不明 噴砂・河道 土師器 旧安濃川本流



平成 11(1999)年 3月に刊行されたものをもとに

平成 19(2007)年 5月にデジタル化しました。

二重県埋蔵文化財調査報告115-12

一般国道23号中勢道路建設事業に伴う

位田遺跡発掘調査報告

1999年 3月

編集• 発行 三重県埋蔵文化財センター

印刷者第一プリント社


	表紙

	巻頭図版

	序

	例言

	目次

	本文目次

	Ⅰ　前言

	1　調査に至る経過

	2　調査の経過

	3　調査の方法

	4　調査日誌（抄）


	Ⅱ　位置と環境

	1　位置

	2　歴史的環境


	Ⅲ　地形と層序

	1　周辺地形の概要

	2　遺跡周辺の微地形

	3　基本層序


	Ⅳ　弥生・古墳時代

	1　河道

	2　炉

	3　方形周溝墓

	4　下層出土遺物

	5　溝

	6　土坑


	Ⅴ　飛鳥・奈良時代

	1　道路状遺構

	2　焼土・炭化物集積

	3　下部出土遺物 

	Ⅵ　平安時代

	1　掘立柱建物

	2　柱列・垣根状遺構

	3　井戸

	4　通路状遺構

	5　溝

	6　焼土坑

	7　土坑

	8　ピット出土遺物


	Ⅶ　その他・時期不明遺構

	Ⅷ　包含層・その他出土遺物 
	1　Ａ・Ｂ地区

	2　Ｃ地区


	Ⅸ　考察

	1　方形周溝墓群の構成と形態

	2　朱付着の擦石・石皿と祭祀

	3　道路遺構の性格

	4　安濃郡の駅路の想定

	5　屋敷地の変遷と性格 
	(1)　建物郡の変遷

	(2)　特殊遺物について

	(3)　居住者像とその背景

	(4)　平安時代末期の集落




	挿図目次

	第1図　中勢道路内遺跡位置図

	第2図　周辺遺跡位置図

	第3図　明治27年陸地測量部地形図

	第4図　安濃川流域平野地形図

	第5図　遺跡周辺地形図

	第6図　調査地区割図

	第7図　遺跡周辺微地形図

	第8図　基本土層模式図

	第9図　土層断面図

	第10図　弥生・古墳時代遺構図

	第11図　小地区割図1

	第12図　SD1実測図

	第13図　SD1土層断面図

	第14図　SD1遺物実測図1
 
	第15図　SD1遺物実測図2
 
	第16図　SD1遺物実測図3

	第17図　SD1遺物実測図4

	第18図　SF1実測図、遺物実測図

	第19図　SX1･3実測図、遺物出土状況図、遺物実測図

	第20図　SX2･4実測図、遺物出土状況図、遺物実測図

	第21図　SX5･7実測図、遺物実測図

	第22図　SX6実測図、遺物出土状況図、遺物実測図

	第23図　SX8実測図、遺物出土状況図、遺物実測図

	第24図　SX9･10実測図、遺物実測図

	第25図　下層出土遺物実測図

	第26図　SD2･3、SK1･2実測図

	第27図　飛鳥～平安時代遺構図 
	第28図　小地区割図2 
	第29図　SR1･2実測図

	第30図　SR1･2断面図、遺物実測図

	第31図　SF2･3他遺物実測図

	第32図　SF2･3実測図

	第33図　SB1～3実測図、遺物出土状況図、遺物実測図

	第34図　SB4～6、SA1～4実測図

	第35図　SB4～6、SA1～4断面図、遺物実測図

	第36図　SB7～11、SA5･6実測図

	第37図　SB7～11、SA5･6断面図、遺物実測図

	第38図　SB12･13、SK29、SA11･12実測図、遺物実測図

	第39図　SB14～16、SK30～33実測図、遺物出土状況図、遺物実測図

	第40図　SA9･10実測図

	第41図　SA7遺物実測図

	第42図　SE1実測図

	第43図　SE1遺物実測図

	第44図　SD4･5実測図、遺物出土状況図

	第45図　SD4遺物実測図

	第46図　SD5遺物実測図

	第47図　SD6～9遺物実測図

	第48図　SF4遺物実測図

	第49図　SF4実測図

	第50図　SK3･4実測図、遺物実測図

	第51図　土坑群実測図

	第52図　土坑出土遺物実測図

	第53図　SK29～33遺物実測図

	第54図　ピット出土遺物実測図

	第55図　ピット位置図

	第56図　SD11実測図･断面図

	第57図　炭化物集積位置図

	第58図　噴砂実測図・断面図

	第59図　包含層他出土遺物実測図1 
	第60図　包含層他出土遺物実測図2 
	第61図　包含層他出土遺物実測図3 
	第62図　Ｃ地区測量図

	第63図　包含層他出土遺物実測図4

	第64図　方形周溝墓分布図

	第65図　県内方形周溝墓開口方向図

	第66図　安濃郡内官道想定図

	第67図　屋敷地内遺構変遷図1

	第68図　屋敷地内遺構変遷図2

	第69図　緑釉陶器出土分布図

	第70図　北河路集落関係図 

	表目次

	第1表　中勢道路内遺跡調査経過表

	第2表　遺物一覧表1

	第3表　遺物一覧表2

	第4表　方形周溝墓一覧表

	第5表　遺物一覧表3

	第6表　遺物一覧表4

	第7表　遺物一覧表5

	第8表　掘立柱建物一覧表

	第9表　柱列・垣根状遺構一覧表

	第10表　遺物一覧表6

	第11表　遺物一覧表7

	第12表　出土土器構組成表1

	第13表　遺物一覧表8

	第14表　遺物一覧表9

	第15表　遺物一覧表10

	第16表　出土土器構組成表2

	第17表　土坑一覧表

	第18表　遺物一覧表11

	第19表　遺物一覧表12

	第20表　遺物一覧表13

	第21表　遺物一覧表14

	第22表　遺物一覧表15

	第23表　遺物一覧表16

	第24表　遺物一覧表17

	第25表　遺物一覧表18

	第26表　遺構切合い関係表

	第27表　緑釉陶器器種・産地一覧表


	図版目次

	PL1　位田遺跡周辺航空写真

	PL2　Ａ・Ｂ地区全景

	PL3　調査区遠景

	PL4　古墳時代遺構全景、飛鳥時代以降遺構全景
	PL5　河道・方形周溝墓群

	PL6　SD1、SD1土層断面

	PL7　SD1遺物出土状況

	PL8　SF1、SX1

	PL9　SX4、SX5

	PL10　SX2、SX2遺物出土状況、SX3遺物出土状況 
	PL11　SX3、SX7

	PL12　SX6、SX6遺物出土状況、SX8遺物出土状況

	PL13　SX8、SX10

	PL14　SR1

	PL15　SR1、SR2

	PL16　掘立柱建物群全景、SB1

	PL17　SB2･3,SR3、SB3遺物出土状況 
	PL18　SB4～6,SA1～4、SB6

	PL19　SB5、SA1･2、SA3･4

	PL20　SB7～11,SA5・6、SB10･11,SA6

	PL21　SB7･8、SB9

	PL22　SB12、SB13･14,SA11

	PL23　SB15･16、SB16遺物出土状況

	PL24　SA9･10、SA8、SD5

	PL25　SD4、SD4墓石出土状況、SD4西部遺物出土状況

	PL26　SD7、SK29、SF4 
	PL27　SK3遺物出土状況、SD6・SA7・土坑群

	PL28　炭化物集積、SD11、噴砂検出状況、噴砂土層断面 
	PL29　Ｃ地区全景、Ｃ地区遺物出土状況
	PL30　SD1出土遺物1

	PL31　SD1出土遺物2

	PL32　SD1出土遺物3

	PL33　SD1出土遺物4・SF1出土遺物

	PL34　方形周溝墓出土遺物1

	PL35　方形周溝墓出土遺物2

	PL36　方形周溝墓出土遺物3

	PL37　下層出土遺物

	PL38　SR1出土遺物、飛鳥・奈良時代遺物

	PL39　掘立柱建物・井戸出土遺物

	PL40　SD4出土遺物1

	PL41　SD4出土遺物2

	PL42　SD4・溝出土遺物

	PL43　土坑出土遺物

	PL44　ピット・包含層他出土遺物1 
	PL45　包含層他出土遺物2

	PL46　包含層他出土遺物3

	PL47　包含層他出土遺物4

	PL48　包含層他出土遺物5

	PL49　包含層他出土遺物6

	PL50　Ｃ地区他出土遺物



	報告書抄録

	奥付




